
    
      
        
      
    

  



京都寺町三条のホームズ（４）ミステリアスなお茶会
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お断り







　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

　あらかじめご了承ください。








底本カバーデザイン・金上倫子

底本カバーイラストレーション・ヤマウチシズ
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序章　『年の初めに』








　柳の枝に、紅白の餅が咲いている。

　新年を迎えると目にする、この可愛らしい飾り。

　名前は、『餅もち花ばなしだれ』というらしい。

　正月飾りには、いろいろ種類があるけれど、私はこの餅花しだれが一番好きだ。

　私・真ま城しろ葵あおいは、満員のバスに揺られながら窓の外を眺め、頬を緩ませた。




　――一月三日。京都は、新たな年を迎えた喜びに溢れている。

　注し連め飾かざり、根ね引びき松、餅花しだれ、金の扇と華やかに彩られ、和服姿の老若男女が所狭しと道を行き交う。まるで、町全体が祭りのようだ。

　おそらく、この人出のほとんどは、観光客に違いない。

　お正月こそ『日本らしい』京都で過ごしたいと、他府県の人たちがやってきて、あちこちの社寺に初詣に行くのだろう。

　今の私も、もしかしたら、観光客に見えるのかもしれない。

　今の自分の姿を確認し、私は気恥ずかしさに、そっと肩をすくめた。

　バスが市役所前に着いたことを確認し、いそいそと降車する。人の波をかきわけつつ、御お池いけ通どおりから寺てら町まち商店街へと向かうと、いつものアーケードはさらなる賑にぎわいを見せていた。

　軒を連ねる商店街の多くは二日から営業していて、福袋を用意したり、おとそが配られたりと、めでたい雰囲気に包まれている。

　年末も同じように賑やかではあったけれど、あの時の忙せわしない雰囲気とは違っていた。

　とはいえ、それもたった数日前のこと。

　三十一日までここにバイトにきていたというのに、『年を越した』というだけで、久しぶりのような気がしてしまうのが不思議だ。

　心なしか弾む足取りは、正月の雰囲気に浮かれているのだろう。

　いやいや、今日が仕事始め。

　そう、私のバイト先である骨董品店『蔵くら』は、本日一月三日から営業開始。

『仕事始めは、みんなで顔を合わせよう』と店のオーナーである家や頭がしら誠せい司じさんの提案で、バイトである私も店に呼ばれていた。

　あまり役に立っているとも思えない、店番要員の私。にもかかわらず、新年の顔合わせに呼んでもらえるなんて、とても嬉しいことだ。

　ちゃんと『蔵』のスタッフの一員として認められているという気がする。

　気を引き締めないと、と前を見据えて、足取りを強くする。

　やがて見えてくる、骨董品店『蔵』の看板。

　相変わらず、その佇まいは骨董品店というより、レトロなカフェのようだ。

　そんな『蔵』の店先も、門松に注連飾り、餅花しだれと新年モードに切り替わっていた。







「――おはようございます」

　店の扉を開けると、いつものように、カランとドアベルが鳴った。

「おお、葵ちゃん」

　振り返って張りのある声を上げたのは、御おん年とし七十七歳になる、この店のオーナー・家頭誠司さん。

　彼は、『国こく選せん鑑かん定てい人にん』と呼ばれる高名な鑑定士で、関西においては結構な有名人だ。

　いつもさらりとした着流し姿だけれど、今日は正月仕様なのだろう。羽は織おりに袴はかまと正装し、さらに貫かん禄ろくと風格を感じさせた。

　その隣には、オーナーの息子の武たけ史しさん――通称『店長』。

　店長と呼ばれてはいても、彼の本業は時代小説作家で、『蔵』では店番をしつつ、執筆をしているイメージだ。今日は藍色の着物を着ている。

　さらに反対隣には背がすらりと高く、端整な顔立ちの青年が優しげな笑みを浮かべている。彼はオーナーの孫で弟子。

　鑑定士見習いで大学院生の清きよ貴たかさん――通称『ホームズ』さん。類たぐい稀まれな観かん察さつ眼がんと鑑かん定てい眼がん、そして『家頭』という苗字から『ホームズ』と呼ばれている切れ者だ。

　そんなホームズさんは、オーナーや店長同様に墨すみ黒ぐろ色いろの着物姿。

　さらに、皆の背後には、美しい女性の姿があった。

　彼女は滝たき山やま好よし江えさんといって、美術関係のイベントコンサルタント会社を経営している。

　なおかつオーナーの彼女だ。

　とても若々しく三十代前半にしか見えないが、実は四十代という美魔女。

　今日も、明るい若草色の訪ほう問もん着ぎを見事に着こなしていた。

　そう、仕事始めの今日は、『着物出勤』ということで、みんな揃って和装。

「あけましておめでとうございます、葵さん」

　声を揃える皆に、私は気圧されながら頭を下げた。

「あ、あけましておめでとうございます。分かっていたことでも、みんな揃って着物だと少し圧倒されますね」

『お正月は、着物着用』だなんて、さすが『蔵』だ。

「とはいえ、僕だけは『着流し』ですけどね」

　着流しとは、羽織に袴ではなく、長着に帯だけの略式の着方をいう。

「よくお似合いです」

　羽織に袴といったかっちりとした正装よりも、さりげない着流しの方がホームズさんには似合うような気がする。

　黒髪に墨黒色の着物、それに白肌が映えて、とても艶つやっぽい。

「ありがとうございます。葵さんもその小こ紋もん、よく似合っていますね」

　ホームズさんが微笑んで言うと、

「本当ね、とっても可愛いわ」

「ええ、素敵ですね」

　好江さんと店長も、そう続けてくれた。

「……あ、ありがとうございます」

　恥ずかしさに語尾が小さくなる。

　そう、私も着物だった。着物と言っても振ふり袖そでではなく、『小紋』という全体に細かな模も様ようが入ったもの。クリーム色の生地に、薄うす紅べに色の花々がちりばめられている。帯も薄紅色で、前に大きな花が来るようになっていて、全体的にとても可愛らしい。

　カジュアルすぎないものの、気軽にお散歩に行けそうなライトさが気に入っている。

「その小紋が、以前、『弘こう法ぼうさん』で買われたものですか？」

　確認するように問うホームズさんに、私は顔を上げて「はい」と頷いた。




『弘法さん』とは、毎月二十一日に、開催される東とう寺じの縁日の通称だ。

　それは、大規模なフリーマーケット兼お祭りのようなもので、東寺の境内に屋台、骨董品から雑貨、古着に着物に食品と、さまざまなものが出店する。

　以前、ホームズさんと行ったことがある、百ひゃく萬まん遍べん知ち恩おん寺じの『手づくり市』よりも、さらに規模が大きいものだ。

　ちなみに、京都では毎月十五日は、百萬遍知恩寺の『手づくり市』、

　二十一日は、東寺の『弘法さん』、

　二十五日は、北きた野の天てん満まん宮ぐうで『天てん神じんさん』、と大きな縁日がある。

　この着物は、年末に友人の宮みや下した香か織おりと初めて『弘法さん』に行って見付けたもの。

　香織は、ワゴンの中にある着物を手に、

『ここにあるの、なかなかの掘り出しもんやで』と教えてくれた。

　香織は、老舗呉服店の娘さん。

　そんな彼女が見立ててくれたこともあって、安心して買うことができた。

　着物というと、高価で手が届かないというイメージがあったけれど、縁日で売られているものは思った以上に安く、私のバイト代でも支払うことができた。

　思えば、自分のお金で着物を買うなんて、京都に移り住むまで考えられなかったことだ。

　とはいえ、帯は家にあったもので、着付けは祖母にお願いしたのだけど。

　いつか自分で着られるようになりたいな、と帯に手を触れながら思う。

「ほんなら、みんな揃ったいうことで、仕事始めの景気づけに乾杯や」

「葵さんは、甘酒ですね」

　ホームズさんは、お猪ちょ口こに清酒と甘酒を注いで、私、好江さん、店長と年少順に差し出し、最後に、「どうぞ」と、オーナーに手渡す。

　和服のためか、その仕草のひとつひとつがいつもより色っぽく見えて、どうにも直視できない。

「あ、ありがとうございます」

　お猪口を受け取って、そっと目を伏せた。

　それでは乾杯を、という流れになった時、『カラン』とドアベルが鳴って、

「さーせん、遅くなりました。あけおめっす！」と秋人さんが店に飛び込んできた。

　彼も全体的に青みがかった色合いの羽織に袴姿。

　明るめの髪には一見似合わなそうなものだけど、意外としっくりきている。

　今や世間では『イケメン俳優』と謳われる秋人さん。京都を紹介する『京きょう日和びより』という番組で、よく和服姿になっているから、板についてきたのかもしれない。

「『さーせん』って、誰もあなたを呼んでませんが？」

　冷ややかな目を向けるホームズさんに、秋人さんは「いやいや」と首を振った。

「大晦日のパーティの時、オーナーに『三日が仕事始めやから、スケジュールが合うたら顔出してや。秋人くんがおると楽しいで』って言ってもらえたし。いつもお世話になっているオーナーにそう言ってもらったら来るしかねぇなと思ってよ」

　秋人さんはあははと笑いながら、バンッとホームズさんの腕を叩く。

　そんな彼とは対照的に、叩かれた腕をさすりながら冷めた目のホームズさん。

　新年早々、この二人は相変わらずだ。

「ほんじゃあ、秋人くんも来てくれたことやし」

　オーナーは自らお猪口に清酒を注いで、秋人さんに手渡す。

　秋人さんは恐縮そうに受け取っていた。

「あらためて、武史、清貴、好江に葵ちゃん、秋人くん。また、今年もよろしゅうに」

『乾杯！』と声を上げるオーナーに、私たちも「乾杯」とお猪口を掲げて、飲み干す。

　慣れない着物を着て、家からここまできた疲れもあったのか、ヒヤリと冷たい甘酒が、とても美味しく感じる。

「えっ、葵ちゃんも日本酒か？」

「いえ、私だけ甘酒です」

「そっか、まだ未成年だもんな。高二だったか？」

「はい、春には三年生ですけど」

「そうそう、葵ちゃん、春と言えば、今年の春頃に留学している私の息子が帰ってくるの。仲良くしてあげてね」

　思い出したように言う好江さんに、私は驚きつつ「は、はい」と頷いた。

　そういえば、好江さんには、息子さんがいたんだ。

　たしか今、高校一年生――私の一つ年下だ。

　好江さんの息子さんだったら、きっと見み目め麗うるわしい男子に違いない。

　皆でわいわい話していると、オーナーは時計を確認し、ゆっくりと立ち上がった。

「よし、ほんなら、そろそろワシらは」

「それでは、わたしも」

　またすぐにどこかに行こうとするオーナーと店長に、ホームズさんが「ああ」と声を上げた。

「すみません、少しだけ出掛けるのは待ってもらえますか？　仕事始めですし、葵さんと矢や田た地じ蔵ぞう尊そんに詣まいってきたいと思いまして」

　そう言ったホームズさんに、私は「矢田地蔵尊？」と首を傾けた。

「すぐそこの地蔵寺です。仕事始めなので、挨拶をと思いまして」

「ああ、あの交番の隣の」と私は手を打った。

　バイトに来るたびに目にしていたというのに、あまり意識していなかったことから名前を知らなかった。なんだか、不義理で申し訳ない。

「ええけど、すぐやで。待てへん」

　プイッと横を向くオーナー。

「そもそも、ここはあなたの店ですよ。いつも、サボって遊びに行こうとしているくせに、どうしてそんなに偉そうなんですか」

「ワシは大事な挨拶回りがあるんや。ほんなら、お前が回るか？」

「……いえ、すぐ帰ってきます。葵さん、行きましょう」とホームズさんは首にマフラーを巻いて、店のドアを開けた。

「あ、はい」と私が頷く間もなく、

「それじゃあ、俺も！」

　秋人さんが勢いよく立ち上がろうとすると、オーナーがその肩に手を乗せた。

「秋人くん、ここは遠慮して二人にさせたってや。あいつ、着物姿の葵ちゃんと町を少し歩きたいだけやで」

「――へっ？」

　店を出る間際、オーナーと秋人さんの言葉が背中に届いて、私は大きく瞬いた。

　ホームズさんが、着物姿の私と町を歩きたかった？

　……だなんて、そんなことあるわけがないのに、何を言い出すんだろう。

　思わず、ホームズさんの方を向く。

　その横顔は、少し弱ったような表情を見せていて、決して私の方を向こうとはしていなかった。

　きっと、オーナーに下世話な捉とらえられ方をして、困っているのだろう。

『矢田地蔵尊』は目と鼻の先で、すぐに見える。

　町を歩くというような距離ではない。

　入口には、赤い提灯が一文字ずつ『矢 田 地 蔵 尊』と飾られていて、決して広くはない境内の中は、小さなお地蔵様で囲まれていた。

「可愛いですねぇ、こんなにたくさんの小さなお地蔵様」

「ええ、ここの地蔵は『代だい受じゅ苦く地蔵』といいまして、苦を代わって受けてくださるお地蔵様なんですよ」

　苦を代わって受けてくださるお地蔵様――。

「……なんだか、可哀相ですね」

「えっ？」

「代わって受けたりせず、みんなで分けた方がいいと思うのに」

「葵さんは、優しいんですね」

「あ、いえ、そんな。お地蔵様は人間とは感覚が違うから、大丈夫なのかもしれないんですけどね」

　何を言ってるんだ、私は。

　恥ずかしさに、勢いよく首を振ってしまった。

「でも、僕も同感ですね。『自分が何もかも背負って引き受ける』というのは、美しいことのようですが、自分自身への冒ぼう涜とくです。自分が幸せであってこそ、人に心から優しくできるものだと思いますし」

「なんだか、深いですね」

「そうですか？」

「深いですよ」

　自己犠牲は、自分自身への冒涜。

　人を思いやるように、自分のこともうんと大事にしてあげなきゃいけなくて、それは、自分勝手とは違うんだ。

　小さく頷きながら、私たちは賽銭を入れた。

『今年一年、どうぞよろしくお願いします』

　そんな想いをこめて、目を閉じて、手を合わせる。

　そっと目を開くと、ホームズさんが優しくこちらを見ていた。

　しっかりと視線が絡み合って、恥ずかしさに目をそらしてしまう。

「葵さん、本当にお着物、よくお似合いですね」

「あ、ありがとうございます」

　再び褒めてもらえたことに、頬が熱くなる。

「あらためて、今年もよろしくお願いしますね」

「こちらこそ、どうぞよろしくお願いします。今年もいろいろ教えてください」

「いろいろ……ですか。特に何を教わりたいですか？」と、横目を見せるホームズさんに、勝手に意味深なものを感じて、ドキンと鼓動が跳ねた。

「な、何をって」

　さすが、京男子。和服姿は、いつもよりも反則度が高い。

　何を教わりたいか、だなんて、そんな……。

「え、ええと、『樂らく茶ちゃ碗わん』について、しっかり教えてもらいたいです」

「樂茶碗？」

　私の言葉が意外だったのか、ホームズさんは目をぱちりと開く。

「この前の年末のパーティで、円生が持ってきた樂茶碗が本物なのかニセモノなのかまったく分からなかったのが悔しくて……」

　そう言って私は、はぁ、と息を吐いた。

　大晦日に開かれた家頭家のパーティの席のこと。円生が乗り込んできて、突然ホームズさんに勝負を持ちかけた。

　最初に出した樂茶碗の模も倣ほう品ひん。ホームズさんは瞬時に贋がん作さくと見破ることができたけれど、私はまったく分からなかったんだ……。

「樂茶碗を観たことがあるのに……」

　ぽつり、と零すと、ホームズさんは納得したように頷いた。

「とはいえ、円生が模倣した『慶けい入にゅう』の茶碗は、葵さんは、まだ観たことがないはずです。さすがに経験の浅い葵さんには、まだ観たことのない品から、贋作の匂いを嗅かぎ取とるのは難しいですよ。ですが悔しいお気持ちは分かりますので、冬休みの間、樂茶碗について、しっかりレクチャーしたいと思います」

「は、はい、よろしくお願いします！」

「こちらこそ。そうそう、店に戻る前に、せっかくですので、そこでコーヒーでも飲みませんか？」

　ホームズさんは小さな境内を出て、斜向かいのカフェ――というよりも昭和初期を思わせる喫茶店を指した。

　ここはよく、店長が行き詰まると駆け込んだり、編集者と打ち合わせをする場所だ。

「えっ、すぐ戻らなくていいんですか？」

「少しくらい大丈夫ですよ」

　なんて、にこやかに言って、喫茶店に向かい歩き出す。

『純喫茶』という言葉がまさにピッタリと当て嵌はまるだろう寺町通にある喫茶店は、時に、行列ができることもあるのだけど、今は午前中ということもあってか、すんなり店内に入ることができた。

　柔らかな色合いの照明に、焦げ茶色の革張りソファーに木の椅子。

　この店の前はいつも通っていたのだけど、入るのは初めてだ。

　カフェはさておき、思えば、こうした『喫茶店』に入ること自体、数えるほどしかないかもしれない。

「――ご注文はお決まりですか？」

　オーダーを取りにきたウェートレスに、ホームズさんは躊ちゅう躇ちょすることもなく、「コーヒーを」と言って、私に視線を移す。

「葵さんは何になさいますか？」

「あ、私もコーヒーで」

　遠慮がちに告げた私に、ホームズさんはそっと口角を上げる。

「そういえば、これからブラックコーヒーを飲むことにすると仰っていましたよね」

「ええ、そうなんです」と私は力強く頷く。

　大晦日の夜、八坂神社で初詣をしたあと、『をけら火』をもらって、八坂にあるホームズさんのマンションに行き、ホームズさんにコーヒーを淹いれてもらった。

　初めて飲んだブラックコーヒーはやはり苦く、まだ素直に『美味しい』とは思えなかったけれど、どこか甘さもあり、飲んでいくうちに美味しいと思えるようになるのではないかという予感がした。

　店長とホームズさんが住むそのマンションは、ホームズさんの言っていた通り、内装こそはごく普通の雰囲気ではあったけれど、窓から祇園の町と八坂の塔が一望できて、それは圧巻だった。

　ホームズさんと秋人さんと三人で朝まで語らって、朝焼けに包まれる八坂の塔を見た時は、なんだか感動して涙が出そうになったな……。

　物思いに耽ふけっていると、再びウェートレスがきてコーヒーをテーブルの上に置いた。

　さすが、古き良き喫茶店。ここのコーヒーもとても美味しそうだ。

　芳ばしい香りに目を細めていると、

「フレッシュは必要ですか？」と、ウェートレスが笑顔で尋ねてきた。

　――フレッシュ？

　ポカンとする私とは裏腹に、ホームズさんは、「いえ、大丈夫です」と断っている。

「お客様は？」と問われて、私は何のことか分からないままに、首を振った。

『フレッシュ』って、なんのことだろう？　『フレッシュ』というからには、フルーツのサービスでもあったんだろうか？

　だとしたら、断ってしまうのはもったいなかったかもしれない。

　それでは、どうぞごゆっくりお過ごしください、と会釈して立ち去るウェートレスの背中をなんとなく眺めていると、ホームズさんが私の顔を覗いた。

「葵さんはフレッシュ、必要だったんじゃないですか？」

「えっ？　わ、私には『フレッシュ』が必要だと思いましたか？」

「ええ、まだ慣れていないでしょうし」

　ホームズさんはそう言って、カップを手にする。

　まだ、慣れていない？

「あ、あの、ホームズさんは、『フレッシュ』は必要ないんですか？」

「ええ、僕は基本的には必要ないです」さらりとそう言う。

　基本的には必要ない。

『フレッシュ』というものは、慣れている人は必要なくて、慣れていない人は必要とするものなんだろうか？

　……そもそも、何に慣れているというのか。

　悶々と考え込み俯く私に、ホームズさんが不思議そうに首を傾けた。

「葵さん、どうかされました？　店なら心配ありませんよ。本当に困った状況になったら電話がくるはずですし」

「いえ、その、『フレッシュ』なんですけど」

「ああ、やっぱり必要でしたか？」

「いえ、その……『フレッシュ』ってなんですか？」

　思い切って聞いた私に、ホームズさんは、心底驚いたように目を丸くした。

「えっ、葵さんは、その、『フレッシュ』をご存じないんですか？」

　戸惑ったように尋ねられて、カーッと頬が熱くなる。

　今まで、どんなお馬鹿なことを尋ねても、驚くことも蔑さげすむこともなく、丁てい寧ねいに教えてくれたホームズさんだというのに、こんな顔をされてしまうなんて。

　きっと、子どもでも知っている常識的なことを尋ねてしまったのだろう。

「そ、そんなことも知らなくて、すみません。慣れてない人は『フレッシュ』が必要で、慣れた人は必要ないものなんですよね？　ということは、フルーツといったものではないんですよね？」

　あまりのバツの悪さと気恥ずかしさから早口で尋ねると、呆然としていたホームズさんは堪こらえきれないようにクックと笑った。

「そうですね。僕はもう擦すれきってしまって、フレッシュさのかけらもないので、フレッシュは必要ないのかもしれないです。ですが、あなたはまだまだフレッシュな方ですから」

「は、はぁ」

「いや、もしかしたら、僕のような人間ほど、フレッシュが必要なのかもしれませんね。忘れていた『何か』を思い出せそうな気がします」

「え、えっと、そんな大層なものなんですか？」

「……そう、ですね。今のあなたにフレッシュが必要かどうかは、そのコーヒーを飲んでみたら分かると思います」

　ホームズさんに促されて、私はまだ一口も飲んでいなかったことに気付き、カップを手に取った。

　一口飲むと、その芳ばしい香りから分かるように、このコーヒーはホームズさんが淹れてくれたものよりも苦みが強く、思わず顔をしかめてしまう。

「ちょ、ちょっと、私には苦かったです」

　ホームズさんは、そうですか、と頷いて、

「すみません、やっぱり、フレッシュをお願いします」とウェートレスに声を掛けた。

　――へっ？

　戸惑う間もなく、テーブルの上に置かれたのは、コーヒーミルク。

「こ、これ、コーヒーミルクですよね？」

「ああ、関東ではそのように言うんですね」

「は、はい」コーヒーミルクと言ったり、クリームと言ったり。

「関西では『フレッシュ』と言うんですよ。どうぞ、お使いください。まだまだ『フレッシュ』な葵さん」

　にこりと微笑むホームズさんに、頬が熱くなる。

　つ、つまりは、ご当地言葉なわけだ。

　頭から湯気が出そうな恥ずかしさの中、カップにコーヒーミルクならぬ『フレッシュ』を注いで、あらためてコーヒーを口に運んだ。

「……意味深な物もの言いいをしたりして。やっぱり、いけず京男子は健在ですね」

「失礼しました。あまりにあなたが可愛らしくて」

　目を柔らかく弓なりに細めるホームズさんに、さらに頬が熱くなる。

　それは、古き良き喫茶店での、小さな出来事。

　今年もまた、彼に一いっ喜き一いち憂ゆうさせられることを感じずにはいられない、仕事始めだった。












第一章　『ビスクドールの涙』
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　京都寺町三条の骨董品店『蔵』には、さまざまな品がある。

　桃山時代の至し宝ほうの逸いっ品ぴんといわれる志し野のの茶碗、古こ九く谷たにの皿に、中国明朝時代の壺。

　ここでバイトとして働きながら、日々さまざまな骨董品を愛でることができることを、とても嬉しく思っていた。

　どの骨董品も素晴らしく、何度見ても飽きることがない。こんなにも古美術に心を奪われるなんて、ここで働くようになるまでなかったこと。

　とはいえ、たったひとつだけ、苦手なものがあった。

　それは、ビスクドール……、所いわ謂ゆる、西洋のアンティークドールだ。

　たくさんのフリルがついた白いブラウスに胸元に赤いリボン、赤いスカート。

　流れるような金髪に、艶やかな碧へき眼がんは、どこか寂しげだ。とても美しいと思うのに――、いや、その美しさのせいなのだろうか、見ているとゾクリとしてしまう。

『蔵』に初めて訪れた際に、この人形を目にした時から『怖い』と感じてしまった。

　そのインパクトが残ってしまっているのか、今も苦手に感じてしまう。

　とはいえ、手入れは怠らない。

　いつものようにビスクドールの髪を梳といて、埃を取り、丁寧に椅子に座らせた。

　それでも、すぐに目をそらし、なんとなく卓上カレンダーに目を向ける。

　正月も七草の節句を終えた、一月八日。

　先日まで、着物姿の観光客で溢れていた京都の町も、すっかり落ち着いた様子だ。

　変わらないのは、いくら着込んでも繊せん維いの間から、染み入ってくるような寒さだけ。

　冬を迎えるのは二回目のことだけれど、やはりこの寒さには慣れはしない。

　とはいえ、『蔵』の店内は、いつもとても暖かくて、ありがたいのだけど……。

　ふと、窓の外を眺める。

　まだ冬休み期間ということもあり、観光客の姿が多い。

　――観光客、かぁ。

「……ホームズさん、関東の人間が京都に来て、観光するならどこがいいと思いますか？」

　私は振り返って、カウンターに座るホームズさんに視線を移した。

「観光、ですか？」

　ホームズさんは顔を上げて、こちらを向く。

「はい」

「埼玉のお友達に聞かれたんですか？」

　いつものようにすぐに察してくれるホームズさんに、「はい」と頷く。

「今度、埼玉の友達が、親戚の結婚式で大阪に来ることになりまして。その時に一日だけ京都にも来られるから会いたいって。良いところを案内してほしいと」

　友達に会えるのは嬉しい。

　けれど、『良いところを案内してほしい』というのは、結構なプレッシャーだ。

　京都に移り住んで一年半。

　骨董品店『蔵』でバイトを始めたおかげで、近所の下しも鴨がも神社をはじめ、仁にん和な寺じ、百ひゃく萬まん遍べん知ち恩おん寺じ、鞍くら馬ま寺でら、貴き船ぶね神社に川かわ床どこ。哲学の道、銀ぎん閣かく寺じ、東とう福ふく寺じ、鈴すず虫むし寺、嵐あらし山やま、天てん龍りゅう寺じ、源げん光こう庵あんと、いろんなところにも連れていってもらうことができた。

　だけど、あらためて『おすすめのところ』を聞かれると困ってしまう。

　素敵なところがたくさんありすぎて、迷ってしまうというか。

　たとえば、桜の時季なら、仁和寺や哲学の道をおすすめするし、五月ならば、下鴨神社、夏は鞍馬や貴船、紅葉の時には、東福寺や源光庵、南なん禅ぜん寺じを提案できる。

　……でも、冬はどこがいいんだろう？

　年末に行った新しん京きょう極ごく八は社しゃ寺じ詣まいりもいいかもしれないけれど……。

「お友達が京都に来られるのは、たった一日ですか」

「はい」

「その雰囲気ですと、日中のみでしょうね」

「そうなると思います」

　きっと朝に大阪を出て、お昼前に待ち合わせて、夕方には解散になりそうだ。

「そのお友達は、京都にはよく来られる方でしょうか？」

「いえ、関西自体、初めてだと言ってました」

「修学旅行でも、京都に来られなかったんですか？」

「はい、その子の中学では、北海道に行ったそうです」

「それでしたら、王道が一番だと思いますよ」

　強く頷くホームズさんに、「王道？」と首を傾けた。

「八坂神社、清水寺、そして祇園の町を回るのが一番だと思います。オーソドックスですが、もっとも『京都らしい京都』を感じることができると思いますし」

「なるほど、そうかもですね。それなら、真ま琴ことも喜びそう」

　思えば、私も清水寺へは中学の修学旅行の時に行ったきり。

　ここに移住してきてから、まだ一度も行ってなかったから、私自身も、久々に行ってみたい。

　友人は、今や『京都市民』になった私に、行き届いた観光案内を期待しているのだろうけど、こんな状態で、上手くエスコートできるんだろうか？

　せっかく京都まで会いにきてくれるんだから、楽しんでもらいたいのだけど。

「マコトさん？　……お友達は、もしかして男性ですか」

　帳簿に目を落としたまま、静かに尋ねるホームズさんに、私は首を振った。

「いえ、女の子ですよ」

「そうなんですね」

　ホームズさんは顔を上げて、ふわりと微笑む。

「その方とは、お友達関係が、続いているんですね？」

　元彼と親友との確かく執しつを指しているのだろう。あの時に、私は心の中でたくさんの友達を失ってしまったから。

「あ、はい。彼女はまた、グループが違うというか、同じ部活で仲良くしていた子で」

「そうだったんですか。部活をされていたんですね」

「ええ、こっちの高校に移ってからはやってないんですけど」

　今や部活ならぬ、バイト三昧だ。

「葵さんが入られていたのは、運動部ですよね？」

　確信を持っているように尋ねられて、私は戸惑いながら頷いた。

「あ、はい。そんな感じしますか？」

「ええ、葵さんは最初から、目上の人に対する受け答えがとてもしっかりしていたので、運動部の上下関係で鍛えられたのかと思っていたんです。もしかしてテニス部ですか？」

「は、はい、そうです。やだ、もしかして、右腕の方が太いからですか？」

　思わず自分の右腕を摩った。

　中学時代から高一にかけての約四年間、テニスをがんばりすぎたせいか、今も右の方が太めで、実は密かに気にしている。

「いえいえ、人は誰しも利き腕の方が太くなりがちですしね、腕を見てテニスと特定したわけではないです。ただ、葵さんはバスケやバレーといったチームプレイよりも、陸上やテニスといった個人プレイを好みそうな気がしましたので。ですが、元陸上部という雰囲気はしなかったので、テニス部かなと」

　たしかに私はチームプレイよりも、個人プレイの方を好んで、テニスを選んだ。

　さすがだ、と言葉が出ない。

「テニスはいいですね、今度一緒にしましょうか」

「あ、ホームズさんも、テニスをされるんですか？」

「そうですね、スポーツの中では、得意な方だと思います」

「ああ、なんだか似合いそうですもんね」

　こんな爽やかな雰囲気でテニスなんて、まるで絵に描いたような王子様だ。

「ご存じですか？　テニスは、いかに腹黒いかで勝負が決まるんですよ」

「へっ？」

「人の心理を衝ついたあざとさなら自信がありますから。だてに腹黒くないですよ」

　ふふっ、と微笑むホームズさんに、私は無言で相槌をうつ。

　――前言撤回。彼は決して『絵に描いたような王子様』ではない。

　そう、彼はその外見通り、紳士的で優しく、上品で物腰の柔らかい人だ。

　しかしその一方で、結構な変わり者で、時々いけず。頑固で負けず嫌い、なおかつ、少し腹黒いという面も持ち合わせている。

　最初は戸惑うことが多かったものの、私もすっかり慣れて、今や彼の変な部分や、二面性にも驚くことが少なくなった。

「そうだ、八坂神社から清水寺ですが、おすすめの回り方があるので、良かったら事前にレクチャーいたしましょうか？」と、提案をしてくれたホームズさんに、「ほ、本当ですか？」と私は嬉しさに身を乗り出した。

　上手く案内できるのかと不安に思っていたから、とてもありがたい。

「ええ、そういえば僕も、近所に住んでいるのに、清水寺にはもう何年も行ってないんですよ。たまには行きたいと思いますし」

「どうせなら、友達にうんと楽しんでもらいたかったので、嬉しいです」

「それでは、今度の土曜日はどうでしょう。店は父にお願いしますので、八坂神社詣りをして、清水寺に行きましょうか」

　柔らかく目を弓なりに細めるホームズさんに、「は、はい」と元気に頷く。

　八坂神社に清水寺。

　本当に王道のルートだけど、逆を言えば、王道に勝るものはない。

　市内に住みながら観光客気分を味わえそうでとても楽しみだ、と私は胸を弾ませながら、卓上カレンダーにマルをつけた。
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　そうして、土曜日。

　私は大張り切りで朝から準備をして、待ち合わせ場所である八坂神社へとバスで向かっていた。

　清水寺に向かうには、坂もあることを考えて、足元はローヒール。

　ちなみに、清水寺にかかわらず、京都観光は主に神社仏閣巡り。どこも階段があり砂利が敷き詰められており、ヒールの高い靴を履くと厄介なことになるからだ。

　このことは、友人にも伝えておこうと思った。

　そう、私も以前、ふらりと近所の神社に訪れた時、たまたまサンダルだったことから、砂利が足の下に入ってきて、大変な目に遭ったことがある。

　そんなわけで、今日はスニーカーで来ることも考えたけど、せっかくのお出かけだからと、歩きやすいけれど可愛いデザインのハーフブーツ。

　こんなことを思ったらホームズさんに迷惑かもしれないけど、観光案内のレクチャーを受けるお出かけとはいえ、八坂神社に清水寺なんて……。

　なんだかデートみたいだ。

　いやいや、何を考えている、一線を引くと決めたのに。

　自分を叱咤しながらも、急にドキドキしてくることを感じて、窓に反射する自分の姿を確認して、指先で前髪を整えた。




『祇園』で降りると、すぐに八坂神社の入口が見える。

　四条通突き当たりに見える大きな朱色の門が『西楼門』。

　その石段下で、ホームズさんと待ち合わせしていた。

　待ち合わせ時間より少し早めに着いちゃったけど、きっとホームズさんのことだから、先に来ていそうだ。

　待たせては申し訳ない、と小走りで向かうも、まだホームズさんの姿はなく少しホッとしたその時、

「可愛いやん、一緒に遊びに行かへん？」

　背後から声をかけられてギョッとしつつ振り返ると、そこにはイタズラな笑みを浮かべているホームズさんの姿があり、私は目を剥いた。

「ホ、ホームズさん！」

「失礼しました」

「し、失礼しましたって。いつの間に後ろにいたんですか？」

　だってバス停から階段下まで、ホームズさんの姿はなかった。

「早くに着いたので、円山公園を散歩して出てきたところ、バス停から小走りで待ち合わせ場所に向かうあなたの姿を見掛けたので、つい」

　ふふっ、と笑うホームズさんに、なんだか力が抜ける気がした。

「背後から関西弁でナンパみたいなことされると、まるで別人のようでした」

「振り返った瞬間、すごい目で睨んでいましたね」

「あ、や、ごめんなさい」そんなすごい目をしていたんだろうか？

「いいんですよ。世の中、悪い男はいっぱいいますし、ぜひ、そうやって声をかけてきた輩を蹴散らしてください」

「そんな、町中で男の人にそんなふうに声をかけられたのなんて、今が初めてですよ」

　肩をすくめた私に、ホームズさんは愉しげに目を細める。

「それでは行きましょうか」

「はい」

　西にし楼ろう門もんの石段を上がっていく。メインの社殿に辿り着くまで、広い石階段が続いていた。

　階段の両脇にはたくさんの露ろ店てんが並び、楽しい雰囲気にワクワクしてしまう。

「さすが、まだお正月ムードですね」

「いえ、ここはいつでも、こうしてお祭りのように露店が並んでいるんですよ」

「そうなんですね、さすが八坂神社。あの夜もすごかったですもんね」

　そう、ホームズさんと秋人さんと三人で、初詣にここに来たんだ。

　ホームズさんと秋人さんと、八坂のマンションでトランプをしたり、花札をしたりして夜を明かして、初日の出を見たんだ。

　……あの夜は、楽しかったな。

「――どうかされました？」

　物思いに耽っていると、ホームズさんがそっと顔を覗いてきて、鼓こ動どうが跳ね上がる。

「年越しのことを思い出してました。思えば、ホームズさんと二人で出かける時、いつも秋人さんが一緒ですよね」

　すると、ホームズさんはピクリと眉をひそめて周囲を見回し、ホッとしたように胸に手を当てた。

「ど、どうされました？」

「いえ、『噂をすれば影』といいますから、またどこからか現れるのではと警戒してしまいました。神しん出しゅつ鬼き没ぼつな男ですから」

「今日ばかりは無理ですよ。東京のスタジオで生放送に出演みたいですし」

「そうでしたか。よくご存じなんですね」

「以前、強引に登録させられた秋人さんのメルマガに『生の俺をチェックしてくれよな』って書いてましたよ。ホームズさんも登録を頼まれてましたよね？」

「ええ、一応登録したんですが、いつもあまり興味を惹かれる内容ではないので、読まないことも多くて」

　秋人さん、お気の毒。

　階段を上りきると、広い境内の先に八坂神社の本殿が見えてくる。

　大きな本ほん坪つぼ鈴すずが、一定の間隔を置いて三つ並んでいた。

　せっかくだからと、中央の鈴の前に立ち、賽銭を入れたあと太い縄を手にして、ホームズさんと一緒にガラガラと鳴らす。二礼、二拍手し、『祓はらい給たまえ、清め給え……』から始まる定番の言葉を告げた後に一礼して、本殿を後にする。

　境内の中は、とても賑やかだ。

「――本当に八坂神社は、いつも賑やかですね」

「ええ、京都の象徴である祇園の氏神ですし、主な祭さい神じんは素す戔さの嗚おの尊みことですしね」

「スサノオノミコトは人気の神様なんですか？」

「というより僕の中では、お祭り好きというか、賑やかで豪快なイメージがありますね。ですから人を呼ぶのかもしれません」

　そんな話をしながら、初詣の時のように南楼門から境内を出た。

　表通りとは違って人はまばらで歩きやすい。

　和雑貨の店やカフェも点在していて、人力車が走る姿も見える。道なりに突き当たりまで歩いて左に曲がると、不意に、ほぼ目の前に現れた五重塔に驚いた。

「う、うわぁ、いきなり五重塔が現れた感じですね」

「ええ、八坂神社の南楼門から道なりに進んでいくと、この『八坂通』に出まして、八坂の塔が目の前に見えるんです。突然見えるので、マジックのように感じるでしょう？」

「は、はい。ビックリしました」

　これまで歩いていても塔の姿も見えなかったのに、道を曲がったところに、急に現れるなんて、この光景には、胸を鷲わし掴づかみされた気分だ。

「このコースは僕のオススメなんです。葵さんもお友達を案内する時はぜひ」

　人差し指を立ててニコリと微笑むホームズさんに、強く頷いた。

「はい、本当にぜひ、このコースで案内したいです」

「それにしても、『八坂の塔』って八坂神社から離れているんですね」

　そびえ立つ荘そう厳ごんな五重塔を見上げつつ洩らすと、

「八坂神社の塔ではなく、『法観寺』の五重塔なんです。八坂通に位置していることから、通称で『八坂の塔』と呼ばれているんですよ」

「八坂の塔って八坂神社とは関係なかったんですね。……あっ、そうか、こういう塔って、神社じゃなくてお寺ですもんね。相変わらず残念な女子高生ですみません」

「いえいえ」

　私たちはそのまま散歩するように、坂を登る。

　細い小路の両サイドに、さまざまな店が並んでいた。

　扇子、陶器茶碗、七味専門店、湯豆腐で有名な店の看板も見える。

　そのまま、三年坂に向かうと、『産さん寧ねい坂ざか』という看板が見えて、首を傾けた。

「産寧坂？」

「三年坂は元々この字が使われていたんです。豊臣秀吉の正室『ねね』が子どもの誕生を念じて清水寺に詣っていたことから、『産まれることを念じる』で『産寧坂』だそうです」

「それじゃあ、二年坂は？」

「産寧坂、通称三年坂の手前ということで、そのまま二年坂となったようですよ」

「なんだか、ちょっと安易ですね」

「本当ですね」

　ホームズさんは相槌をうっていたかと思うと、

「あ、ちょっと待っていてくださいね」と階段途中の店へと入って行った。

　一体どうしたんだろう、店に知り合いでもいたのかな？

　ポカンとしていると、ホームズさんは阿あ闍じゃ梨り餅もちの袋を二つ手に戻ってきた。

「おひとつどうぞ。ここで阿闍梨餅を買って、頬張りながら参道を歩くのもなかなか乙なものですよ」

「わ、わぁ、ありがとうございます」

　阿闍梨餅を食べるのも久しぶりだ。

　袋をピリリと破り、丸い阿闍梨餅をパクリと口に運ぶ。

　少しホカホカしていて、モチモチで本当に美味しい。

「こ、ここの阿闍梨餅、温かくて美味しいです。作りたてみたい」

「ですよね」

　ホームズさんもパクリと阿闍梨餅を食べて、そのまま階段を上り切った。

　土曜日ということもあって、結構な人出だ。

　一般観光客、修学旅行生、外国人観光客が愉しげに坂を登っている。軒を連ねる土産店も観光客に負けじと賑やかで、ここはいつ来てもワクワクさせられる雰囲気がある。

　坂を見上げると、朱色の巨大な楼門が見えた。

　石階段の前で記念撮影をしている人たちの姿も見受けられる。

　今まで、ホームズさんにいろんなところに連れていってもらったけど、こんなに明るく楽しい雰囲気に包まれた寺は他にないかもしれない。

　厳かだったり、圧倒されるような迫力を持つ社寺はたくさんある。

　けれど、無条件に訪れる人たちをワクワクさせてくれるところはそうはないだろう。

「……あらためて、清水寺ってすごいところなのかもです」ポツリと洩らした私に、

「そうですね。いつ来ても、エネルギーに満ち溢れていますし、参道の雰囲気を含めて、ここに来るだけで、非日常を味わえるんですよね」

　ホームズさんも、しみじみとそう言って頷いた。

　石階段を上って、楼門をくぐり、境内へと入っていく。

　たくさんの人がいるのに、混雑しているというほどではなかった。

　ホームズさんはいつものように手際よく拝観料を払っていてくれて、「どうぞ」と、本のしおりになりそうな拝観券を手渡してくれた。

「――ありがとうございます」

　ここの拝観料は、他の寺に比べて安い気がする。

（やっぱりたくさん人が来ているから、余裕があるのかな？）

　寺の中に入ると、左側に弁べん慶けいが使っていたとされる、大きな鉄の杖が飾られていた。

　これには覚えがある。

　修学旅行の時に、みんなで囲って、すごいすごいと言ったものだ。

「あの杖、懐かしいです」

「弁慶の錫しゃく杖じょうですね。なんでも、十七キロもあるとか」

「十七キロ！　本当に弁慶が使っていたんでしょうかね？」

「どうでしょうね」と笑いながら奥へと進んでいく。

　本堂から張り出している、噂の『清水の舞台』だ。

　右を見ると、京都タワー。

　京の町が見渡せるものの、すぐ目の前には緑が広がっている。

　下を覗くと、高いところがそれほど得意ではない私は、少し足がすくみそうになった。

「やっぱり、本当に高いですね」

「そうですね。四階建てビルの高さくらいあるそうですし」

「でも、なんだか四階建てビルから下を見るより高く感じます。何よりこんな崖にすごいですよね」

　切り立ったような崖に組まれた柱。

　せり出した舞台が、高さをより感じさせるのかもしれない。

「ええ、ここは錦きん雲うん渓けいという急な崖に、最長約十二メートルの巨大なケヤキの柱を並べ、『懸かけ造づくり』という手法で、釘を一本も使わずに組み上げた木造建築なんです。これもまた、素晴らしい芸術ですよね」

　熱っぽく言うホームズさんに、頬が緩んだ。

　たしかに芸術的だ。

「そういえば前に、清水寺がお寺の中で一番好きだと言ってましたよね。この素晴らしい木造建築技術に芸術を感じるからですか？」

「それもありますし、ここは京の町のすべてが凝ぎょう縮しゅくされているような気がするんですよね。この寺の美しさも、ここに残る空恐ろしい歴史も、現代の風景も、変わらぬ光景も。そのすべてが、僕を含め、人々を惹きつけるのかもしれません」

　静かにそう言うホームズさんに、静かに頷いた。

　……そうだ、ホームズさんの言う通り、ここには、京都のすべてが凝縮されているような気がする。

　何度来ても、また来たくなるのは、そうした魅力があるのだろう。

　目の前に見える緑の山々は、きっと昔から変わらない風景なのかもしれない。
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　私たちはそのまま順路を進んで、寺院の奥から外へと出ると、『地じ主しゅ神社』という看板が目に入った。ここも、修学旅行の時に来た覚えがある。

「思えば、お寺の境内に神社があるって、なんだか不思議な感じですね」

「地主神社ですね」

「あ、じぬし、じゃなくて、じしゅ、って読むんですか？」

「ええ、『地主神社』とは、神社や寺院が建立される際に、その土地の地主神を祀るために建立された神社のことなんです。明治になるまで、神社仏閣は同じように考えられていましたので、こうして清水寺に隣接している姿は、神仏混合時代の名残りともいえるのかもしれません」

「えっ、昔は、神社仏閣は同じように考えられていたんですか？」

「はい、明治時代に神道を国教化するために、神仏習合を禁止する必要があると考えられたようですね。それを『神しん仏ぶつ分ぶん離り』と呼ぶのですが……。まぁ、それはさておきまして、ここは全国の地主神社の中で一番有名なのではないかと思います。『縁結びの神様』として知られる『大おお国くに主ぬし』を主祭神としているんですよ」

　行きましょうか、と私を促すホームズさん。

　私は頷いて、少し急な石階段をホームズさんとともに上り始めた。

　縁結び、そして『恋』に効く神社として知られる地主神社は、若い女の子で溢れている。

　祭神、大おお国くに主ぬしの命みことの石像に、『因いな幡ばの白し素ろ兎うさぎ』にちなんで、ウサギのぬいぐるみまで飾られていたり。有名なのは、『恋占いの石』。入口にひとつ、境内奥にもうひとつと、恋占いの石は二つ離れて置かれてあり、ひとつの石から、もうひとつの石まで目を瞑つむって歩き、辿り着けたら恋が叶うといういわれがあるとか。

「これも、懐かしい。修学旅行の時、みんなやってました」

　今もたくさんの女の子がチャレンジしている。

「葵さんはされなくて良いですか？」

「え、ええと、大丈夫です。今、恋とは無縁状態なので」

「無縁、ですか」

　あらためて問われて、なんだかいたたまれなくて、俯いた。

　私はかつて、ホームズさんにいろいろと良くしてもらえて、『もしかして、自分は特別なんじゃないか』と勘違いしそうになったことがあるけれど、それは、すぐに自うぬ惚ぼれだったことが分かった。

　ホームズさんはすべての女性に対して、優しく紳士的で、時にいけず。

　私だけが特別ということは、まったくなかったんだ。

　自惚れを加速させる前に、そのことに気付けて良かった、と思った。

　これからも勘違いを暴走させたりしないように、とホームズさんに対して、一線を引いたつもりだ。

　もし、ホームズさんに恋をしてしまったりしたら、それはたちどころに気付かれるだろう。そうなったら、もう気まずくて『蔵』にいられなくなってしまう。

　大好きな『蔵』にいられなくなるのは嫌だから、それだけは避けたいと思っているのに、ホームズさんの振る舞いに、ついついドキドキさせられてしまう。

　これは、恋じゃない、恋じゃない、と呪文のように唱える。

　ホームズさんが、反則京男子だから不可抗力だ。

「そ、それじゃあ、ホームズさん、行きましょうか。私には縁遠い場所ですし」

「ええ、そうですね」

　ホームズさんはそっと頷いて、私たちは地主神社を後にした。

　道なりに進んでいくと、少し離れたところから清水の舞台が見渡せた。ガイドブックや映像でよく観る清水寺の全景。

　木々の緑に囲まれた中、せり出した舞台。

　床下にはケヤキの長い柱が縦じゅう横おうに組まれ建物を支えている。

「……これこそ、私の知ってる清水寺って感じです」

　馴染みの光景ではあるんだけど、こうして近くで見ると、あらためて素敵だ。

「いいですね。やはり、一番好きな寺です」

　清水寺を眺めながら、熱っぽく言うホームズさんに、私も頷いた。

「思いきったことをする際に、『清水の舞台から飛び降りる』、とは、よく言ったものですよね」

「実際に『願がん掛かけ』として飛び降りた方も多いんですよ。文献にも残っているんですが、江戸時代には二百人以上が飛び降りているそうです」

　その言葉に、カハッと乾いた咳が出てしまった。

「が、願掛けのために飛び降りるんですか？　どう考えても死んでしまうじゃないですか」

「それが、生存率は八割以上と意外と高めだったそうです。当時は、今よりも木々が多く茂り、地面も軟らかな土だったそうですからね」

「へ、へぇ。それにしても、飛び降りますかね」

「観音様に命を預けて飛び降りれば、命は助かり願いが叶うという民間信仰からきたそうです。ですが、明治に入ってから禁止令が出されたそうですね」

「そうなんですね。それは禁止されますよね」

　そうして私たちは、そのまま清水寺を後にした。
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　その後、産寧坂沿いのイタリアンレストランでランチを食べて、そのまま二年坂を下り、賑やかな祇園商店街を散歩するように歩いた。

　川端通を北へと進み、ホームズさんはとあるカフェの前で足を止めた。

「ここでお茶にしましょうか」

　そこは、まるで英国の絵本から飛び出してきたような外観のカフェだった。

　大きな時計が壁の中央にあり、その下に『CACAOカカオ MARKETマーケット』という水色の看板。

　街灯にベンチ、立て置き看板も異い国こく情じょう緒ちょがあり、店のすぐ脇には白川が流れている。

「か、可愛い！　祇園の町に、こんな異国風カフェがあるなんて」

　感激に声が上ずる。なんて、素敵なカフェだろう。

「意外のようでしっくりきているでしょう？　京都は和わ洋よう折せっ衷ちゅうな町でもありますから」

　店内に入ると、甘いチョコレートの香りとともに、天井まで届く巨大なディスペンサーが目に入る。その香りからも分かるように、店内はたくさんのチョコレートで溢れていた。

　テーブルの上にも棚の上にも、瓶の中や缶の中と、さまざまなチョコレートが並び、詰め込まれていて圧倒されるほど。

　ここはカフェというより、お洒落なチョコレートショップにしか見えない。

　イートインスペースはかろうじてあるものの、ここで、ゆっくりくつろぐという雰囲気ではなかった。

「ホームズさん、お茶はこのイートインスペースで？」

「いえ、一階がショコラトリーで、地下にカフェがあるんですよ」

「あ、そうなんですね」

　納得して頷いていると、ホームズさんが店員さんからメモを受け取っていた。

「葵さん、こっちです」と、ホームズさんは、そのまま店の外に出る。

「店の外に出ちゃうんですか？」

　私も後に続きながらそう尋ねると、ホームズさんは頷いて、店の側面の扉を指した。

「地下のカフェへは、あそこから入るんですよ」

　その扉を開けて建物の中に入ると、さらに木の扉がある。

　扉には『ANGELエンジェル LIBRARYライブラリー』という文字。

「天使の図書館？」

「ええ、カカオマーケットを見守る天使たちが、『もっとお客様にゆっくりくつろいでもらいたい』と自分たちの大切な図書館をイートインスペースとして開放してくれたそうです。これは、オフィシャルブログに書かれていたことなんですが」

　そう言って、いたずらな笑みを見せるホームズさんに、頬が緩む。

　ドアノブの上には、レトロなナンバーキーがあった。

「このナンバーキーは？」

「これが、ショコラトリーで預かった秘密の番号です。葵さん、入力してください」と、先ほど店員さんにもらっていたメモを差し出してくれる。

「あ、はい、なんだかワクワクしますね」

　記載されている数字を入力すると、扉が開いた。

　地下へと続く階段とともに、壁に大きな時計が映し出されている。

　薄暗い階段の足元は、柔らかな光で照らされていて、壁には本棚が埋め込まれ、洋書が並んでいた。

「わあ、本当に素敵」

　まるでファンタジックな異世界に紛れ込んだかのようだ。

　かつて天使たちの図書館だったというイートインスペースは、まさしく海外の図書館を彷彿とさせる造り。

　本棚にはたくさんの洋書が並んでいる。

　ここも薄暗く仄ほのかな明かりが灯ともっていて、音楽はとても小さく流れている。

　日常とかけ離れた空間。

　徹底した演出に、ここにいるだけでドキドキわくわくする。

　私たちはフォンダンショコラをオーダーして、その美味しさに「んん」と唸った。

「たまらないです。本当に素敵すぎてドキドキしちゃいます」

「気に入っていただけて良かったです。この店はかつて僕が京都市内のカフェをコンプリートしようと意気込んでいた時に、一人で来たところなんですよ。その時、『ここに女の子を連れてきたら、モテるだろうな』と思ったんですよね」

　コーヒーカップを手に、微笑んで言うホームズさんに、私は強く頷いた。

「ええ、ここは女の子ならみんな喜びますし、絶対モテると思います。クラスの男子にも教えてあげようと思います」

　ホームズさんは、パチリと目を開いた。

「ホームズさん、どうされました？」

「いえ、その、クラスの男子と仲良くされているんですか？」

「仲良くというか、まぁ、普通にです」

「どんなふうに仲良くされているんですか？」

　突っ込んで問われて、私は眉根を寄せた。

　クラスの男子と『どんなふうに仲良くしているか』と聞かれると、『普通に』としか答えようがない。

「世間話をしたり、隣の席の男子がよく消しゴムを忘れるので貸してあげたり」

「……それはわざとなのではないですか？」

「はい？」

「ですから、葵さんと親しくなりたくて、わざと忘れているのではないでしょうか」

　低い声で言うホームズさんに、ゴホッとむせた。

　一体何を言い出すというのか。

「そ、そんなことは決してないです。隣の席の男子は、他の子からも消しゴムを借りてますし。何より、その男子にはラブラブな彼女がいるみたいですから、私と特別親しくなりたいなんてことは思ってないですよ」

「そうですか」

　ホームズさんは力が抜けたように息を吐いて、コーヒーを口に運ぶ。

「もしかして、ホームズさんは誰かと親しくなりたくて、わざと消しゴムを忘れたことがあるんですか？」

　少し身を乗り出して尋ねた私に、今度はホームズさんがゴホッとむせた。

「……いえ、僕は『あざとい男』ではありますが、そんな可愛らしいやり方で誰かと親しくなろうと思ったことはないです」

「あざといんですか？」

「ええ、腹黒京男子ですから」

　ニッと笑みを浮かべるホームズさんに、ドキンとしてしまう。

「それじゃあ、どんな方法で親しくなろうとしてたんですか？」

　突っ込んで尋ねると、ホームズさんは『んん』と眉根を寄せる。

「どうでしょう。今も昔も『彼女』をほしいと思ったことがないんですよ」

「えっ、どうしてですか？」

「とても面倒くさく感じていましてね」

「面倒くさい？」

「ええ、誰かと付き合えば、自分の時間を削られるわけですし。どうしても一人の女性にすべてを縛られてしまうわけですよね。僕はどちらかというと、自由気ままに自分の好きなように時間を過ごしたい人間なので」

　実にホームズさんらしい、と相槌をうつ。だけど、それって……。

「なんだか、最近よく聞く『恋愛離れしている現代の若者』って感じですね」

「ええ、そうかもしれませんね。ですが僕自身は、別に悪いことだとも思っていなかったんですよ。国内においては、少子化ではありますが、世界的には人口が爆発状態ですし、そうなると、恋愛を求めなくなる者が増えてくるのは、自然の摂せつ理りなのかもしれないとも思っていました」

「はぁ、自然の摂理。……でも、和泉さんとお付き合いをされましたよね？」

「ええ、彼女に告白していただけたことが嬉しく思ったのと、誰かと交際することに好奇心も抱いたので、引き受けました」

「それまで、告白されたことがなかったんですか？」

「はい」

　あっさり頷いたホームズさんに、私は少し驚いた。

「ほ、本当ですか？　ホームズさんなら、モテそうな気がしますけど」

「いえ、そんなことは。和泉にも『誰にでも親切だけど、近寄りがたく感じていたから、告白するのが怖くて仕方なかった』と言われましたしね。誰かと交際する気がなかったので、自然と壁を作っていたようです。そうした壁を感じながらも、勇気を出してくれたことが嬉しく思えたんですよ」

「ああ、それは分かる気がします」

　私は少し納得して相槌をうつ。

「そんなわけで、初めての交際に至ったんですが、その結果は散々なものでしたし、さらに恋愛から離れてしまいまして」

「な、なるほど」

　ホームズさんはかつて彼女を大切にするあまり、他の男に寝取られるという、なかなかハードな失恋をしている。

　元々男女交際に興味がなかったうえに、そんな失恋をしたとなると、ますます恋愛から離れてしまっても仕方ないのかもしれない。

「ですが、最近、『彼女がいる日常』も、悪くはないかもしれない、と思い始めました」

「えっ？」

「……誰か一人に縛られるのも、それはそれで良いものなのかもしれないと」

　目を伏せながらポツリと零す。

　その言葉に、私の頭は一瞬真っ白になった。

「あ、ああ、そうなんですか。よ、ようやく、恋愛をしても良いかもしれないと思い始めたんですね」

　少しの間のあと、私は口を開いた。

　よく分からない焦りから、声が上ずってしまいそうになる。

　ホームズさんは何も言わずに、曖昧に頷いた。

「そ、それは良かったですね。自分のことを棚に上げてなんですが、少し心配していたんですよ。ホームズさんが恋愛する気になったなら、それは本当に良かったと思います、はい。ホームズさんがその気になったら、すぐに彼女なんてできますよ。そ、そうだ、まずは、ここのカフェに連れてこなきゃですね。モテますよ、絶対」

　私は焦ると早口になる傾向があるらしい。

　自分でも何を言っているのかよく分からない状態で、ペラペラと話す。

　心臓がバクバクと嫌な音を立てていた。

「……そうでしょうか。僕がもしその子をこの店に連れてきても、モテる気がしません」

　ホームズさんは力ない笑みを浮かべる。

「な、何を言うんですか。そんなことないですよ。ホームズさんが女の子をここに連れてきたら、イチコロだと思いますよ」

　笑顔を見せながら、なんだか胸が痛い。

　自分の顔が今とても引きつっていそうで、とても嫌だ。

　イチコロですか……、とホームズさんは自じ嘲ちょう気味な笑みを浮かべたかと思うと、

「そうそう」と顔を上げた。

「この店なら、今度来られるお友達も、喜ばれるのではないでしょうか」

「は、はい、この店なら絶対に喜ぶと思います。素敵なお店を教えてくださって、ありがとうございます」

　話題が変わったことにホッとしつつ、ぺこりと頭を下げた私に、

「それなら、良かったです」

　ホームズさんは柔らかく目を細めた。





５






『ANGEL LIBRARY』での時間を楽しんだあと、一階のショコラトリーに移動し、これもあれもとチョコレートを選んだ。

「――まあ、清貴？」

　会計を終えた時、背後から驚いたような声が聞こえてきて振り返ると、和服姿でご年配のご婦人が目を開いてこちらを見ている。

　いつもの、オーナーの古い友人とかなんだろうか？

　そう思っていると、

「……お祖母ちゃん」そう洩らしたホームズさんに、私はパチリと目を開いた。

『お祖母ちゃん』

　それはやっぱり、言葉そのまま、ホームズさんのお祖母様？

　とすると、つまり、この方はオーナーの前の奥様で、店長のお母さんというわけだ。

「――まあまあ、やっぱり清貴。大きなって」

　顔をくしゃくしゃにして、こちらに歩み寄る。

　とても上品そうで、綺麗な方だ。若い頃は、かなりの美人だったろう。

「大学入学時にお会いしましたから、大きさは変わってませんよ」

「そやけど、なんや大人っぽくなったわ。元気そうやね」

「はい、お祖母ちゃんも、お元気そうで良かったです」

　心からという様子で、ホームズさんも笑みを返した。

「ほんで、清貴の彼女さん？」

　と、優しい視線を私に向けた。

「い、いえ、私は『蔵』でバイトをさせてもらっています、真城葵と申します」

　慌てて自己紹介をして、深く頭を下げると、

「葵さんには、とてもお世話になってまして」ホームズさんがすぐにそう続けてくれる。

「そしたら、誠司さんも武史も世話になってるいうことやね。まあまあ、いつもお世話になっております。清貴の祖母の椿つばきと申します」

　ホームズさんのお祖母様・椿さんは、嬉しそうに頭を下げた。

「こ、こちらこそ、お世話になっております」と私は恐縮して、また頭を下げる。

「なあ、清貴、せっかくこうして会うたわけやし、今からうちに来きいひん？　あなたたちも、もう買い物は終わってんのやろ？」

「いえ、今は手土産のひとつもありませんし、今度あらためて……」

　やんわりと断ろうとするホームズさん。

「手土産なんてええよ、そんな。他人やあらへんし。なあ、葵さんも、もし良かったら。清貴や武史の話を聞かせてくれへん？　うちはすぐ近くなんよ」

　身を乗り出す椿さんに、私は圧倒されて、何も言えずためらいながらコクコクと頷いた。「良かった、ほんなら行こ」

　私たちは、椿さんに半ば強引に連れられて、店を出た。




「――はいはい、どうぞ」

　椿さんは門扉を開けて、庭に入るように促した。

『すぐ近く』と言っていたホームズさんのお祖母様・椿さんの家は、祇園の裏通りを入り、さらに京都らしい細長い路地を通ったところにあった。

　名前にちなんでいるのだろうか、『椿』の花が美しく彩られた、手入れの行き届いた庭が見える。この界かい隈わいにしては、大きめの上品な和邸で、庭も広めだ。

「り、立派ですね」ぽつりと零した私に、

「祖母は、祖父と離婚後に、不動産屋を営んでいる富豪と再婚したんですよ」

　ホームズさんは、椿さんに聞こえないように小声で伝えてくれた。

　なるほど、それでこんなに立派な家なんだ。

　感心しながら頷いていると、椿さんが思い出したように足を止めて振り返った。

「そうや、清貴。先月、誕生日にお花、ほんまにおおきに。せっかく届けてくれたのに、留守にしててかんにん」

「いえいえ」

「毎年、覚えててくれはるのが嬉しいわ。ほんでな、今回の誕生日は、誠司さんも私に花を贈ってくれはったんやで。こんなん初めてのことで、ほんまに驚いたわ」

　嬉しそうに目を輝かせながらそう言う椿さんに、ホームズさんは、少し意外そうに目を開いた。

「――祖父が？」

「びっくりやろ。立派な胡こ蝶ちょう蘭らんやで。ほんまに驚いたわ」

「……『喜き寿じゅの祝い』ということもあったのかもしれませんね。今まではお祖母ちゃんに申し訳ない気持ちの方が強くて、逆に贈れなかったのでしょう」

「申し訳ないて。誠司さんと別れて五十年以上や。もう時じ効こうやで」

　椿さんはそう言って、肩をすくめた。

　……『時効』とは、どういうことなんだろう？

　今まで、オーナーが離婚した原因は『オーナーが自由すぎる人だから』、というニュアンスで伝わってきていた。だけど、『申し訳ない』『時効』なんて言葉が出るということは、浮気が原因だったりするのだろうか？

　あれこれと考えていると、椿さんは庭で水を撒いている年配の男性に向かって、大きく手を振った。

「義よし男おさん、チョコの店で清貴に会うたわ」

『義男さん』というのは、どうやら、椿さんの旦那様らしい。

　ホームズさんにとっては、義理の祖父ということになるんだろう。

　彼は一見したところ、『寡か黙もくな老人』という雰囲気だ。

　気難しそうに顔をしかめて、こちらを見た。

　ホームズさんは彼と目が合うなり、深く頭を下げる。

「お久しぶりです。突然、お邪魔して申し訳ございません。お元気そうですね」

「ま、真城葵と申します。よろしくお願いいたします」

　ホームズさんに続いて、私も頭を下げる。

「…………」

　義男さんは何も言わずに、ただ小さく会釈をして、すぐに顔を背けた。

　……ううっ、素っ気ない。義理の孫の来訪を快く思っていないのかな？

「照れてはるわ」

　コロコロと愉しげに笑うお祖母ちゃん。

　て、照れてるのかなぁ？

　少し気になって義男さんの背中を眺めていると、

「お祖母ちゃんの言うように、あの方は照れ屋というか、僕のような複雑な存在に対して、上手く接することのできない不器用な方なんですよ」

　そっと耳打ちしてくれたホームズさんに、

「そうなんですね」

　私は少しホッとしながら、相槌をうった。

「そして祖母は、祖父以上にマイペースで楽観的、かつ裏表のない方なんです」

「ああ、そんな感じがしますね」

「今日は、こんなことになってしまって申し訳ありません」

「いえ、そんな」

　私たちがコソコソと話している間、椿さんは、玄関の引き戸を開けていて、

「はよ来よし」と、手招きをしたので、慌てて玄関に急いだ。




「――ちょうど、甘かん春しゅん堂どうさんのお菓子をもろうてん。綺麗な羊羹やろ」

　通された和室。テーブルの上には、飴あめ細工ざいくの扇に紅こう梅ばい色の、新年を彷ほう彿ふつとさせる羊よう羹かんが小皿に載っていた。

「本当にすごく綺麗ですね。こんな綺麗な羊羹、初めて見ました」

「そやろ、甘春堂さんは、綺麗なのをよう作らはるんやわ」

　羊羹を得意げに見せる椿さんを余所に、ホームズさんは嬉しそうに、抹茶が入った茶碗を手にした。

「――萩はぎ焼やき。これは、素晴らしい茶碗ですね」

「そら、あんたに中途半端なものは出せへんわ。休きゅう雪せつとはいかんけど、なかなかのものやろ？」

「ええ、江戸後期に焼かれた良い品です」

　休雪とは、『三み輪わ休きゅう雪せつ』。江戸時代より現在まで活躍が続く萩焼の名陶工で、十代と十一代が人間国宝だ。

　たしかに、休雪とまではいかなくとも、この萩焼は素晴らしい。

　さすが、かつてオーナーの奥さんだっただけのことはあるなぁ。

「ほんで、清貴も可愛らしいバイトさんが入ってくれて、嬉しいやろ」

　目を輝かせて言う椿さんに、私はゴホッとむせてしまった。

「ええ、葵さんはとても可愛らしく一生懸命な方で、とても嬉しいです」

　悪びれもせずにそんなことを言うホームズさんに、またむせそうになる。

　相変わらず、ソツがないというか、『お上手な人』だ。

「まあ、なんやろ、私かて義男さんに今でも『可愛い』言うてもろうてんで」

　自分で話を振っておいて、面白くなくなったのか、頬を膨らませる椿さん。

「それは何よりですね」

　ホームズさんは愉しげに笑った。

　あの愛想のない旦那様が、奥様には『可愛い』なんて言うんだ、と私は意外に思いながら、抹茶を口に運ぶ。

「ほんまやで。誠司さんはそないなこと言うてくれるタイプやなかったし。ほんでも、結婚前は一生懸命やったのに、結婚後はサッパリや。葵さんも今後、気ぃつけや。釣った魚に餌やらん男を選んだらあかんで」

　なんて露骨なことを言われて、「は、はい」と戸惑いながら頷く。

「まあ、祖父も照れ屋なだけだったと思いますけどね」

「そうやなぁ、胡蝶蘭も贈ってくれたしな」

　椿さんはいたずらな笑みを浮かべたあと、

「そうや、清貴。あんた、まだ、探偵ごっこしてるん？」

　思い出したように身を乗り出した。

「……『探偵ごっこ』をしているつもりはありませんが、何かございましたか？」

　ホームズさんは一瞬、不本意そうな顔をしながらも、気を取り直したように尋ねた。

「それが、変なことがあってな。ちょっと待っててな」

　椿さんは、そそくさと立ち上がったかと思うと、ややあって、一体のビスクドールを手に戻ってきた。

「この子なんやけど」

　それは、男の子のビスクドール。

　その人形を見るなり、私は思わず「あっ」と声を上げてしまった。

『蔵』に置いてある女の子のビスクドールと、『対』の人形であることを感じたからだ。

　そんな私に、ホームズさんは優しく微笑んで、こちらを見た。

「気付かれましたか？」

「は、はい。このビスクドール、店にある女の子の人形と対のものですよね？」

「そうです。店に置いてあるビスクドールと対のものなんです」

「やっぱり」

　顔立ち、肌や髪の艶感が同じであることと、何より服装。

　店にある女の子のビスクドールは、たくさんのフリルがついた白いブラウスに胸元に赤いリボンをつけて赤いスカートをはいている。この男の子は水色のリボンに、同じフリルのブラウス、濃紺のショートパンツ。一見してすぐに男女のペアであることを感じさせた。

　私は初めて『蔵』に訪れた時、その美しいビスクドールに目を奪われると同時に、ジッと見ていると、少し怖さも感じた。

　あまりに精巧な作りから、まるで感情があるようにも感じたのかもしれない。

「これは、結婚した時に、誠司さんが私に贈ってくれたものなんよ。離婚した後に、私の荷物を送ってくれた時、男の子の人形だけ入っててん」

　きっと女の子の方を気に入ってて、手離したくなかったんやろなぁ、と椿さんは洩らし、人形を手に、うふふ、と笑った。

「――それで、そのビスクドールになにか？」

「ああ、そやったね。私はなんも思わへんのやけど、近所に住む孫が、なんやこの人形を『怖い』言い出して」

　椿さんは人形を私たちに見せるように抱いて、その場に座った。

『怖い』というその気持ちは分かる、と私は苦笑した。

「……その人形は、ずっとこの家にあったものと思いますけど、急に『怖い』と言い出したんですか？」

「それが、この人形、ずっと私の部屋の棚の奥に置いててな。最近、思い出してリビングに飾ったんよ。最初は孫も『可愛い』言うてたんやけど、後から『怖い』て。この人形が呪われてる言うんや」

「呪われてる？」

　私とホームズさんの声が揃った。

「そやねん、孫が言うには、『この人形が泣いてた』て」

　椿さんはそう言って、肩をすくめた。

　人形が泣いてたって……、いきなりホラーな話だ。

「そのお孫さんは、おいくつですか？」

　ホームズさんも孫だけど、椿さんには再婚した旦那さんとの家族があって、お子さんがいて、お孫さんがいる。

　きっと、そんな椿さんの家庭のすべてを、ホームズさんは把握しているわけではないんだろうな。

　ホームズさんの言葉から、そんなことを感じ取った。

「中学生の女の子やで」

　中学生……。もっと小さな子どもなら、人形が『怖い』という思いから、そうした錯覚を引き起こしそうだけど、中学生ともなると少し話が違ってきそうだ。

「そうですか。実際に人形が泣いているのを見たと？」

「泣き声みたいなんが聞こえて、リビングに行くと、棚の上にあったはずの人形が床に落ちてて、目の周りが涙で濡れてた言うて」

「――なるほど」とホームズさんは腕を組んで、相槌をうつ。

「でな。その後、この人形があちこちに移動するようになって」

　サラリとそんなことを言うお祖母ちゃんに、背筋がゾクリとした。

「い、移動ですか？」

「そやねん。棚に置いてあったはずなのに、ソファーにあったり、ドレッサーの前にあったり。家族に聞いても誰も知らへんて。そしたらな、孫が『もう気持ち悪いから、なんとかして』って言い出して。でも、悪さはしとらへんしなぁ」

　なんでもないことのように言って、愛しげに人形の頭を撫でる椿さんに、さらにゾクリとしてしまう。

　お孫さんの気持ちは、よく分かる。

　たとえ悪さをしてなくても、しくしく泣いたり、あちこちに移動する人形は嫌だ。

　こう言っては何だけど、対となる『蔵』の女の子の人形も、時折目が潤んでいるように感じることがある。

　今にも、泣き出しそうな雰囲気なのだ。

　もしかしたら、私の知らないところでしくしく泣いているのかもしれない。

　そう思うと、さらに背筋が冷えた。

「清貴はどないに思う？」

　少し身を乗り出した椿さんに、

「そう、ですね」ホームズさんは、顎に手を当てた。

「……その人形を奥から出したのは、先月ですか？」

　ホームズさんの問いかけに、椿さんは少し考えて、「そや、年末や」と頷く。

「お孫さんが、人形の泣き声を聞いたのは、何回ですか？」

「泣き声を聞いたのは一回らしいんやけど、目の周りが濡れていることは何度かあったて」

「お孫さんは、よくこの家に来られるんですか？」

「今はもう学校始まったから来いひんけど、冬休みの間はちょくちょく来とったわ」

「……人形の移動は、お孫さんがいる日だけですか？」

「ああ、思えばそやね。『また、動いてる、嫌や！』て、よう騒いで。そんなん言われたら、この子も嫌やなぁ」

　椿さんは優しく人形の頭を撫でる。

　そんな出来事があっても、少しも怖がっていない椿さんの姿は、まるで人形に囚とらわれているように見えて、ゾッ、と背筋が寒くなる気がした。

「そやけど、すっかり孫も怖がってあかん。こういうんは、『憑つきもの落おとし』に頼んだ方がええんやろか」

　少し弱ったように肩をすくめる椿さんに、「いえ」とホームズさんは小さく首を振った。

「『憑きもの』ではないでしょう」

「ほんなら、なんなん？」

「……これはあくまで、僕の仮説なのですが」

　背を正したホームズさんに、私も椿さんもゴクリと息を呑んで、次の言葉を待った。

「おそらく、『怪奇現象』ではなく、『人じん為い的てき』なものかと思われます」

　アッサリ言いきったホームズさんに、お祖母ちゃんはパチリと目を開いた。

「『人為的』て。家族の誰かがやってる言うの？　孫が嘘をついてる言うんか？」

　お孫さんを犯人呼ばわりされていると思ったのか、少し語尾が強くなっていた。

　だけど、何者かの仕業だとするなら、お孫さんが怪しい気がする。

　もしかしたら、お孫さんの狂きょう言げんなんだろうか？

「お祖母ちゃんが、急にこの人形を棚の奥から出したキッカケはなんですか？」

「キッカケて、なんや急に懐かしなって」

「それは、祖父からの花が届いたことがキッカケだったのではないでしょうか？」

　ホームズさんの問いに、椿さんはすぐに頷く。

「そうや。誠司さんに花をもろて、懐かしなって、昔のものをあれこれ出してん。それでこの人形のことも」

「確認なんですが、お祖母ちゃんはこのビスクドールが、『祖父からの贈り物』であったことをつい最近まで、誰にも話していなかったのではないでしょうか？」

　優しく尋ねるホームズさんに、椿さんは少し考えたあと、なんとなく頷く。

「ああ、そうかもしれへんわ」

「喜寿の祝いに祖父から花が届いて、お祖母ちゃんはその人形をリビングに出した。そのことについて、ご主人に聞かれませんでしたか？」

　そう続けたホームズさんに、椿さんは記憶を探るように天井を仰ぐ。

「……そやね。『いきなり、どうした』て聞くさかい、『誠司さんから花をもろうて、思い出してん。これ、プレゼントしてもらったものやったんやわ』て」

　椿さんの言葉に、私はハッとした。

　もしかして……、という思いが巡る中、ホームズさんは、

「貸していただけますか？」と手を伸ばして、椿さんから人形を受け取り、腕に抱いた。

「……おそらく、ご主人は、お祖母ちゃんがずっと大切にしてきた人形が、祖父からの贈り物であったことを知って、大きなショックを受けたのではないでしょうか？」

　そう続けたホームズさんに、椿さんは大きく目を見開いた。

「ショック？」

　そんなこと考えもしなかった、という表情だ。

「そもそも、祖父がお祖母ちゃんと別れたのは、結婚後、病が絶えなかったあなたを見て、

『自分が疫やく病びょう神がみになっている』と感じたゆえでのことだと聞いています」

　そう言ったホームズさんに、私は思わず「疫病神？」と洩らした。

「……昔、祖父はある祈き祷とう師しに言われたそうなんですよ。『すべてを蹴け落おとして、すべてを手に入れたお前には、多くの業ごうが渦巻いている。しかしお前自身は先祖の強い守護の下もと、障さわりはないが、その因果のすべては配偶者にいくであろう』と」

　思いもしない話に、私は衝撃に言葉が出ない。

「ただの戯言なんですよ。ですが、実際にお祖母ちゃんは病が絶えず、父を産んだあとに死にかけるような大病を患いまして、その姿を見て、祖父は自分が疫病神になっているに違いないと別れを決意したそうなんです」

「そんな……」

　初めて知った離婚の理由に、言葉が詰まる。

「そやけど、実家で療養している時に別れの手紙と書類が届いたんやから、ほんまにショックやったで。怒りで病も吹き飛ぶ思うたわ」

　もう半世紀も前のこととなると笑い話なんだろうか、椿さんは愉しげに笑う。

　いや、こうして笑えるのは、今が幸せだからなんだろう。

「……僕が思うに、祖父がこの『男の子の人形』をお祖母ちゃんに贈ったのは、『側にいられない自分の代わり』にしてほしかったのではないでしょうか。そして、祖父はあなたの代わりに、女の子の人形を手元に置いた。『夫婦として、もう一緒にはいられないけれど、本当は側にいたかった』、そんな気持ちが込められていたのではないかと」

　その言葉に椿さんは笑うのをやめて、真顔になった。

「きっと、ご主人は、そんな祖父の想いを受け取ってしまったのでしょう。切ない想いが込められたこの人形をお祖母ちゃんがとても可愛がり、ずっと大切にしていたことにそれは大きなショックを受けたのではないでしょうか。もしかしたら、長い夫婦生活のすべてを否定されたような気持ちになったのかもしれません」

「そ、そやかて、誠司さんとの結婚生活はたった五年で、今の人とはもう五十年やで」

「ええ、ご主人もそう信じていたと思いますが、喜寿の祝いに祖父から届いた花に喜ぶあなたの姿と、人形の真相で一時的に分からなくなってしまったのでしょう。

『もしかしたら、自分はずっと誠司さんの代わりだったのかもしれない。彼女は、自分と添い遂げながら、ずっと誠司さんを想っていたのかもしれない』、そんなふうに思い込んでしまった可能性はあります」

「……そんな」

「そんな想いにかられた直後、涙が出てしまっておかしくはないと思います。部屋で一人、この人形を手に取りながら、声を抑えて涙が出てしまった。その時に、お孫さんの足音が聞こえて、ご主人は人形を置いて、素早く立ち去ったのでしょう。床に放り出されたままの人形は、ご主人の涙で濡れていたのではないでしょうか？」

　ホームズさんは人形を見詰めながら、まるで語りかけるようにそう言った。

「……ほんなら、人形が移動したんは？」

　少し身を乗り出して尋ねるお祖母ちゃんに、ホームズさんは苦笑した。

「お孫さんがこの人形を『怖い』と言い出したことで、ご主人は良からぬ思いにかられてしまったのかもしれないですね。この人形の置き場を変えることで、あなたがこの人形を薄気味悪く思い、家頭家に返してくれたらと思ったのではないでしょうか」

　ホームズさんは言い難そうにそう告げた。

　オーナーと椿さんの離婚の真相。この人形に込められた、オーナーの想い。

　その想いをしっかりと受け取ってしまったのは、皮肉にも椿さんではなく、今の旦那様だったんだ。

　椿さんはおそらく、深く考えずにこの人形を受け取り、喜寿の祝いに届いた花を単純に喜び、その懐かしさから、ふと思い立ってこの人形を取り出した。

　本当に他意はなかったのだろう。

　椿さんは、本当に天真爛漫な方なんだ。

　オーナーや今のご主人は、そんな彼女を愛しく想ったのかもしれない。

「……私は阿呆やなぁ。誠司さんの気持ちを半世紀も経った今になって、教えてもろうて分かるなんて。そして、ずっと側にいてくれて、私を大事にしてきた人を傷つけてしもたんやなぁ。――私かて、あの人が昔の女からもらったものを大事にされたら嫌やわ」

　独り言のようにそう言って、どこか遠くを見た。

　その目は、涙に滲んでいる。

　椿さんが黙り込んでしまったことで、部屋に、静かな沈黙が続いた。

　だけど、それは息苦しくはない。優しく、どこか切ないような沈黙。

「……清貴。この子、『蔵』で預かってくれへん？」

　ややあって、微笑みながらそう言った椿さんに、ホームズさんはそっと頷いた。

「ええ、うちの店にある少女のビスクドール。実は、ずっと寂しい顔をしていたんです。半世紀ぶりに恋人に会えることになって、彼女もきっと喜ぶでしょう。この少年は大切にお預かりいたします」

　ホームズさんは、少年の人形を包むように抱き、頭を下げた。

　もしかしたら、オーナーは『いつか、もう一度』という想いを込めて、この人形を贈ったのかもしれない。だけど、もう、それはなくなったんだ。

　オーナーも椿さんも、新たなパートナーを見付けて歩き出している。

　――そして、半世紀も持ち主の都合で離れ離れにさせられていた二体のビスクドールは、ようやく、再会を果たすことができるんだ。

「おおきに、女の子にも謝っといてな。あんたも、今までおおきに。清貴んとこで恋人と仲良くするんやで」

　椿さんは少年のビスクドールの目を見てそう言う。

　微笑ましさを感じて頬を緩ませていると、

「清貴も葵さんも、私みたいに間ま違ちごうたりせえへんように。思い込みはあかんで。想いはちゃんと口に出して、伝えるんやで」

　椿さんは、そっと手を伸ばして、私たちの手をギュッと握ってくれた。

　その手はとても柔らかくて、温かい。

「――は、はい」

　想いは、ちゃんと伝えなければ、伝わらない。

　椿さんの大きな後悔を含んだ言葉に、なんだか胸が苦しい。

「特に清貴、あんたは、欲しいものも欲しいとよう言わん。昔から本音を言わへん子やで、ちゃんと口に出さなあかんよ」

　椿さんは、しっかりとホームズさんを見詰めて言う。

　ホームズさんは何か言おうとして口を閉ざし、力ない笑みを浮かべた。

「……そうですね。思えば僕は昔から、そこそこに興味を持ったものならば、簡単に手に入れることができたんですが、『本当に欲しいもの』はいつも手に入らなかったんですよ。だからいつしか『欲しい』とも言えなくなってしまいました。『欲しい』と言わなければ、もし失っても傷つかないような気がしまして」

　まるで独り言のようにそう洩らす。

　そんなホームズさんの言葉に、さらに苦しさが募る。

　聡明で器用で要領の良いホームズさんは、本人が言うように興味を持った大抵のものは、手に入れることができたのだろう。

　――だけど、本当に欲しいものは、手に入らなかった。

　もしかしたら、本当に欲しかったものの中には、『お母さん』や『お祖母ちゃん』の存在もあったのかもしれない。

　だけど、母親は幼い頃に亡くし、甘えたい祖母には別の世界があった。

　そんな彼は、もうずっと、『本当に欲しいもの』を諦めてきたのかもしれない。

「あんたも阿呆やな。口に出さんと失う方が、苦しいに決まってるやないの」

　ピシャリと言い放つ椿さんに、ホームズさんは前髪をクシャクシャとかき上げた。

「ほんまやね。お祖母ちゃんも、自分のことには鈍いのに、僕のことはよう分かるんやね」

　笑顔を見せているのに、なんだか泣き出しそうな顔に見えて、切なさが押し寄せる。

「そら、私は、あんたのばあちゃんやし」

「……そやね、おおきに、お祖母ちゃん」

　互いに顔を見合わせて微笑み合う。

　そんな二人を前に鼻がツンとして、私は涙が出そうになるのを必死で堪えた。
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「――それでは、お邪魔しました」

　私が庭に出ると、ちょうど義男さんが家に入って来るところだった。

「……もう、帰るんか？」

　義男さんは目を合わせないまま、ぎこちなくそう尋ねる。

「ええ、突然お邪魔しました」

　素っ気ない義男さんの態度を気にもしていない様子で、ホームズさんは会釈をする。

「そうか……」

　ふと、ホームズさんの腕にビスクドールが抱かれていることに、義男さんは驚いたような表情を見せた。

「……その人形？」

「はい、この人形は『蔵』で引き取らせていただくことになりました」

　簡潔に告げるホームズさんに、義男さんは虚を衝かれたように椿さんを見た。

　椿さんはにこりと微笑む。

「ほんまは、もうずっと返さな思うてたんや。今日は丁度良かったわ」

「――ええんか？」

　戸惑ったように尋ねる義男さんに、椿さんはそっと口角を上げた。

「ほんなら、あんたが私に新しい人形買こうてぇな」

　その言葉に、義男さんは複雑な表情を浮かべたかと思うと、

「……欲しいなら、買こうたらええ」なんて、ぶっきらぼうに答える。

　不器用な旦那様に、天真爛漫な奥様。

　――なんだか、とても素敵な夫婦だと思う。

　再び頭を下げて、門の外に出ると、空は夕焼けに染まっている。

　祇園から望む色鮮やかな橙の空には、白い月が浮かんでいた。

　それはまるで、絵のように美しい。

「……せっかくの観光案内でしたのに、なんだかすみません」

　申し訳なさそうに言うホームズさんに、私は首を振った。

「いえ、そんな。観光は十分できましたし、何よりホームズさんのお祖母ちゃんとお話しできて、本当に良かったです。とても素敵な方ですね」

「ありがとうございます。そう言っていただけると」

　ホームズさんは、嬉しそうに目を細めた。

「それじゃあ、ホームズさん、早く『蔵』に帰りましょうよ」

「えっ？」

「店の女の子が、この子を待ってますよ」

　私はホームズさんの腕から男の子のビスクドールを受け取り、笑みを見せた。

「……本当ですね。待ってますね」

「ええ、半世紀も待ってたんですもん」

　私たちは顔を見合わせて、ふふふ、と笑い合った。

「行きましょうか」

「はい」と並んで歩き出す。

　これまで、店内の椅子に置かれた少女のビスクドールを見るたびに、寂しいような悲しいようなものを感じていた。

　そんな想いを受け取ることで、『怖い』とも感じてしまっていた。

　だけど、この子が来たなら、きっと、そんなふうには思わなくなるだろう。

『蔵』の店内は、さらに温かく、幸せな空気に包まれるに違いない。

　私は腕の中のビスクドールに目を落として、そっと微笑んだ。
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　慌ただしいような一月を終えて、二月を迎えた頃。

　ちりりん、ちりりん、と骨董品店『蔵』の固定電話がよく鳴るようになった。

　電話の呼び出し音を耳にするたびに、ホームズさんは『やれやれ』という様子で、肩をすくめて受話器を取る。

「――はい、骨董品店『蔵』です」

　憂鬱そうにしていても、にこやかな声で答えるのだけど、

「……いえ、僕は探偵ではありませんので」

　――その声は、すぐに低いものに変わる。

　そんなホームズさんの姿に、カウンターでコーヒーを飲んでいた上うえ田ださんがプッと吹き出した。

「なんや、また『仕事』の依頼が来たんか」

　ホームズさんが受話器を置くなり、からかうように尋ねる上田さんに、私は首を傾けた。

「仕事？」

「あれ、葵ちゃん、知らへんの？　最近、こいつが『名探偵』って評判が広まって、『事件を解決してくれ』って、依頼の電話がかかってくるようになったんやで」

　上田さんは楽しくてたまらなそうにクックと笑って、ホームズさんを指差す。

「それは知りませんでした。本当ですか？」

「……噂を広めているのは祖父なんですがね。それがまた話が大きくなりすぎていまして困るんです」

　ホームズさんは、大きく息をついて、肩を下げた。

「俺もその噂を耳にしたんやけど、『目を見るだけで、心が読めるらしい』とか『事件現場に訪れた瞬間に犯人が分かるらしい』とか、『鬼人の如き速さで、悪人を叩きのめす』とか言われまくっとったで」

「まったく、そんなのが実在したら、ほとんど人間じゃないですよ」

　呆れたように言うホームズさんに、私は口をつぐみ、上田さんと顔を見合わせた。

　……たしかに、話が大袈裟になっているけれど、あながち外れてもいない。

「その噂を信じて、本気で仕事の依頼をしてくる人がいるんですから、困ったものですよ」とホームズさんは椅子に腰を下ろして、在庫帳を開いた。

「なぁ、どんな依頼が来るん？」

「依頼を受けないので、内容を聞いたりはしないんですが、ペラペラと話してくる方がいましてね。それが、僕が本当に探偵だったとしても、断りたくなるような話ばかりですよ。『親族の中で、私の財産を目当てに命を狙っている人間がいるような気がするんだけど、誰だか教えてほしい』とか、『結婚を考えている彼の心を探ってほしい』といったものが多いです」

「まぁ、それは確かに困るな」

　納得したように頷く上田さんの横で、私も『うんうん』と相槌をうった。

「『心が読める』ってところが、ひどく信じられているんですねぇ」

「ええ、そういうことを信じてしまうのは、やはり女性に多いようで、電話をかけてくるのは女性ばかりですね」

「ちゃうやろ。噂には『枝し垂だれれ桜のように雅みやびで美しい青年』って、でっかいオマケもついとるからやろ」

「……枝垂れ桜とは、光栄ですね。まだ梅の時季ですが」

　ホームズさんは、やれやれ、という様子で肩を下げる。

　枝垂れ桜は柳と似ている。地に降り注ぐように、桜が垂れ咲くその様は、捉えどころのない幻想的な雰囲気だ。とても美しく、時にどこか空恐ろしい。

「――ホームズさんを『枝垂れ桜』に譬えるなんて、誰が噂を流したのか分かりませんが、なんだか、上手いことを言いますね」

　壮そう麗れいな枝垂れ桜を頭に思い浮かべながら、しみじみと告げた私に、ホームズさんは決まり悪そうに小さく息をつく。

「それも、祖父ですよ」

「……オーナー」

　私と上田さんの声が揃う。

　オーナーの孫バカは、変わらないようだ。

「さて、俺はそろそろ、北きた山やまの店に行かな」

　コトン、とコーヒーカップを受け皿に置いて、上田さんは体を伸ばす。

　上田さんは去年の末、北山通にカフェを開いた。

　店員は皆、見目麗しい男子で揃えたという、別名『イケメンカフェ』だ。

　オープン当初はかなりの賑わいを見せていて、私も何度か足を運んでいたのだけど、最近は行っていなかった。

「あのカフェの調子はどうですか？」

「おう、好調やで。せやけど、好調なうちに、誰かに譲ろう思うてんけど」

「えっ、どうしてですか？」驚きに瞬いた私に、ホームズさんは苦笑した。

「まあ、『イケメン』に託たくしている店なんて、危ういものですよ。常に良い人材を確保できるとも限りませんし、女性客とのトラブルも出てくるでしょう。しっかりとしたオーナーが常にあの店にいて管理できるならさておき、上田さんはさまざまな事業を展開していて、忙しい方ですからね」

「ま、そういうことやな。ホームズが雇われオーナーになってくれて、常じょう駐ちゅうしてくれるんやったら、話はちゃうんやけど」

「お断りします」

「そうやろな。ほんならまた」

　上田さんは、すっくと立ち上がり、そのまま『蔵』を後にした。




　上田さんが店から出ていき、私はすぐに立ち上がってカップをトレイに載せようと手を伸ばすと、同じように片付けようとしていたホームズさんと手が触れ合った。

「っ！」私は衝撃に、パッと手を引っ込めてしまう。

「……失礼しました」

「い、いえ、いいですよ、私が片付け……」

　そこまで言いかけた時、「あの」と、ホームズさんが私を見た。

「はい」

「……いつも、ほんの少し手が触れるたびに、勢いよく引っ込めますが、僕が怖いですか？」

　真顔で問われて、私は瞬いた。

「い、いえ……、怖くなんかないです」

　そう答えると、ホームズさんは少しホッとしたように息をついて、目を伏せる。

「そ、それでは、あの……、僕を、嫌っていたりはしませんか？」

　ぽつり、と静かに尋ねる。

　まるで店内に流れるジャズの音色にかき消されてしまいそうなほどの、小さな声だった。

「えっ？」

「もしかしたら、ほんの少し触れることも嫌なのかと……そうでしたら、さらに気を付けますので」

　目を合わそうともせずにそう言うホームズさん。驚きに絶句してしまう。

　ふとした時に、手や肩が触れた時、私が気恥ずかしさから、勢いよく離れてしまっていたのだけど、それをそんなふうに受け止めていたなんて。

　私がホームズさんを嫌っているなんて、そんなことあるはずがないのに。

　この鋭い人がどうして、そんなふうに受け取ってしまったんだろう？

　もしかしたら、『一線を引こう』と、心がけていた私の態度が、そんなにも悪い印象を与えてしまっていたのだろうか？

「い、いいえ、そんな。嫌ってなんかないですよ。むしろその逆です。私はホームズさんのこと、いえ、ホームズさんのことも店長のこともオーナーのことも、みんな大好きです。この『蔵』が大好きですし、何より私はホームズさんのことを尊敬してます」

　強い口調で言うと、ホームズさんはどうにも複雑な顔を浮かべた。

　安堵とも、切ないともつかないような複雑な表情。

「……それは良かったです」

　息が抜けたような、なんだか力ない言葉。

　もしかしたら、信じていないのかもしれない。

「い、いや、本当ですからね。手が触れて嫌なんてことはないですし。離してしまうのは、ただ驚いただけのことで。あ、握手しましょう」

　私はそう言って、握手の手を差し出した。

　ホームズさんは戸惑ったように目を見開きながらも、そっと私の手を取る。

　触れるような握手なのに、心臓がどきんと音を立てる。

「ね、ねっ？　手が触れて嫌なんてことはないんですよ」

　そう言って手を離そうとすると、ホームズさんはほんの少し口角を上げて、ギュッと握った手に力を込めた。

　今度は、ばくん、と鼓動が跳ね上がる。

「ええ、良かったです。もしかしたら、嫌われているのかと」

　握手を交わしたまま、そう言う。

「嫌っているなんて、そんなことは……」

　手を取ったまましっかりと見詰められて、ただ握手をしているだけだというのに、頬が熱くなって、思わず俯いてしまう。

「ええ、ようやく、嫌われてはいないことが分かりました」

「よ、ようやくって」

「……葵さんの手は、小さいですね」

「い、いえ、普通ですよ。そう言うホームズさんの手はとても大きいですね」

「そうですか？」

「ええ、すごく指が長くて」と、握ったままの手を見詰めた。

　少し骨ばった大きな手。

　指が長くて、色がとても白い。

「…………」

　って、どうしよう。一体、これはどんな状態だというんだろう。

　その時、カラン、とドアベルが鳴り、驚きながら扉に顔を向けると、そこには店長の姿があった。握手を交わしている私たちの様子に、目をぱちくりと開く。

「……何かあって、和解されたんですか？」

　店長は、不思議そうに首を傾ける。

「ええ、まぁ、そんなところです」

　ホームズさんは簡潔にそう言って、ゆっくりと手を離す。

「そうそう、ついさっきまで、上田さんが来ていたんですよ」と続けたホームズさんに、店長は「ああ」と頷いた。

「アーケードですれ違って、少し話したよ。上田は相変わらず元気そうだね」

「本当ですね。コーヒー、飲みますか？」

「いや、今まで喫茶店にいたから大丈夫だよ」

　店長はコートをポールハンガーに掛けて、いつものようにカウンター端の椅子に腰を下ろした。

　居たたまれなさに、私はすぐに埃取りを手にして掃除を始めていると、

「そうだ、葵さん、握手をして思い出したのですが……」とホームズさんが、カウンター裏の引き出しを開けた。

「えっ？」

「これをあなたにと思いまして」

　そう言って、引き出しの中からビニールに入った真新しい白い手袋を取り出した。

「女性用の鑑定用手袋なんです。滑り止めがついていて使いやすいので、良かったら」

「わ、わぁ、ありがとうございます」

　手袋は持っていたけれど、正式な鑑定用手袋というわけではなかった。

　密かに欲しいと思っていたものだから、本当に嬉しい。

「とっても嬉しいです、大事に使わせてもらいますね」

　手袋を受け取って、両手でギュッと握る。

「ええ、ぜひ」

　私たちが微笑み合う中、店長は「良かったですね、葵さん」と言いつつも、何やら落ち着かない様子で、モゾモゾとしていた。

　一体どうしたんだろう？

「お父さん、どうかされました？」

　ホームズさんもすぐに様子に気付いて、優しい声で尋ねる。

「あ、いや、その……」

　店長は弱ったように、目を泳がせた。

「僕に何か伝えたいことがあるんじゃないでしょうか？」

　ホームズさんは店長の対面に腰を下ろして、視線を合わせる。

「あ、ああ、そうなんだ。……清貴は、『相あい笠がさくりす』という女流作家を知っているかな」

　言いにくそうに口を開いた店長。落ち着かない様子だったのは、どうやらホームズさんに言いたいことがあって、そのタイミングを窺っていたようだ。

「――ええ、名前だけなら」

　そう言うホームズさんの隣で、私も相槌をうつ。

『相笠くりす』オカルトミステリーを描いている女流作家だ。

　ライトノベルレーベルで絶大な人気を博し、彼女の作品はアニメ化もされている。

　また、作家本人のキャラクターも有名だった。とても若く、派手なメイクに、ゴスロリファッションで執筆していることでも知られていた。

　作品のみならず、『相笠くりす』自身のファンも多いらしい。

「その、相笠先生の前の担当編集者が、今のわたしの担当でね」

　そう続けた店長に、私たちは「へぇ」と相槌をうった。

　大きな出版社だから、ライトノベル文芸部から、時代小説編集部に編集者が異動することもあるのだろう。

「今度、相笠先生が朗読会を開くそうなんだよ。それにぜひ、清貴に参加してほしいと頼まれてね」

　伝えたいことをすべて伝え、店長は、すがるような目をホームズさんに向けた。

「……どうして、僕を？」

「それが、彼女は元々関東の人間なんだが、今は京都在住でね。どこからか、清貴の噂を聞きつけたらしいんだ。枝垂れ桜のように雅な美青年探偵、別名『寺町三条のホームズ』とね……」

　店長がそこまで言うと、ホームズさんはパタンとカウンターに突っ伏した。

「――お願いですから、その誤解を解いてもらえないでしょうかね」

　突っ伏したまま、そう洩らす。

「いやいや、みんな話が大きくなっていることは重々承知なんだよ。それよりも、朗読会に参加してもらえないかな。ほら、葵さんと一緒に。参加することで、誤解は解けるかもしれないじゃないか」

　きっと編集者に『大丈夫ですよ』と頷いてしまっているのだろう、店長は焦ったように早口でそう言う。

「……その朗読会は、いつどこでですか？」

「バレンタインの夜に、『吉よし田だ山さん荘そう』でだよ。君にとって特別な日なのに申し訳ない」

　その言葉に、私は「ん？」と眉根を寄せた。

『君にとって特別な日』とは、どういうことなんだろう？

　ホームズさんにとって、バレンタインは特別な日なんだろうか。

　それとも、すべての若い男の人にとって、バレンタインは特別ということなんだろうか？

　……思えば、もうすぐバレンタイン。

　やっぱり私は、素直にホームズさんにチョコをあげたいなと思う。

　日頃、とてもお世話になってもいるし。

　だけど、バレンタインにチョコをあげたら、誤解されたりしないだろうか。

　なるべく、本命だと思われないチョコを用意しないと。

　一目で義理チョコだと分かるチョコって、どんな感じだろう。

　私が思いあぐねていると、ホームズさんがむくりと上体を起こした。

「吉田山荘ですか、悪くないですね」

　場所に惹かれたのだろう、目に光が宿っている。

「えっと、『吉田山荘』というのは、素敵なところなんですか？」

　そっと尋ねた私に、ホームズさんは「ええ」と頷いた。

「『吉田山荘』は、吉田山の中腹に位置していましてね、元は昭和天皇の義理の弟、東ひがし伏ふし見みの宮みや家の別邸として昭和初期に建てられたものなんです。戦後に料理旅館となったのですが、時に演奏会などのイベントも開いていまして、それは壮麗な素晴らしい山荘なんですよ。あそこで朗読会を開くとは、相笠先生も趣味が良い方なんですね」

　熱っぽくそう語るホームズさんに、私は「へぇ」と洩らした。

「吉田山っていうと、京大近く……吉田神社の方ですか？」

「そうです。さらに東側になりますね。今いま出で川がわ通を東に走り、神楽かぐら岡おか通を南に下って、しばらく走ると右側にあるんですよ」

「哲学の道の近くでもありますね」

　そう続けた店長に、私はなんとなく頷いた。

　京都に移り住んでから、自転車であちこち走り回っているけれど、まだまだ知らない道も場所もたくさんある。

「葵さんにも、ぜひ、『吉田山荘』の素晴らしさに触れてほしいですし、一緒に朗読会に行きませんか？」

　すっかり乗り気なホームズさんを前に、少し笑ってしまう。

　店長も最初から『吉田山荘』の名前を出しておけば、ゴネなかっただろうに。

　気難しいようで、単純なホームズさんが、なんだか可愛らしい。

「ええ、私もぜひ行ってみたいです」

　頷いた私に、店長は救われたように胸に手を当てた。





２






　そうして、バレンタインデー。

　朗読会は、十七時半開場、十八時開演というプログラムのため、私たちは時間に間に合うように店を出て、車で吉田山へと向かっていた。

「出がけに店長がくれたこの封筒に、招待状が入っているんですよね。確認しても良いですか？」

　助手席に座った状態で、ゴソゴソとバッグから白い洋型封筒を取り出す。

「ええ、お願いします」

「はい」

　丁寧に封を開けると、

【バレンタイン・ナイト　吉田山荘『真しん古こ館かん』の夜会　～相笠くりす・魂の朗読会～】というタイトルが目に入る。

「……真古館の夜会って書いてますけど、真古館って？」

「ああ、朗読会は山荘ではなく、真古館で開催されるんですね。それもまた趣おもむきがあってよいですね。真古館というのは、吉田山荘の敷地内にあるカフェなんです。宮家時代に建てられた外観をそのままにした隠れ家のような小さな洋館で、ここもとても素敵なんですよ。

　僕の中では、五指に入るおすすめのカフェですね。とはいえ、しばらく行っていないので、とても嬉しいです」ホームズさんは運転しながら、愉しげにそう告げる。

「ご、五指に入るおすすめのカフェなんですか？」

　カフェ好きで、京都市内のカフェはコンプリートしているというホームズさん。

　そんなホームズさんのトップ５に入るカフェとなると、本当に素敵なところなんだろう。

「ああ、あくまで僕の偏った意見ですからね？」

　念を押すように言う。

「ええ、分かってますよ。それで、あとの四つはどこのカフェなんですか？」

　少し上体を乗り出して尋ねると、ホームズさんは「あとの四つ、ですか？」と洩らし、眉根に皺を寄せて黙り込んだ。

「……すみません。好きなカフェが多すぎて、今は決められないので、おいおい」

　随分と考えたのだろう、間を置いてポツリと零したホームズさんに、プッと笑ってしまった。

「でも、吉田山荘の『真古館』の五指入りは、揺るぎないんですよね？」

「ええ、外観、内装、雰囲気、窓からの景色すべてにおいて好みです」

「コーヒーの味とかではないんですか？」

「味ももちろんです。吉田山荘のコーヒーはとても美味しいですよ。ですが僕がそもそも、カフェに求めるのは『空間』でして、いかに心地よい時間を過ごせるかが大事なんです。コーヒーの味だけでいえば、家で自分の好きなように淹れたら良いわけですから」

「はぁ、それはたしかに」

　それは、ホームズさんのカフェ道なのだろう。




　地下駐車場から御池通に出て、すぐに川かわ端ばた通を北上する。

『川端通』は、その名の通り鴨川の東側を並行している道路で、鴨川を望みながら、春は桜、秋は紅葉と、散歩やサイクリングにも最適な道だ。

「川端通って、素敵ですよね。自転車で走るのが好きで、遠回りになりますが、家から『蔵』に向かうとき、たまにこの道を走ったりしているんです」

　私が窓の外を眺めながら洩らすと、

「ええ、川や木々を望めるのがとても良いですよね。そうそう、かつては、川端通は線路だったそうですよ。といっても三条までですが」

　ホームズさんが思い出したように言った。

「えっ、川端通が線路だったんですか？」

「ええ、僕が生まれる前の話ですが、平成元年まで京阪電車が通っていたそうです。その後、工事によって線路は地下へと」

「そうだったんですね。川沿いの道に電車が走っていたなら、それは素敵な景色で良かったのに」

「ええ、それはたしかにそうなんですが、道路になったことで、随分便利にもなったようですよ」

　なるほど、と頷いていると、ホームズさんは丸まる太た町通まで来たところで、東に曲がった。

「――今出川通で曲がるんじゃないんですね」

「ええ、丸太町で東に曲がって、吉田東通を少し北上しまして、そこから細道を東に入った方が、近道なんですよ」

「……はぁ」

　さすが、地元民。

　ナビにも頼らず、細道をスイスイと進んでいく。

　私が感心していると、車は細道を走り、やがて、吉田山荘の門が見えてきた。

　寺のような門とともに、『吉田山荘』という黒地に白字で書かれた表札が目に入る。

　車は門を潜って、緩やかな傾斜を上っていく。

　庭園にいたスタッフの案内に従って車を停めて、私たちは車を降りた。

　繊細に整えられた庭園の中に佇ちょ立りつする『吉田山荘』を前に、「わぁ」と声が洩れる。

　華美ではないけれど、上品な落ち着きの和邸。

　まさに、宮家の別荘という趣だ。

「とても素敵。歴史を感じさせますね」

「そうですね。昭和七年に建てられたこの山荘は、すべて桧ひのき造りだそうです。上品な中にも、温かみがありますね」

「はい、上品で温かくて、なんだか懐かしい雰囲気がありますね。それに本当に、明治大正の建築物というよりも、まさに『昭和初期』という感じがします。なんていうか、横よこ溝みぞ正せい史しの小説で出てきそう……」

　山荘を見詰めたまま呟くと、ホームズさんは「たしかに」と笑った。

「金きん田だ一いち耕こう助すけが呼ばれる、旧家という雰囲気はありますね」

「はい、今にも金田一耕助が頭を掻きながら出てきそうです。あっ、あと、とても美しい女将さんも」

「あとは、ぶつぶつと不気味なことを嘯うそぶくおばあさんとかですね」

「そうそう、少し怖いおばあさん、出てきますよね！」

「ええ、時にツインズで」

　二人で顔を見合わせてクスクスと笑った。

　ホームズさんは、にこやかに笑ったまま、「さて」と体の向きを変える。

「こちらが『真古館』です」

　別邸『真古館』は、吉田山荘の目と鼻の先にあった。

　小さな洋館といっても、煌びやかな西洋建築というわけではない。

　素朴な木造建築で、まるで森の中にひっそりと佇んでいそうな雰囲気だ。

「こちらは、なんていうか、宮沢賢治の作品に出てきそうな感じですね。私の中の『山やま猫ねこ軒けん』って、こんなイメージかもです」

　しみじみと告げると、ホームズさんは『なるほど』という様子で腕を組んだ。

「『注文の多い料理店』ですね」

「そうです。懐かしいですよね。小学校の頃に読んだんです」

　青年が二人、森に迷い込んだら『山猫軒』というレストランがあり、入るとさまざまな注文をつけられ、結果的に『料理を食べられる店』ではなく、『料理として食べられてしまう店』だったという、少し怖いようなファンタジックなお話。

「『注文の多い料理店』の、『壺のなかのクリームを顔や手足にすっかり塗ってください』と記された文が印象的でしたよね。捕食される側の視点では怖い話ですが、捕食者の視点で読むと、なかなかゾクゾクするお話です」

『注文の多い料理店』の本文をそのまま引用しつつ、「ねっ」とこちらを見るホームズさんに、顔が引きつる。

「ふ、普通は、『捕食者視点』では読みませんから」

　ホームズさんは「失礼しました」と笑い、洋館に目を向ける。

　真古館の前には、

【バレンタイン・ナイト　吉田山荘『真古館』の夜会　～相笠くりす・魂の朗読会～】という立て看板が置かれ、扉の前には『準備中』の札が掛けられている。

「まだ、開いてませんね。少し早く着いてしまいましたね」

「本当ですね」

　でも、十五分前だから、あと少しで開くだろう。

　あらためて看板に目を向けて、『バレンタイン』の文字に、ハッとした。

「そ、そうだ。今日はバレンタインということで、チョコを持ってきていたんです。良かったら受け取ってください」

　忘れないうちに、とバッグからラッピング袋を取り出して、ホームズさんに差し出した。

「――えっ、いいんですか」

　ホームズさんが、驚いたように目を開く。

「はい、日頃の感謝をこめました」

　透明のラッピング袋からは、中のチョコが見える。

　パイプを咥えたシャーロック・ホームズの横顔のチョコレート。

『いつもありがとうございます』という文字を添えて。

「シャーロック・ホームズ・チョコですね」

　ホームズさんは受け取ったチョコを見詰めながら、少し愉しげに言う。

「はい、なんたって、『寺町三条のホームズ』さんですから」

「ありがとうございます。シャーロック・ホームズが大好きなので、とても嬉しいです」

　と、続けたホームズさんに、私は「へっ？」と弾けるように顔を上げた。

「ホームズさん……、シャーロック・ホームズが好きなんですか？」

「ええ、大ファンですよ」

「そ、それじゃあ、どうして、いつも誰かにホームズと呼ばれるたびに、『苗字が家頭だから』とか言うんですか？」

「ですからそれは、僕自身がホームズのファンだからですよ。僕なんかが『ホームズ』と呼んでもらえることに光栄な気持ちと同時に、申し訳なさも感じるので。もし、葵さんも『下鴨のアイリーン』と呼ばれたら、嬉しさだけではいられなくなりますよね？」

　アイリーンとは、『シャーロック・ホームズ』に登場するアイリーン・アドラーのこと。

　作品のマドンナ的存在で、とても知的で魅力的な女性だ。

「……いえ、そもそも、私が『下鴨のアイリーン』と呼ばれることは絶対にないですから。その譬たとえは乱暴すぎます」顔をひきつらせながらそう言った。

「譬えはさておきまして、秋人さんと出会った時に、僕がホームズと呼ばれていることに、嫌悪感をあらわにしたでしょう？　あの気持ちがよく分かるんです」

「なるほど、そういうことでしたか」

　ホームズさん自身、シャーロックのファンだからこその『苗字が家頭だから』なわけだ。

　ホームズさんは再びチョコに目を落として、嬉しそうに頬を緩ませる。

「本当にありがとうございます。素敵な誕生日プレゼントにもなりました」

「――誕生日？」

「はい、今日、二月十四日、バレンタインは僕の誕生日なんですよ」

「えっ、ええええ？」思わぬ事実に衝撃を受けて、声が裏返る。

「そんなに驚かれなくても」

「お、驚きますよ、だって、知らなかったですもの」

　いや、でも、それで店長が『君にとって特別な日なのに』と言っていたんだ。

　まさか、誕生日だったなんて。

「言ってませんから、知らなくて当然かと」

「い、言ってくだされば、プレゼントを用意しましたのに」

「プレゼントはいただけましたよ。ありがとうございます」

　ホームズさんはラッピング袋を手に、子どものような笑みを見せる。

「い、いえ、それは『バレンタイン』の贈り物ですから。ちゃんと、『誕生日プレゼント』をお渡ししたかったのに」

「そのお気持ちだけで十分嬉しいです」

「いえいえ、後日用意したいと思います。正直言うと、ホームズさんのような方に、何を贈って良いのか分からないので、また、クリスマスの時の手作りクッキーのようにつまらないものを贈ってしまいそうですけど」

「つまらなくないです！」

　ムキになったような声を上げた彼に、私はまた驚いて目を丸くした。

「あ、いえ、あの時のクッキー、とても嬉しかったですよ。もったいなくて、毎日少しずつ食べました。……美味しかったです」

　そう言って、そっと目をそらしたホームズさんに、嬉しさから鼓動が強くなる。

「あ、ありがとうございます」

　そんなに喜んでくれていたなんて思わなかった。

「そ、それで、ホームズさん、二十三歳になられたんですか？」

「はい、二十三になりました」

「おめでとうございます。さらに大人ですね」

「……ありがとうございます。本当に、『さらに大人』ですね」

　ホームズさんはそう言って苦いような表情を浮かべた。

　どうしてそんな顔をするのだろうと首を捻ったその時、ホームズさんはそっと顔を上げて、敷地内に入ってきたマイクロバスに目を向けた。

「……他のお客様も来られて、扉も開きましたね。では、入りましょうか」

「あ、はい」

　私は真古館の扉に向かって歩きながら、ちらりとマイクロバスを見やる。

　数人の男女が、ぞろぞろと降りてきていた。

　二月の冷たい風に流されるように、天を仰ぐと、夕暮れ空が広がっていた。

　西は橙だいだい色に、東は藍あい色となっていて、青白い月が浮かんでいる。

　木々に山荘と、洋館から望む大きな月は息を呑むほどに美しく、まるで別世界の光景のように幻想的だ。

　それはまるで、これから始まる朗読会で起こる出来事を暗示しているようだった。





３






「ようこそ、いらっしゃいませ」

　真古館に入ってすぐのところに、朗読会の受付カウンターが設けられていた。

　受付スタッフは学生アルバイトだろうか、十代後半か二十代前半の若い女性で、『相笠くりす』に合わせたゴスロリファッション……というよりも、大正時代を思わせるレトロモダンな臙えん脂じ色のドレスを着用している。

　他の場所で見たなら浮きそうなものだけれど、この古き良き洋館においては、意外としっくりきていた。

「入場券、または招待券をお願いいたします」

　にこりと微笑んで言う彼女に、私は慌てたように店長から預かっていた白い洋型封筒をそのまま差し出した。

「――失礼いたします」と、中を確認し、

「家頭様ですね。お待ちしておりました。どうぞ、そのままお二階へ」と、入口側にある階段を示した。

　私たちは会釈を返して、そのまま二階へと上がる。

　階段を上りながら、目の端に、私たちの次に店に訪れた客が会費を支払っている様子が映った。どうやら、招待客は会費無料で、他の客は有料のようだ。

　そのまま階段を上りきり、二階のカフェフロアを前にした時に、

「素敵……」と、思わず感嘆の声が洩れた。

『フローリング』というよりも、『木の床』とそのまま言った方がしっくりくるだろう、歩いたら足音が響きそうな焦げ茶色の床の上には、少し明るめの色合いの木のテーブルが五つ。そのすべてに真っ赤な薔薇が飾られていた。

　床と同じ色の木枠の窓に、白壁のコントラストがとても美しい。

　天井には小ぶりのシャンデリア、窓際の壁にはランタンのようなアンティークなライトが飾られている。そんな窓際には、血のように紅いビロードの一人掛けのソファーが一脚、ぽつんと置かれていた。

　おそらく、あそこで朗読をするのだろう。

　とても静かに流れるチェロの音色。

　ノスタルジックな空間の中、漂う薔薇の香りに、くらりと目眩がするような気がした。

　まるで異世界に紛れ込んでしまったような不思議な感覚がする。

「……どうかされましたか？」

　ホームズさんに問われて、我に返って顔を上げた。

「あ、いえ……」

　まるで異世界のようだと思いまして、と心の中で付け足しながらホームズさんに視線を移し、ここにいてもなんの違和感もない彼の姿に、思わず頬が緩む。

　思えば、骨董品店『蔵』も、最初に訪れたときは別世界のようだと思ったな。

「……朗読会って、初めて参加するんですが、作家さん本人が朗読されるんですか？」

　気を取り直して尋ねた私に、ホームズさんは小さく首を振る。

「いえ、プロの方が読まれると思いますよ。自分の書いた物語を人の前で、自ら朗読するなんて、おそらく作家にとっては、これ以上の地獄はないと思いますし」

「えっ、そんなものですか？」

「うちの父は、目の前で自分の本を開かれることさえ、嫌がりますね」

「へ、へええ、そうなんですね」

　でも、店長らしいかもしれない。

「ですから、たまに僕は、『この台詞、とても良いですね』と声に出して読んで差し上げるんです。真っ赤になって慌てたかと思うと、すぐにどこかに行ってしまいますよ」

　ふふっ、と笑うホームズさんに、顔が引きつる。

　彼の『いけず』は、父親にも向けられているようだ。

（店長、がんばって）

　そんな話をしていると、がやがやと他の客たちが二階に上がってきた。

　三十代前半と思われる男性と、二十代前半の女性が二人、その後からその女性客の連れだと思われる男性が二人。

　最後に、よれたスーツを着た四十代の男性が面倒くさそうに姿を現した。

　……今のところ六人。私たちを入れて、八人。

　ここはそれ程広くはないし、テーブルの数から考えても、客はこれだけなんだろうか？

　名の知れた作家の朗読会にしては、随分と小規模だ。

　何より、『相笠くりす』のファンは、もっと若い世代かと思っていたのだけど……。

　私の考えを察知したのか、ホームズさんはスッとスマホ画面を私に見せた。

「相笠先生の公式サイトを確認したんですが、この朗読会のことには、触れられていないんですよ」

　その言葉に、私もホームズさんのスマホ画面に目を向け、『相笠くりす』の公式サイトを見た。黒い画面に赤い薔薇が印象的で、主なニュースとしては、『新刊の発売が遅れることになりました』というお詫びだけだ。

「もしかしたら、この朗読会は、公式で始める前の身内に向けた試験的なものかもしれませんね」

　そう続けたホームズさんに、なるほど、と相槌をうった。

　それで、小規模かつ、年齢層が高めなのかもしれない。

「今回、朗読会に参加させていただくにあたって、相笠先生の作品を何作か拝読したんですよ」

　そう続けたホームズさんに、「私も読みました」と相槌をうち、

「オカルト色の強い残酷なミステリーは苦手なので、一作だけですが」と身を縮めた。

「ゴスロリファッションで執筆されていたりすることから、もっと軽いものかと思っていたんですが、先入観はいけませんね。恐怖を煽りつつ期待を裏切らない残酷な展開。何よりよく練られたトリックに、緻密な構成がとても濃厚で、驚きました。

　かつて、『ミステリー女王』と謳われた英国女流作家の巨匠を彷彿とさせたほどです。根強いファンがいるのも頷けましたね」

「ええ、私は好みではないんですが、ああいう世界観を好む方はたくさんいると思います」

「相笠先生は、アニメーター関係の専門学校在学中に、出版社が毎月行っているとても小規模な『新人発掘賞』という公募で佳作入選されたことがデビューのキッカケだったそうで、その時の賞金はたったの十万だったとか」

「えっ、そうだったんですか？」

　小さな賞の佳作入選で、賞金がたったの十万だなんて、今の活躍からは考えられない、地味なデビューだ。

「ええ、当時は特別期待されていたというわけでもないようなんです。しかし、受賞作を雑誌に掲載したところ、なかなか好評だったそうです。それで、加筆修正して本にしたところ、爆発的に売れて瞬く間に人気作家になったとか」

「まさに、サクセスストーリーですね」

　感心しながら相槌をうっていると、三十代前半の男性がホームズさんを見るなり、目を輝かせて歩み寄ってきた。

「君、もしかして、伊い集じゅう院いん先生の息子さんかな？」

　私たちが振り返ると、

「ああ、失礼しました、編集者の橋はし本もとと申します。前は相笠先生の担当だったんですが、今は伊集院先生の担当をさせていただいておりまして」

　橋本、と名乗る編集者は、笑顔で名刺を差し出す。

　背が高く、警戒心を解いてしまうような甘めの顔立ちで、女性ウケが良さそうというか、モテそうなタイプだ。

　その出で立ちは、『出版社の編集者』というより、『テレビ局のプロデューサー』のようにも見える。

「――父がお世話になっております。家頭清貴です。学生ですが祖父の店の手伝いもしておりまして」

　ホームズさんも懐から『蔵』の名刺を出して、橋本さんの名刺と交換した。

「このたびは、無理言ってすみません。相笠先生があなたの噂を聞きつけて、どうしても参加してもらいたいと仰いましてね。いや、本当に噂通りの美青年だ」

　橋本さんは腕を組んで、うんうん、と頷き、私に視線を移した。

「こちらのお嬢さんは、清貴くんの？」

「い、いえ、私は『蔵』のバイトの真城葵と申します」

　慌てて自己紹介をして、頭を下げた。

「葵ちゃんは、もしかして高校生かな？」

「はい」

「へぇ、いいなぁ、現役女子高生かぁ」

　そう言って目尻を下げた橋本さんに、ホームズさんがスッと私の前に出た。

「橋本さんは、ご結婚されているようですが、今日はお一人で？」

　あえて分かりやすく左手薬指の指輪に視線を移したホームズさんに、彼は「ああ」と頷いた。

「子どもができてね。妻は妊娠中だから、今日は一人なんだ」

　そう言って肩をすくめる。

『子どもができてね』と言った時に見せた微妙な表情から、彼がまだ結婚したくなかっただろうことが伝わってきた。

　旦那さんに、こんな顔をされてしまう奥様が、お気の毒に思えてしまう。とはいえ、実際に赤ちゃんが生まれてしまえば、気持ちも変わってくるのかもしれないけれど……。

　私が複雑な気持ちになっていると、スタッフがトレイを手に、紅茶、コーヒー、ジャスミンティーにジュース、サンドイッチにスコーン、スイーツなどを運んできた。

　バレンタインにちなんでいるのか、スイーツはチョコレート系が多い。

「お飲み物は何になさいますか？」

　スタッフは一人一人に飲み物を確認して、カップに注いでいく。

「アルコールはないの？」

「まずは、朗読を聞いていただきたいので、アルコールは後ほどとのことです」

「そう、それじゃあ、紅茶でお願い」

　そんなやりとりが耳に届く中、ホームズさんと私は、コーヒーをオーダーした。

「ブラックコーヒーには慣れましたか？」と、顔を覗くホームズさんに、私ははにかみながら「少し」と頷いた。

「最近、ようやく『美味しい』と思えるようになってきました」

「へえ、葵ちゃんは、最近ブラックコーヒー飲めるようになったんだ？」

　話を聞いていた橋本さんが愉しげに尋ねてきて、「はい」と頷いていると、私たちの様子を窺っていた二人の女性が、興味深そうに首を伸ばした。

「橋本さん、そちらの方は？」

「お知り合い？」

　そう尋ねる二人の女性に、橋本さんは「ああ」と頷いた。

「こちらは家頭清貴くんに真城葵さん。清貴くんは、伊集院武史先生の息子さんなんだ」

　そう言ったあと、今度はホームズさんに、二人の女性を紹介した。

「清貴くん、こちらは相笠先生の高校時代からの友人の飯いい島じま寿す々ず香かさんと、大おお石いし久く美みさん。先生の親友ということで、俺も相談に乗ってもらったことがあって親しくなったんだ」

　飯島寿々香さんは、明るい雰囲気の女性。

　大石久美さんは、人見知りなのか、クールな雰囲気だ。

　相笠先生の高校時代からの友人が出席しているということは、今回は本当に身内に向けた朗読会なのかもしれない。

「まぁ、伊集院先生の？　私も彼も大ファンなんです。ねぇ、まーくん、伊集院先生の息子さんですって」

　寿々香さんは嬉々として、壁際で語らっている男性の一人に手招きをした。

「えっ、伊集院先生の？」

　呼ばれた彼は、二十代半ば。『伊集院武史』の名に、目を輝かせた。

「伊集院先生の、ドロドロしているけれど、深くて美しい話が大好きなんです。時代小説も良いですが、時々書かれる恋愛小説もたまりませんね。あ、失礼しました、小お田だ正ただ志しと申します」

　小田さんは興奮気味に自己紹介をしながら、名刺を差し出した。

「はじめまして、家頭清貴と申します。今のお言葉、父が聞いたら喜ぶと思います。ありがとうございます。小田さんはカメラマンなんですね」

　名刺を確認しながらそう言うホームズさんに、小田さんは「ええ」と頷いた。

「とはいえ、助手ですがね。うちの師匠が相笠先生の写真を撮ったことをキッカケに寿々香さんと出会うことができたんです。カメラマン助手以外にＷｅｂデザインもやっていて、相笠先生の公式サイトのお手伝いもさせていただいているんです。いや、伊集院先生の息子さんにお会いできるなんて嬉しいな。先生の、最後には報われるお話が大好きで」

　再び小田さんが熱っぽく語り始めると、壁際にいた三十代前半と思われる男性がにやにや笑いながら歩み寄ってきた。

「『最後には報われる話』か。小田くんも早く報われたいよな。寿々香さんに何度もプロポーズして、保留になってるくらいだし」と、小田さんの肩に手を乗せる。

「や、菊きく池ち先生、それは、寿々香さんは仕事が忙しいから、仕方ないのであって」

　どうやら、彼は小田さんの師匠であるプロカメラマンのようだ。名前は『菊池さん』というらしい。

　編集者の橋本さん他、寿々香さん、小田さん、久美さん、菊池さんが『相笠くりす』の関係者。

　だとすると、あと一人いる四十代の、少しガラの悪そうな男性は、どういう関係なんだろう？

　もしかして相笠くりすの旦那さんか、彼氏だったりするのだろうか？

　ちらりと最後の一人に視線を移したその時、

「あー、くだらねぇな、まだかよ」

　その四十代男性は痺れを切らしたように舌打ちした。

「――あの、あなたは？」

　戸惑ったように尋ねた編集者の橋本さんに、男はクシャクシャと頭を掻きむしった。

「俺は、小こ松まつといって、私立探偵をやっているんだけどよ。相笠くりすに調査を二件依頼されてて、仕事を終えたのに、一件の方は結果に納得がいかねーって、調査費を払ってもらえないまま連絡が取れなくなったんだよ。そうしたら、この『朗読会』に呼ばれて。ったく、なんだこれ」

　イライラした様子で、また舌打ちする。

「そ、それは、どんな調査ですか？」

　思わぬことに、橋本さんは声を裏返しながら尋ねた。

　小松という私立探偵は、部屋の中をぐるりと見渡し、歪んだような笑みを浮かべた。

「言えるかよ。これでも、依頼人の守しゅ秘ひ義ぎ務むは守る」

　そんな彼を前に、皆は困惑した様子で顔を見合わせた。
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　その場が奇妙な雰囲気に包まれたその時、コツコツと階段を上る足音が聞こえてきた。

　シャンデリアの照明が落とされ、壁のライトの明かりだけが灯される中、受付にいた臙えん脂び色のドレスを着た女性が姿を現した。

　皆は話すのをやめ、水を打ったような静寂が訪れる。

「改めまして、皆さま、このたびは相笠くりすの朗読会にご参加いただきまして、本当にありがとうございます。

　わたくしは、相笠くりすの妹で、井いの上うえ香か奈なと申します。本日は朗読をつとめます。どうぞよろしくお願いします」

　彼女は深々と頭を下げて、一人掛けソファーに向かってツカツカと歩き、そっと振り返った。

　ルビーだろうか、胸元にはキラリと光る深紅のネックレスがかけられている。

　これは受け付けしていた時には、つけていなかったものだ。

「それでは、【吉田山荘『真古館』の夜会。相笠くりす・魂の朗読会】を始めたいと思います。皆さま、どうぞよろしくお願いします」と、スカートのすそを持ち上げて、優雅に頭を下げる。私たちは戸惑いつつも会釈を返し、促されるまま椅子に腰を下ろした。

「あれが、理り香かの妹なんだね。会うのは初めてだわ。久美は会ったことある？」

　寿々香さんが静かに尋ねると、久美さんは何も言わずに、首を振った。

『理香』というのは、どうやら相笠くりすの本名のようだ。

「なるほど、それで……」

　私の隣でホームズさんがとても小さな声でそう洩らして、意味深にくすりと笑い、コーヒーを口に運んだ。

「えっ？」と顔を向けると、ホームズさんは『しーっ』という様子で口の前に人差し指を立てる。

　香奈さんが本を開いている。どうやら、朗読会が始まるようだ。

　私は気を取り直して、香奈さんに視線を向けた。

　彼女が手にしている本は、異国の古文書のように大きく立派な装そう丁ていだった。

　相笠くりすが、あんな装丁の本を出しているとは思えないから、あの仰々しい本は朗読会の演出のひとつなのだろう。

　香奈さんは、ひとつ息をついて、ゆっくりと口を開いた。

「――あの日、わたしは殺されました」

　本に目を向けたまま、口をついて出た言葉に、ドキリとした。

　朗読だと分かっていても、なんともいえない情感が籠っている。

　その物語は、ある女優の卵が、やがてスターとして成功したものの、多くの妬ねたみを買い、やがて何者かに殺されてしまうというもの。

「――死というものは、大きな衝撃があるせいなのでしょうか？　私は、私が死んだ日のことを何も覚えてはいないのです。

　私はあの日、首に真っ赤なリボンをつけて、屋敷の手すりを飛び越えて、首を吊って死にました。真っ赤な靴を履いたまま、手すりには、私の直筆のサインが入った遺書が残されて。ですが、私は『自殺』をしていないのです。誰かが、私を殺しました。その犯人はきっと、ここに集つどいし者たちの中に……」

　香奈さんはそこまで言って、顔を上げ、上目遣いで皆を見た。

　これも演出なんだろうか？

　ドキドキしながら周囲を見回すと、皆が顔色を失くしているのが見えた。

　……どうしたんだろう？　と私が不思議に思ったその時、

「香奈さん、あまりにも悪趣味じゃないですかね」

　橋本さんが、立ち上がってそう言った。

　――えっ？　と戸惑う間もなく、

「そ、そうよ。今日は理香の快気祝いなんでしょう？」

「それとも、理香の容態が変わったの？」

　そう続ける寿々香さんに久美さん。

　一体どういうこと？

　瞬いているのは私だけではなく、私立探偵の小松さんも同じように目を開いていた。

　香奈さんはすっくと立ち上がり、腕を組んで皆を見据える。とても冷ややかな面持ちだ。

「わけの分からない方もいらっしゃるようなので、あらためてご説明をさせていただきます。私の姉、井上理香は、作家『相笠くりす』として成功をいたしました。

　しかしある日突然、自殺を図った。いつものように黒いドレスを着て、赤い靴を履き、首に真っ赤なリボンをつけて、仕事場のマンションの手すりから首つり自殺をしたわけです。バルコニーには印字された遺書、最後に姉直筆のサイン。

　ですが、結び目が甘かったのか、リボンはほどけて、そのまま落下、木の枝がクッションになり一命はとりとめましたが、頭を打って意識不明の重体となりました。

　やがて意識を取り戻した姉は、頭を打ったためか、その日のことは何も覚えておりませんでした。ですが、姉は断言しました。

『私は、絶対に自殺なんてしない。私は殺されかけたんだ』と。その日、姉の仕事場に来ていた寿々香さんと久美さん、仕事だけではなく姉とプライベートで揉めていた編集者の橋本さん。飛び降りる直前に電話をかけていた菊池さんに、その側にいたであろう助手の小田さん。そして、依頼の件で姉に『ぶっ殺す』と言った探偵の小松さん。――つまり、ここにいる人の誰かに、姉は殺されかけたんです」

　強い口調で断言した香奈さんに、皆は言葉を失った。

「な、何言ってんだよ。依頼しといて、金払わねーって言ったんだ。『ぶっ殺す』って言葉ぐらい出るだろーが、本気じゃねーよ！」

　バンッとテーブルを叩きつけた小松さんに、続いて橋本さんも身を乗り出した。

「そうだよ、俺は担当編集者なんだ。時に作品について辛しん辣らつな駄目出しをして揉めることもある。そうしたことで、彼女が飛び降りたとしても、それは俺が殺したということにはならないだろう？」

「そ、そうよ。正直、私も久美も成功した理香を羨うらやむことはあっても、殺すなんて。あの日、仕事場を訪ねた時に理香の様子がおかしかったから、私たちは心配になって、あの子の好きなプリンを買って戻ったら、あんなことになっていて、慌てて救急車を呼んだのは私たちよ？」

「ええ、理香を殺してもなんのメリットもない」

　悲痛な声を上げた寿々香さんに続き、久美さんは不機嫌そうに腕を組み、カメラマンの菊池さんは、やれやれ、と肩をすくめて、茶化すように歪んだ笑みを浮かべた。

　小田さんだけは、何も言わずに顔色を失くしている。

「仕事の電話をしただけで、殺人未遂の容疑者にされるとはね。香奈さん、そう言うなら、誰がどうしてどうやって、相笠くりすを自殺に見せかけて殺そうとしたのか教えてくれよ」

　香奈さんは、ふっ、と口角を上げて、ホームズさんに視線を移す。

「わたくしには無理なので、特別に、有名な探偵さんにお越しいただきました。

　探偵と言っても、小松さんのような人とは違います。目を見るだけで人の心が読めて、事件現場に足を踏み入れた時点で犯人が分かる、『寺町三条のホームズ』と呼ばれる驚異的なお方。――家頭清貴様。どうか、この件を解決していただけないでしょうか。お礼は、十分にさせていただきます」

　きっと、ここが『蔵』の店内だったら、間違いなくホームズさんはゴトンッと音を立てて突っ伏し、『勘弁してください』と洩らすに違いない。

　しかし、ここは『真古館』。

　ホームズさんは、何もかも諦めきったような表情で、うっすらと笑みを浮かべていた。
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　皆の視線が一斉に集まる中、ホームズさんはほんの少し肩をすくめたかと思うと、そっと口角を上げた。

「……分かりました。正直気が進みませんが、せっかくのご指名ですので尽じん力りょくさせていただきたいと思います」

　胸に手を当ててそう言う。

　ホームズさんがすんなり了承したことに、私は驚いた。

　てっきり、『あれは、大袈裟な噂ですよ』とか『苗字が家頭だからなんです』と返すかと思ったのに。

　なんだか、おかしい。だって絶対に、こんな無茶ぶりはごめんだと思っているだろうし、なんなら今すぐ帰りたいとでも思っているはず。

　そんなホームズさんが、こんなにすんなり引き受けるということは……。

「……ホームズさん、わざと適当なことを言って、一気に自分の評判を落とそうとしていませんか？」

　ぽつりと、ホームズさんにしか聞こえないくらいの小さな声で囁くと、彼はピクリと肩を震わせて、引きつったような笑顔を私に見せた。

「……分かってしまいましたか」

　静かに洩らしたホームズさんに、『やっぱり！』と思いつつ頷いた。

「お、お気持ちは分かりますけど、それは良くないと思います」

　静かに告げると、ホームズさんは弱ったように髪をかき上げる。

「……そう、ですね。引き受けた以上は、ちゃんとしなくてはなりませんね」

「そうですよ」

「さすが、葵さんですね。僕のことはなんでもお見通しで」

「な、なんでもなんてことは」

　ボソボソと話す私たちに、皆は怪訝に眉を寄せて、顔を見合わせていた。

「何を話しているの？」

　寿々香さんが、痺れを切らしたように腕を組む。

「――失礼いたしました。あの、お引き受けするにあたって、ひとつだけ条件というか、お願いがあります」

　ホームズさんは気を取り直したように、香奈さんに顔を向けた。

「はい、できる限りのお礼はさせていただくつもりでいます」

「いえ、礼はいりません。ただ、僕の見解が合っていても、外れていても、『名探偵という噂は、真っ赤な嘘だった。推理なんて微塵もできない、ただの骨董バカだよ』という噂を流してほしいんです」

『骨董バカ』という言い回しに、鑑定はできることにしておきたいのだろうホームズさんの矜きょう持じが伝わってきて、つい頬が緩む。

　ホームズさんの予想外の申し出に、皆は唖あ然ぜんとした様子を見せている。

「――えっ、あの。それは、推理が当たっても外れても、『名探偵って噂は嘘だ』ってことにしろということですよね？」

　確かめるように問う香奈さんに、ホームズさんは強く頷いた。

「そうです」

「そ、それはどうしてだい？」

　橋本さんが心底解せないという様子で身を乗り出す。

　他の皆も同感なのだろう、うんうん、と頷いていた。

「……僕はあくまで鑑定士見習いで、『探偵ごっこ』には興味がないからです。これ以上、妙な噂が広まって、今回のようなことが増えるのは、正直困りますので」

　ホームズさんにピシャリと告げられ、香奈さんはバツが悪そうに頭を下げた。

「も、申し訳ございません」

「ですから、よろしくお願いいたしますね」

　微笑んだホームズさんに、香奈さんは「は、はい。分かりました」と頷き、菊池さんが鼻で嗤った。

「とはいえ、坊ちゃんの推理が的外れだったら、心配しなくてもぼんくらだった噂は流れると思うけどな」

　少しバカにしたように言う彼に、私はムッとしたものの、

「ええ、それを狙ったんですがね」

　ホームズさんは気にも留めていない様子で笑みを返して、

「さて」と、ホームズさんは立ち上がり、香奈さんのもとまで歩いた。

　古い床にコツコツとホームズさんの革靴の音が響く。

　香奈さんの側まで来たかと思うと、皆の方に体の向きを変えた。

「噂と違い、本当は『ぼんくら』な僕ですから、現場に足を踏み入れただけで、犯人が分かるだなんて、そんなことはまったくありません。今は、状況もよくつかめていない状態です。

　ですので、皆様にお話を伺ったうえで第三者としての見解を伝えさせていただくかたちになりますが、それでもよろしいでしょうか」

　香奈さんをはじめ、皆に了承を求めたホームズさんに、一同はなんとなく顔を見合わせたあと、思い思いに頷く。

「ありがとうございます。それでは、お一人ずつお話を伺いたいと思うのですが、その前に香奈さん。問題が起こった日のことをあらためて、教えていただけないでしょうか？」

　瞳の奥を探るかのように目を合わせるホームズさんに、香奈さんは傍で見ていても分かるほどにゴクリと息を呑んで頷いた。

「三か月前の第二土曜日のことです。姉は仕事場のマンションの五階バルコニーから、大きな深紅のリボンを首につけて、飛び降りました。しかし、リボンはほどけて、そのまま落下してしまったんです。ですが幸いにも木々がクッションとなって一命をとりとめました。その際に頭を打ち、当日のことはよく覚えていないというのです」

　香奈さんは胸の前で両手を組み合わせて、ギュッと握った。

「……父から聞いた話なのですが、相笠先生は、元々関東の方で今は京都在住とのこと。デビュー後に京都に移り住んだのですか？」

　予想外の質問だったのか、香奈さんは拍子抜けしたような顔を見せた。

「あ、いえ。姉は高校卒業後に、京都のアニメーションとシナリオの専門学校に入学しまして」

「なるほど。高校までは関東だったと。ちなみに香奈さんご自身は、今はどちらにお住まいですか？」

「姉が作家としてデビューしてしばらくした頃、呼んでもらえて京都に移り住みました。今はバイトしつつ、家事や姉の経理を手伝っています」

「ああ、なるほど、そうしたわけで、相笠先生は、自宅とは別に仕事場用のマンションを用意していたんですね。うちの父もそうですが、家族を大切に思いつつも一人になりたがるのが作家ですよね」

　納得したように相槌をうつホームズさんに、香奈さんは「はい」と表情を緩ませた。

「香奈さんが、相笠先生の事件を知ったのは、いつ頃なんでしょうか？」

「姉が病院に運ばれる時に、担当編集者の橋本さんが私に電話を……。その後に警察の事じ情じょう聴ちょう取しゅなどさまざまなことがありまして」

　今思い出しても、うんざりするのだろう、香奈さんは眉根を寄せる。

「寿々香さんと久美さんが、事件の前にマンションに訪れていたというのは、警察の事情聴取を通して知ったことですか？」

「あ、はい、そうです。カメラマンの菊池さんが二度、電話していたということも」

「……二度」

　ふぅん、という様子で腕を組むホームズさんに、菊池さんが『やれやれ』という様子で肩をすくめた。

「電話を切ったあとに、伝え忘れたことがあっただけなんだけどね」

「――菊池さん、その件は、後でゆっくりお話を聞かせていただきたいと思います。それで香奈さんは、どうしてこのようなかたちの『朗読会』を開くことにしたのですか？」

「……姉は、意識を取り戻したあと、『自分がこんな騒動を起こしたことを決して公にしないでくれ』と言ったきり、ほとんど何も語らなかったんです。ですから私も、姉が本当に自殺をしようとしたんだと思っていました。

　ですが、ある日突然、『私は自殺なんてしようとしていない。殺されかけたんだ』と言い出し、犯人を炙あぶり出したいからと、今回の企画を私に伝えてきたんです」

「……寿々香さんが仰っていたように、他の皆さんには、相笠くりすの快気祝いとして、と伝えたのでしょうか？」

「そうです」

「その際に、相笠先生には当日の記憶がないことも添えて？」

「……ええ、そうです」

　頷いた香奈さんに、ホームズさんは『でしょうね』という様子で、皆を見回した。

　そうか、それで、みんな、特に緊張した様子もなかったんだ。

　そしてもしこの中に犯人がいた場合、『記憶がない』ということに、安心したことだろう。

　いや、『本当に記憶がないのだろうか』という疑ぎ心しん暗あん鬼きになった状態で、確かめに来たということも考えられる。

　犯人としては、自分が殺そうとしたことを知りつつ、警察に言わずに、こんな朗読会を開くなんて、奇妙でならないだろう。

「それでは、一人ずつお話を伺いたいと思います。とりあえず、寿々香さんから。寿々香さん、香奈さんと葵さんを除く皆様は、申し訳ございませんが、一階で待機していただいてもよろしいでしょうか？」

　ホームズさんの呼びかけに皆はなんとなく頷き、寿々香さんを残して、ぞろぞろと階段を降りて行った。

　二階には、私、ホームズさん、香奈さん、そして寿々香さんが残る。

　静かな店内に、今もチェロの音が流れていた。

「それでは、飯島寿々香さん、どうぞここにお掛けください」

　ホームズさんは一人掛けのソファーを示し、自分はその対面に椅子を用意して、そこに腰を掛けた。

「――ああ、葵さんや香奈さんも、どうぞお好きなところにお掛けくださいね」

　気が付くと、ずっと突っ立ったままだった私と香奈さんは、その言葉に我に返り、すぐ近くにあった椅子に腰を下ろした。

　寿々香さんは少しだけ緊張の色を見せているものの、ホームズさんを前に、ふふっ、と愉しげに口角を上げた。

「これから取り調べなんて、なんだか、ドキドキしちゃう」

「そんな大層なものではありませんよ。少しお話を伺うだけですから」とホームズさんは、優しい笑みを見せる。

「寿々香さんは、相笠先生……今はあえて『理香さん』と呼ばせていただきましょうか。理香さんとは高校時代からの友人とのことでしたが、仲良くなったなれそめなどを聞かせていただけますか？」

　穏やかな口調で問うホームズさんに、寿々香さんは「そうね」と天井を仰いだ。

「私と久美と理香は、タイプがまるで違うのよ。私はちょっとチャラチャラしたグループに属していて、久美は秀才。理香はどちらかというと地味で目立たない子だったわ。

　クラスも違ったし普通にしていたら、きっと仲良くならない三人だったと思う。ただね、図書委員で三年間一緒だったのよ。三年生になった時、また同じメンツで図書委員だったことに、急に親近感が湧いて、委員の仕事をしつつ、よくお喋りするようになったのよね。三人とも読書が趣味だってこともあって」

　懐かしいのだろう、寿々香さんの表情はとても柔らかい。

「卒業後もずっとお付き合いを？」

「ううん、卒業後はしばらく疎遠になったかな。久美は一流大学に進学して、私はチャラチャラした私学。理香は京都の専門学校に行っちゃったしね」

「ちなみに寿々香さんは、今も関東に？」

　寿々香さんは首を振った。

「今は大阪よ。大学卒業後に関西の企業に就職したから。久美も大阪なのよ。もっとも、久美は卒業後に都内の銀行に勤めたんだけど、肌に合わなくてすぐに辞めて、気分を一新するって、関西に来たのよ。今は久美、普通のＯＬをしていて、私は旅行代理店の企画課にいるの」

　聞いていないことまで、ペラペラと話す。

　寿々香さんは元々お喋りな人なんだろう。

「そうですか。それでは、理香さんと再び付き合うようになったのはいつ頃なんですか？」

「……そうね、私が大学二年の頃だったかしら。理香が突然、私たちに連絡をくれたの。『上京したから久々に会えないか』って。

　――そうそう、その時に理香が、『今、小説を書いていて投稿しようと思っている』って話してくれたのよね。私たちは『そうなんだ、がんばってね』って言ってたの。

　それが、本当に賞を取ったから、お祝いしようってことになって、それから割と密なお付き合いになっていった感じかな」

「理香さんが受賞された時は、どう思いました？」

「んー、その時は普通に『ああ、良かったね』って感じかな。正直、小さな賞の佳作入選で、賞金も十万円でしょう？　受賞のお祝い会で『賞金が入るから私がおごるね』なんて言い出した理香に、『いやいや、たった十万なんだから、大切に使いなよ』って、割り勘にしたくらいだったし」

　寿々香さんはそう言って、クスクスと笑った。

　友人の受賞を喜びつつ、さして羨ましくもなかったのが、当時の本音のようだ。

「寿々香さんは、カメラマン助手の小田さんとお付き合いをしているようですが、どうやって知り合ったんでしょうか？」

「ああ、まーくんね。私、旅行代理店の企画課にいるから、仕事で写真を必要とすることがあってね、理香に『良いカメラマンがいたら紹介して』って聞いたら、菊池さんとまーくんに会わせてくれたの。菊池さんはカメラの腕はいいんだけど、ちょっと嫌味な感じが苦手で。まーくんは、肩書は『カメラマン助手』だけど、Ｗｅｂデザイナーとしても優秀なのよ。理香の公式サイトのデザインを手掛けていたり、あのサイトは毎月デザインが変わるんだけど、あれは全部、まーくんがやってるのよ。それだけじゃなく、斬新なアイデアを出せる人で、旅行の企画についていろいろ相談したら、的確なアドバイスをくれたりしてね。優しくて、ほんわかしていて安心できる人だなぁって」

「なるほど。それでは、編集者の橋本さんのことは？」

「理香の仕事場に遊びに行っている時に会ったのがキッカケね。実は理香ね、ずっと橋本さんに恋してたから、どんな人なのか興味があって、見たかったのも確かなんだけど」

　寿々香さんはそう言って、意味深な目を見せた。

　理香さんが、編集者の橋本さんに恋を？

　仰天する私とは裏腹に、ホームズさんは「ああ」と相槌をうった。

「やはりそうなんですね」

「あら、気付いてたの？」

　驚かなかったことが拍子抜けだったようで、寿々香さんは不服そうに口を尖らせた。

「ええ、香奈さんが『個人的に揉めていた』と仰っていたので、橋本さんが結婚されたことで揉めたのかと。今、彼が担当を外れているのは、そうしたこともあったのでしょうね」

「そうなの。だけど橋本さんもお気の毒よね。別に恋人同士でもなんでもないのに、理香が勝手に想いを募らせて、彼が結婚となったら、怒り狂っちゃったんだから。あの子、男に免疫がまったくなかったからなぁ」と寿々香さんは頬に手を当て、洩らした。

　ホームズさんはそのことについては言及せずに、話を続ける。

「……寿々香さんは、事件があった当日、何をしに理香さんの仕事場へ？」

「だから、その橋本さんの件よ。あんまり荒れてるから、心配になって久美と会いにいったの。元気づけたんだけど、どうにも変な様子で。一度、そこを出たんだけど、なんだか心配になって、理香の好きなスイーツでも買っていってあげようって、ホテルのプリンを買って戻ったわけ。そうしたら、人だかりができていて、なんだろうと思って駆け寄ったら、理香が……」寿々香さんは苦しげにそう言って、目を伏せた。

「それで、救急車を呼んだあと、橋本さんにも電話を」

　そこまで言って寿々香さんは、ふぅ、と息をついた。

「どうして、その時、香奈さんに連絡をしなかったんですか？」

「妹の香奈さんと一緒に暮らしていることは知ってたけど、連絡先まで知らなかったから。会ったこともなかったし」

「――なるほど、分かりました。ありがとうございます。寿々香さんは一階で待機して、次は久美さんに来てもらえるようお伝えいただけますか？」

「ええ。取り調べなんて、もっと怖いかと思ったら、イケメンと向かい合ってたくさんお喋りできて楽しかったわ」

　寿々香さんは席を立つと、ふふふっと笑って、そのまま一階へと降りて行った。




　彼女の姿が見えなくなり、次の久美さんがここに来るまでの間、ホームズさんはスマホを取り出して、『相笠くりす』の公式ページを開いた。

「……過去の画像倉庫に、チラチラとレンガ造りの屋敷が出てくるんですが、これはもしかして、一軒家ではなく、相笠先生の仕事場マンションですか？」

　確認するように振り返って、香奈さんを見る。

「はい、断片的に切り取ることで豪邸に見えるような撮り方をしていますが、実はレンガ造りのレトロモダンなデザインのマンションなんです。実際のマンションを見ても、『ここだ』と断定できないようにも加工していまして」

「カメラマンの菊池さんと、Ｗｅｂデザイナーの小田さんの手腕なんですね」

　ホームズさんが感心したように頷いていると、階段から足音が聞こえてきた。私たちは話すのをやめ、顔を上げた。

「――なるべくなら、さっさと終わらせてほしいんだけど」

　部屋に入るなり久美さんは、ホームズさんの顔を見て不機嫌そうに髪をかき上げた。

「ええ、早く終わらせたいのは僕も一緒ですので。大石久美さん、どうぞお掛けください」

　ホームズさんは立ち上がって、一人掛けのソファーの背もたれに手を添えた。

「…………」

　久美さんは顔をしかめたまま、無言でソファーに腰を掛ける。

「久美さんは、秀才だったそうですね」

　ホームズさんの突然の言葉に、久美さんは驚いたように顔を上げた。

「寿々香さんが仰っていましたよ」

「やだ、そんな話をしたわけ？　そんなんじゃないわよ。平均的な偏差値の高校で、そこそこだっただけ。おかげで大学進学後は苦労したしね」

　久美さんは素っ気なく言って、肩をすくめた。

「あなたと寿々香さんと理香さんの三人は随分とタイプが違ったようですが、仲良くなったキッカケはなんだったのでしょうか？」

　あえてなのだろう。ホームズさんは、すでに寿々香さんからも聞いていることを久美さんにも聞いた。

「キッカケは、図書委員ね。私たち三人ともミステリー小説が好きで、本のことについてあれこれ語っていたことかしら。若さがゆえの青さで作家を勝手に批評したりしてね」

　懐かしさを覚えたのだろう、久美さんはほんの少し表情を緩ませる。

「そんな中、自分たちも書いてみようということになったんですよね？」

　断言するように尋ねたホームズさんに、傍で聞いていた私は驚いた。

　自分たちも書いていた、といったことは、寿々香さんは一言も口にしていない。

　久美さんはピクリと肩を震わせたかと思うと、

「寿々香はそんなことまで話したわけ？」と、小さく息をついた。

　おそらく、ペラペラ喋った寿々香さんを心の中で叱咤しているのだろう。

　しかし、実際は寿々香さんは話していないわけで――これは、ホームズさんのトラップだ。

「書いていたのは、理香よ。図書委員の当番じゃない日、図書室の片隅でコソコソ何かを書いているから、ラブレターでも書いているのかと寿々香と一緒に覗いたら小説だったわけ。見せてとせがんだ私たちに、あの子はすごく恥ずかしがったけど、寿々香の強引さに負けて見せてくれたの。その時の小説がね、なんていうか、オチも山場もない本当に稚拙なものでね。容赦なく駄目出しさせてもらった覚えがあるわ」

「理香さんだけではなく、二人も書いたのでは？」

「……書いたってほどじゃないわ。理香が書いてることで、寿々香が私たちも書こう、なんて言い出して、三人で書き始めてみたんだけど、全然駄目だった。寿々香の書いたものは、キャラだけで文章は稚拙を通り越して破綻しているし、私はトリックとか考えるのは好きで、最初だけ気合を入れて書くんだけど、すぐに飽きちゃって最後までは書けない。

　寿々香も結局、完結まで書けなかったしね。……下手でもオチも山場もなくても、最後まで書き切ることが大変だってことを学んだかしら。そういう意味では、あの子を尊敬しているのよね」

　久美さんは独り言のように洩らし、頬杖をついて遠くを見るような目を見せた。

　その言葉から、彼女は心から作品を書き上げることの大変さを実感し、理香さんのすごさを知ったことを感じさせた。

「――ところで、久美さんは今、大阪にお住まいとのことですが、どうして関西に？　親友である理香さんと寿々香さんがいたからですか？」

　少しの間のあと、静かに問うたホームズさんに、久美さんは自嘲的な笑みを浮かべた。

「そうね。東京でいろいろと嫌なことがあって、理香のように生まれ育った街を飛び出したくなったのよね。だけど、まったく誰も知り合いがいないところも不安だったから」

「『理香のように』と言いますと？」

「ああ、それは聞いてなかった？　理香の両親は高校の時に離婚していてね、両親ともに再婚しているのよ。それで理香は居場所がなくなったのと、高校時代、クラスではいじめられていたのもあって、自分のことを誰も知らない土地でやり直したいって、京都の専門学校に行ったのよ」

「そうだったんですか……」

　ホームズさんはポツリと洩らして、『それは、本当ですか？』と確認するように香奈さんに視線を移す。香奈さんは痛ましい表情で、静かに頷いた。

「はい、そんなこともあって、姉は成功してすぐに同じように居場所のなかった私を京都に呼んでくれたんです。そして自分が成功したことを親には伝えていないので、今も知らないんですよ」

「親は知らない、とはいっても、相笠先生は結構露出されていますよね？」

　ポカンとした様子で言うホームズさんに、私も『うんうん』と相槌をうった。

　相笠くりすのファンでもなんでもない私でも、その姿を知っていた。

　親戚ならすぐに分かりそうなものだ。

「姉のゴスロリファッションは趣味なだけじゃなく、『井上理香』であることを隠すための変装でもあったんです。派手なメイクにカラコン、時に眼帯をしたりとコスプレのような出で立ちですから、以前の姉とはまるで違うんです。誰も同一人物とは思わないんですよ」

　香奈さんは苦笑しつつ、ポケットからスマホを取り出し、ナチュラルなメイクをしている素の理香さんの写真を見せた。

　そこには、あっさりとした目鼻立ちの女性が微笑んでいた。

　少し童顔で、黒髪。どちらかというと、特徴のない印象。

　……確かに、別人のように雰囲気が違う。

「そうですか？　僕にはどう見ても同一人物に見えますが……」

　どうやら、目利きの目は、本人である特徴をしっかり捉えるようだ。

　ホームズさんはゴスロリファッションと派手なメイク程度の変装で、身内や知人を欺あざむけていることに解せなさそうにしながらも、気を取り直した様子で、久美さんに顔を向けた。

「それでは、事件当日のことをお伺いしたいのですが」

「理香は担当編集者の橋本さんに恋をしていてね。でも、相手がデキ婚するってことで、荒れてしまったから、心配になって寿々香と会いに行ったの。一度元気づけて部屋を出たんだけど、どうにも変な様子だから心配になって、理香の好きなスイーツを買っていってあげようって、ホテルのプリンを買って戻ったわけ。そうしたら、人だかりができていて、なんだろうって駆け寄ったら、リボンを付けた理香が倒れていたわ」

　少し早口でそう話す。

　この証言は、寿々香さんのものと同じだ。

　ホームズさんは久美さんの話を聞きながら興味深そうに顎に手を当てて、口角を上げた。

「……意味深な笑いだけど、どうかした？　寿々香の証言とは違ったわけ？」

　久美さんは鼻で嗤いながら、腕を組んだ。

「いえ、同じでしたよ」

　ホームズさんはにこりと目を細め、

「お話は分かりました。それでは、次に菊池さんを呼んでいただけるでしょうか」

　立ち上がって、久美さんに手を差し伸べた。

「結構よ。愛想の良いイケメンには懲こりてるの」

　久美さんはその手を受け取らずに立ち上がり、颯さっ爽そうと歩いていった。

　久美さんが二階から姿を消し、ややあってカメラマンの菊池さんが姿を現した。

　見るからに、だるそうに首を回して肩をすくめながら、無言で椅子に腰を下ろす。

　外で喫煙していたのだろう、彼の体からは仄かに煙草の匂いがした。

　菊池さんは腰を落ち着けるなり、斜に構えたように、

「でっ？」とホームズさんを見やる。

　明らかに態度の悪い彼を前に、ホームズさんは柔らかく目を細めた。

「とんだことになってしまいましたよね」

　気の毒げに眉を下げたホームズさんに、菊池さんは少し拍子抜けしたような顔を見せて、頭をぼりぼりと掻いた。

「……本当だよ」

「なるべく、早くに終わらせたいと思いますので。菊池さんが相笠さんと知り合ったキッカケはなんですか？」

　すぐに質問に入ると、菊池さんは「キッカケ？」と上目遣いを見せた。

「相笠さんの本が売れ出した頃、インタビュー記事を掲載するってことになってな。そん時に担当したカメラマンが俺だったんだ。俺が撮った写真をえらく気に入ってくれてね。サイト用の写真やら個人的に依頼してくれるようになって」

「そのインタビュー記事の時に、今のゴスロリファッションスタイルを？」

「――ああ、最初は普通に撮ろうとしていたんだけど、『このままの自分が雑誌に載るのは嫌だ』って泣き出してね。

　それを助手の小田が宥なだめて、別室で長く話し込んだんだよ。部屋から出てきた時に、『作家・相笠くりすは、素の自分とはまるで違うキャラクターでいきたいから、作り込みます』って言い出して、まぁ、今のスタイルができたんだよ。結果、それが大きなインパクトとなって話題になったし、ファンも増えた。本の内容ともマッチしていたこともあったからだろうな」

「なるほど、相笠先生としては、菊池さんは素の自分も知っているわけですし、その安心感もあり、その後のお付き合いにつながったのでしょうね」

「そうだろうな」

「相笠先生とは、ビジネスだけではなく、一緒に食事に行ったりと個人的なお付き合いもされていたんですか？」

「いやぁ、食事や酒を飲んだことはあるけど、全部がビジネスだな。撮影のあとの打ち上げとかだし。相笠さんは小田を気に入っていたから、三人で食事をしたがったけどな。それが、友達の寿々香さんと付き合い始めて、ショックを受けてたみてーだし」

　菊池さんは、鼻で嗤わらうように言う。

　その言葉に、傍で聞いていた私は「ん？」と眉を寄せた。

　助手の小田さんを気に入っていた？

　でも、寿々香さんも久美さんも、理香さんは担当編集者の橋本さんを好きだったって、言っていたけど……。

「――公式サイトの写真は、毎月変わっていたようですが、それはすべてあなたが？」

　質問を続けるホームズさんに、私は我に返った。

「ああ、『相笠くりす』のファンは、毎月変わる写真も楽しみにしているみたいだし、彼女も撮影には気合を入れていたよ」

「先ほど、過去の画像を確認したんですが、血まみれのバスタブに入っていたり、時にリストカットを彷彿とさせるカットがあったりと、なかなか過激ですよね？」

「ああ、『ヤンデレ』キャラを前面に出してたからな。炎上騒動になるのも、計画のうちらしい。なかなかたいした女だよ。まぁ、本人もなかなかのヤンデレぶりだけど。あれは、反応があれば、たとえ炎上でも嬉しいタイプだな」

「アイデアは、相笠先生本人が？」

「そうだな。新刊の内容とリンクさせたりと、毎度、小田と相談してやってたよ」

「事件の直前に電話をしていたというのは、撮影の件で？」

「ああ、それ以外で電話しねーしな」

「二度かけたというのは？」

「だから、一度切って、詳しい時間を聞いてなかったことを思い出して、かけなおして確認しただけだよ」

　菊池さんは少しイライラしたように舌打ちした。

「分かりました。ありがとうございます。それでは、小田さんを呼んでいただけますか？」

「ああ」

　菊池さんは面倒くさそうに立ち上がって、

「小田、次はお前だってよ」と、投げやりな声を上げながら階段を降りていった。

　私は菊池さんの話を反はん芻すうしながら、『どういうことなんだろう？』と首を捻った。

　結局、理香さんの好きな人は誰だったのか？

　もし、菊地さんの言う通り、小田さんのことが好きだったとしたら、自分の親友と付き合い始めたことはショックだったはずだ。でも、片想いである以上、何も言えないわけで、その親友には自分が彼を好きだったことなんて知られたくないはず。

　だから理香さんは、親友二人に嘘をついたんだろうか。

　本当は小田さんのことが好きだけど、編集さんのことが好きだと。

　寿々香さんと久美さんは、その言葉を素直に信じた。

　それは、おおいにありそうだ。

　もし、理香さんの好きな人が編集さんではなかったとしたら、寿々香さんと久美さんの話に疑問が生じてくる……。

　私が悶々としていると、小田さんがオズオズとした様子で姿を現した。

「――ど、どうも」

　緊張しているのか、暑くもないのに額に汗が滲んでいる。

「すみません、お手間を取らせまして。どうぞお掛けください」

　ホームズさんはスッと立ち上がり、ふわりと微笑みながら椅子を手で示した。

「は、はい」

　ぎこちなく椅子に座り、落ち着かないようで目を泳がせている。

「……相笠先生の撮影の件でお伺いしたいのですが」

　ホームズさんがそう言うと、小田さんは弾けるように顔を上げた。

「さ、撮影、ですか？」

「ええ」ホームズさんは言葉少なにそう言って、ジッと小田さんを見る。

　小田さんはゴクリと息を呑み、

「撮影の件と言いますと？」声を抑えて、確かめるように尋ねた。

　ホームズさんは顎に手を当て、ほんの少し口角を上げた。

「初めて相笠先生と仕事をした日のことです」

「あ、ああ、その日のことですか」

　小田さんはポケットからハンカチを取り出して、額の汗を拭う。

「相笠さんは、『このままの自分が雑誌に載るのは嫌だ』と泣き出し、そこを小田さんが宥なだめて、別室で長く話し込んだと聞きましたが……」

「ええ、そうですね。懐かしいな」

　小田さんは少し安心したのか、表情を緩ませる。

「別室でどんな話を？」

「ええと、相笠先生が興奮状態だったので、落ち着かせようとアニメの話をしたんですよ。そうそう、先生の持っているストラップがアニメキャラだったので、『俺もそのアニメ大好きなんですよ』って感じで」

　ホームズさんは何も言わずに相槌をうって、話の続きを促した。

「それで、アニメの話から、だんだん打ち解けてきましてね。『先生も思い切って、うんとキャラを作ってはどうですか？　見た人が過去の自分を分からないくらいに』って、提案したんです。そこからどんなキャラが良いかと煮詰めていきまして。俺はイラストなんかも描けるので、ノートにこんな感じはどうだ、あんな感じはどうだと話し合って、先生の希望と作風と組み合わせたうえで、今のスタイルになったんです」

「そのインタビュー記事に掲載された写真は、世間の度肝を抜いたようですね」

「ええ、自分も嬉しかったですよ」

　小田さんはそう言って、子どものような屈託のない笑みを見せた。

「今、小田さんは、先生のご友人の寿々香さんとお付き合いされているとのことですが」

　話題を変えたホームズさんに、小田さんは照れたように頬を赤らめた。

「ええ、そうなんです。俺の一目惚れでして。寿々香さん、とても華やかな方ですから」

「そうでしたか。それでは、熱心にアプローチを？」

「いえ、自分なんか相手にされないと思っていたんで、アプローチなんてできなかったんです。だけど、彼女の方から、『小田くんって、私のこと好きでしょう』って言ってきて。最初はからかわれているかと思ったんですが、一緒に食事に行ってくれたりして……それからの……」

　気恥ずかしいのだろう、再び額に汗が滲んでいた。

　小田さんの言う通り、寿々香さんは特別美人ではないけれど、華やかな印象がある。

　たとえば、クラスの中にいたら目立ちそうなタイプというのか。

　理香さんは、大人しいタイプだったようだし、多分、小田さんも同類だろう。

　寿々香さんのように目立つタイプの方に、憧れのような気持ちを抱いていたのかもしれない。

「事件のあった当日、菊池さんは先生に電話をしていますが、あなたも側にいたんでしょうか？」

「あ、ああ、はい、いたと思います。あやふやですが、いつも一緒にいますし」

　小田さんは目を泳がせながらそう答える。

「菊地さんはその時、二回電話をしているんですが、どうしてか分かりますか？」

「それは、撮影の時間を聞き忘れたみたいで、それでです。時間の確認をしてましたから」

　そう答えた小田さんに、ホームズさんは「なるほど」と愉しげに目を細めた。

「分かりました。ありがとうございます。それでは、編集者の橋本さんを呼んでいただけますか？」

　そう言ったホームズさんに、小田さんは救われたように胸に手を当てて、「はい」と立ち上がった。そのまま背を向ける小田さんに、「ああ、そうだ、最後に一つだけ」とホームズさんが呼び止めたことで、彼は引きつったような顔で振り返った。

「――な、なんでしょうか？」

「菊池さんが、相笠先生はあなたのことを好きだったと仰っているのですが、それについて、あなた自身はどう思われますか？」

　ズバリ尋ねたホームズさんに、小田さんはポカンと口を開いた。

「――え、先生が俺を？　いやいや、それはないですよ。先生は橋本さんのことが好きだと聞いてますけど」

　心からという様子で言う彼に、ホームズさんは大きく頷いた。

「分かりました。ありがとうございます」

　小田さんは戸惑った様子ながらも会釈して、二階を後にした。

「相笠先生の想い人は、小田さんか橋本さんか。この意見の食い違いを、香奈さんはどう思われますか？」

　小田さんの姿がなくなるなり、ホームズさんはポツリと独り言のように尋ねた。

　突然話を振られた香奈さんは、驚いたのか肩をピクリとさせて顔を上げ、

「……小田さんのことは、自分の良きパートナーとして、心を許していたとは思いますが、姉が好きだったのは橋本さんだと私は思っています」

　ためらいがちにそう答える。

「先生と恋愛に関するお話はされないんですか？」

「姉はとても照れ屋なので、いわゆる『恋バナ』は嫌がりますね。私が『誰かいい人いないの？』と聞いたりしても、真っ赤になって『やめてよ、もう』とはぐらかすばかりで」

「そうですか」

　そんな話をしていると、編集者の橋本さんが「――どうも」と姿を現した。

　会釈をして、対面に腰を下ろす。

「清貴くん、こんなことになってしまって、申し訳ない」

　橋本さんは腰を落ち着けるなり、手を合わせて頭を下げた。

「いえいえ、そんな」

「本当に参るよな」と橋本さんは独り言のように洩らして、息をついた。

「……橋本さんは、相笠先生がデビューした当時から担当を？」

　すぐに本題に入るホームズさんに、橋本さんは気を取り直した様子で座り直した。

「ええ」

「あなたが相笠先生の担当になったのは、編集部の指示でですか？」

「いや、うちのライトノベル文芸部の賞は、編集者が審査に大きく関わっていてね、その新人と仕事がしたいと思ったなら、票を入れることができて、強く希望したら、そのまま担当になることもできるんだ。その作品を心から『良い』と思った編集者じゃないと、良いものが作れないという考えのもとでね」

「なるほど。それでは、その作家が売れっ子になったら、ダイレクトに評価につながるわけですよね？」

　内情をすぐに察して相槌をうつホームズさんに、橋本さんはためらいがちに頷く。

「そんな橋本さんが、相笠先生の担当を外れたのは、どういう事情だったのでしょうか？」

　その問いに、橋本さんは「それは」と口を開きかけて、「あ、いや」と頭を掻いた。

「君は伊集院先生の息子さんだもんな。誤魔化しても、先生に聞かれたらすぐに分かることだと思うから話すよ。彼女は、俺の突然の結婚が面白くなかったみたいでね。

　それで、かなりヒステリックになって社内問題にまで発展したんだよ。もう関係修復は不可能だってことになったんだ」

「相笠先生は、あなたに想いを寄せていたと」

「そうだったみたいだね。俺としては、先生は小田くんのことが好きだと思っていたんだよ。小田くんが友人の寿々香さんと交際を始めた時も、荒れて大変でしたし。作品も書けないって言い出して、宥めるのも大変だったから」

「――ああ、やはり」思った通りだった、という様子でホームズさんは小さく頷く。

「相笠先生は最初、小田さんに想いを寄せていたけれど、寿々香さんと交際を始めたことで失恋した。ですが、自暴自棄になっている彼女をあなたが一生懸命慰めたことで、その恋心はあなたへと向かっていった」

　ホームズさんが橋本さんの目をしっかり見ると、彼は弱ったように肩をすくめた。

「本当は先生の想いに、気付いていたでしょう？」

「……薄々かな。でも、気付かない振りをしていてね」

「あなたの立場なら、僕もそうすると思います」

　静かに頷くホームズさんに、橋本さんは少し救われたような目を見せた。

「それで、今やライトノベル文芸部の稼ぎ頭である相笠先生との仲が決裂したことで、あなたは時代小説編集部に移り、父の担当になったというわけなんですね」

「……ああ。伊集院先生の担当といっても、サブなんだ。伊集院先生のメインの担当者は時代小説編集部の編集長でね。でも、編集長は忙しいから、サブの担当者として俺が使い走りをしているわで」

「ああ、そうだったんですか。それでは、父のもとによく来ていた前の担当者も編集長ではなく、サブの方なんでしょうか？」

「そう、その彼は、俺の入れ替わりでライトノベル文芸部に異動したんだよ」

　そう言って、にこりと微笑む。その笑顔は心からのものではないことが、伝わってきた。

「橋本さんは、ライトノベル文芸部の編集長候補だったことでしょうに、災難ですね」

　気の毒げに目を細めたホームズさんに、橋本さんは頷きかけて、ハッとしたように顔を上げた。

「あ、いや、だからといって、俺が犯人ってわけじゃないから。そもそも、俺は、あの日あの時間、職場にいたんだよ。たとえ俺が結婚したことで、彼女が飛び降りたとしても、それは『犯人』とは違うだろう？」

　焦ったように言う橋本さんに、ホームズさんは「もちろんですよ」と強く頷いた。

「それにしても、その騒動の時は参ったでしょう」

「ええ、彼女は相当ヒステリックになって、手が付けられなくなったんだ。もう、どうしたら良いかと」

「その時、寿々香さんや久美さんの協力を仰いだんですよね？」

　さらりと尋ねたホームズさんに、虚を衝かれたように橋本さんは目を開いた。

「ど、どうして……」

「橋本さんご自身が、『二人は相笠先生の親友ということで、相談に乗ってもらったことがある』と仰っていたでしょう。作家の友人に相談するなんて、こんな時くらいしかありえないですからね」

「――あ、ああ、言っていたね。そうなんだ、一度事務所で名刺交換をしたことがあるから、相談に乗ってもらって。関係修復のお手伝いをしてもらえたらと思ったんだけど、でも、無理だったね」

「なるほど。お話は分かりました。それでは、最後に小松さんを呼んでいただけますか？」

　その時、階段から勢いよく駆け上がる音がし、

「大変、小松さんが、『もうやってられないから帰る』って」

　寿々香さんが飛び込んでくるなり、窓を指した。

　窓の外に目を向けると、小松さんが足早に店を出る様子が見える。

「ほ、本当に出ていってますよ」

　私が驚きの声を上げる頃には、ホームズさんは素早く一階に駆け下りて、彼のもとに向かっていた。

「ホ、ホームズさん、早っ」

　私も慌てて後を追うと、店の外でバイクに跨またがっている小松さんの手首をつかむホームズさんの姿が見えた。

「離せよ、怪け我がするぞ」

　右脇にヘルメットを挟みつつ、ホームズさんにつかまれた手を振り払おうとする。

「ひとつだけお聞きしたいんです。それさえ聞かせていただいたら、帰っていただいて構いませんので」

「はっ？　相笠くりすに依頼された内容なら話せないっつってんだろ」

「何も話さなくて構いません。ただ、僕の顔を見てください」

　ホームズさんは小松さんの顔をジッと見詰めた。

　小松さんは、「なんだよ」と忌々しそうに舌打ちしつつ、視線を合わせた。

「相笠先生が依頼したという二件の依頼。それは、二つとも今日集まった人物に関係していますよね」

　確信に近い口調で尋ねるホームズさんに、小松さんは何も言わず表情すら変えていない。

「そして、依頼内容は、すべて『素行調査』でしょう？」

　さらに続けたホームズさんに、小松さんは肩をピクリと震わせた。

「対象人物は三人ですね。一回目が二人、二回目が一人」

　ふっ、と口角を上げたホームズさんに、小松さんは目を見開く。

「お、お前、本当に心が読めるんじゃないだろうな」

　小松さんは声を裏返しながら、ホームズさんの腕を力いっぱい払い、そのままエンジンをかけて勢いよく『吉田山荘』を後にする。

　私は走り去る小松さんの姿を見送りながら、

　……小松さん、それはもう事実を認めちゃったようなものですよ、と苦笑した。

「や、家頭さん、逃がしてしまいましたか？」

　血相を変えて走ってくる香奈さんに、私は我に返って、ホームズさんの袖をつかんだ。

「そ、そうだ、逃がしちゃって、良かったんですか？」

「聞きたいことを聞けましたので、大丈夫ですよ。それでは……」

　ホームズさんは振り返って、外に出てきていた皆を見渡し、強い眼差しを見せた。

「これで全員の事情聴取は終わりました。みなさん、今一度二階に集まっていただけますでしょうか」
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　私たちは、再び『真古館』の二階へと移動した。

　ホームズさんは店内奥にある窓の前に立って、皆を眺めている。

　二階に集った私、香奈さん、寿々香さん、久美さん、橋本さん、小田さん、菊池さんは立ったまま無言でホームズさんを見詰めていた。

　張り詰めた空気が、この場を包む。

　静寂は、おそらく短い時間だっただろう。それでも、とても長く感じられた。

　この緊張感に耐えられなくなり、菊池さんが口を開こうとした瞬間、

「それでは」と、ホームズさんが先に口を開いた。

「……僕の見解をお伝えしようと思います」

　窓枠にほんの少し腰を凭もたれるようにしながら、静かに告げたホームズさんに、皆がゴクリと息を呑むのが分かる。

「し、真相が分かったのでしょうか？」

　身を乗り出した香奈さんに、ホームズさんは苦笑して肩をすくめた。

「『分かった』というんでしょうか？　僕が勝手に、『こうではないか』と感じたことで、あくまで仮説であり、しかも残念ながら、その仮説が事実だったとしても、証拠がないんですよね。警察が本格的に殺人未遂の捜査に入るなら、近隣の証言や証拠も出てくるかもしれませんが」

「それでも、構いません。お願いできますか」

　香奈さんは強い眼差しを見せた。

「分かりました。では、香奈さん、あなたにまず確認したいのですが、相笠先生の遺書にはなんて書かれていたのでしょうか？」

　しっかりと視線を合わせる。香奈さんは、びくりと体を震わせた。

「その遺書の内容を公にしたくないがために、相笠先生は『殺人未遂』として警察沙汰にすることを避けたのではないですか？」

　さらにそう続けたホームズさんに、香奈さんは目を泳がせたあと、諦めたように力のない笑みを浮かべた。

「遺書の内容は、『懺ざん悔げ』だったのですよね？　ですから、香奈さんは、お姉さんが本当に自殺を図ったのだと、しばらく信じていた」

　――懺悔？

　戸惑いながら香奈さんを見ると、彼女は大きく息をついて頷いた。

「ええ、そうです」

「遺書の内容を教えてください」

「……『わたくし、相笠くりすは、ずっと読者様を欺あざむき続けていました。わたくしの綴つづった物語はすべて、わたくしが書いたものではありません』という内容でした」

　口にしたくなかったのだろう、香奈さんは悔しそうに告げて、強く奥歯を噛みしめた。

　それって、どういうことなんだろう？

　相笠くりすには、ゴーストライターがいたということなんだろうか？

「香奈さんは、この遺書の内容についてどう思いますか？」

「う、嘘です！　姉が執筆をがんばる姿をずっと見守ってきましたから」

「それでは、どうして、お姉さんはその内容を公にしたくなかったのでしょう？　それは少なからず、事実も含まれていたからではないでしょうか」

　冷酷に続けるホームズさんに、香奈さんは涙目で言葉を詰まらせた。

「――ですが、すべてが事実ではないのでしょう。おそらく半分が事実といったところでしょうか。いや、『三分の二』と言った方が良いかもしれません」

「三分の二？」私は思わず声に出して、首を傾けた。

「ええ、『相笠くりす』とは、元々ミステリー女流作家の巨匠アガサ・クリスティに憧れた女子高生、井上理香さん、飯島寿々香さん、大石久美さんの三人による連盟のペンネームだったのでしょう」

　きっぱりと言い放ったホームズさんに、私はもちろん、その場にいた皆が目を見開いた。

「相笠くりす先生の作品を読んだ時に、作風はまるで違うのですが、英国女流作家の巨匠『アガサ・クリスティ』へのオマージュが感じられました。そのことから、『相笠くりす』という筆名は、アガサ・クリスティから作られたものだと思ったわけです。

　そうしたら、相笠先生の本名が井上理香で、高校時代からの友人が、飯島寿々香、大石久美ときたわけですから。

　アガサをもじって『アイガサ』だったのは、皆の苗字……井上、飯島、大石にはそれぞれ『イ』の字があり、それを入れたのだろう、そして下の名前の『くりす』は、三人の下の名前の頭文字から。『相笠くりす』という筆名はかつて、三人合わせて作ったものなのかもしれないと思ったわけです」

「そ、それじゃあ、『相笠くりす』は、三人で『相笠くりす』だったということですか？」

「かつてはそうだったのでしょうね」

　ホームズさんは、寿々香さんと久美さんを見やった。

　二人はまるで氷の魔法にかけられたように、青ざめている。

　その表情から、ホームズさんの言葉が真実であることが窺えた。

「このことを踏まえたうえで、僕の見解をお聞きください」

　ホームズさんはまるでこれから朗読会をするかのように、穏やかな口ぶりで話し始めた。

「三人が女子高生で、図書委員だった頃。ふとしたことから理香さんが小説を書いていることが分かり、寿々香さんと久美さんも書き始めた。

　ですが三人の小説は、それぞれに欠けている部分があった。理香さんは文章は書けてもオチもヤマもない単調なもの。寿々香さんは文章を書くことが得手ではないものの、キャラが魅力的だった。久美さんは、文章を書くことが面倒だったものの、トリックを考えることが得意だった。それが分かった時に、この三人で組んで書いてみようという流れになったのではないでしょうか」確かめるような視線を送る、ホームズさん。

　寿々香さんと久美さんの顔は強張っているものの、反論する様子はない。

　おそらくホームズさんの見解の通りなのだろう。

　ホームズさんもあらためて確信を得たように、話を続ける。

「おそらく執筆は、文章を書ける理香さんをメインに、キャラクターは寿々香さんの案で、トリックは久美さんが作ったものを。三人の良いところを集めた作品は、とても優れたものとなったでしょう。盛り上がった三人は、『相笠くりす』というペンネームまで作って、何作か書いたのかもしれません。楽しい青春のひと時だったのではないでしょうか」

　ホームズさんの言葉から、三人の姿が浮かぶようだった。

　夕陽が差し込む放課後の図書室で、三人で打ち合わせをしつつ、理香さんが書き上げたものを読んで盛り上がる姿が――。

　それは、とてもかけがえのない青春のひと時だったに違いない。

「そんな三人での執筆活動は、卒業と同時に終わりを告げます。元々、文章を書くことが特別好きではない寿々香さんと久美さんは、執筆とは無縁の世界にいきました。ですが、理香さんだけは書き続けたわけです」

　無意識だろうか、寿々香さんと久美さんが、相槌をうつように小さく頷いている。

「寿々香さんと久美さんが、高校時代の文芸活動のことなど忘れつつあった大学二年生の頃、理香さんは東京に戻ってきて、寿々香さんと久美さんを呼び出しました。三人の再会はとても楽しいものだったのではないでしょうか？

　この時に理香さんは、『これから投稿する』という話をしたわけです。おそらく理香さんは、『高校時代、三人で書いたものを手直しして、投稿したいんだけど、良いだろうか？』と了承を得にきたのでしょう。わざわざ、上京してお願いにきたほどです。自分の夢に勝負をかけたものに違いありません。一方の寿々香さんと久美さんは大学生活を満喫していて、小説家になりたいなどと微み塵じんも思っていなかったこと、そして、そもそも受賞するはずがないという思いから、『どうぞどうぞ』と快かい諾だくしたのではないでしょうか。

　理香さんは安心し、二人への敬意を胸に、『相笠くりす』という筆名で投稿した。その作品は、佳作入選し、賞金十万を得た。

　それを恩人である二人に還元しようとした理香さんに、二人はやはり寛大な心で祝ったのではないでしょうか。この時の三人はとても美しかったものと思われます。

　――まさか、今のような大成功につながると思ってなかったでしょうしね」

　ふっ、と口角を上げたホームズさんに、寿々香さんと久美さんは胸が痛むのか苦い表情を見せた。

「……三人の関係が歪んできたのは、『相笠くりす』が徐々に人気を博し、やがて大ベストセラー作家として、世間に広く知られるようになった頃からではないかと思われます。

　歪むといっても、寿々香さんや久美さんは単純に喜んでいたことでしょう。自分の作ったキャラやトリックが世に評価されることが、嬉しかったに違いありません。

　理香さんも最初は感謝していたと思います。

　しかし、どんどん金銭的に豊かになる理香さんに対して、無邪気に『たまにはおごって』とか『あれを買って』と言ったかもしれません。

　理香さんのことを便利な存在のように感じ、寿々香さんは関西で就職。

　やがて久美さんも関西に移り住み、こうなると、二人はより気軽に理香さんを頼るようになるわけです。

　一方の理香さんは、もしかしたら、徐々に脅きょう迫はくされているような気持ちになったかもしれませんね。二人のわがままをすべて聞きながら、『自分は一生、二人の奴ど隷れいにならなくてはいけないんだろうか』と。実際に、後ろめたさがあるため、心苦しかったのではないでしょうか。そのストレスが爆発したキッカケは、おそらくですが想いを寄せていた小田さんが、寿々香さんと交際を始めたことでしょう」

　そう言ったホームズさんに、小田さんは驚いたように瞬き、寿々香さんはバツが悪そうに目を伏せた。

「何もかも我慢ならなくなった理香さんは、『これ以上、二人の言いなりにはなりたくない。自分も彼女たちの弱味をつかみたい』と考え、探偵を雇うわけです。

　それが小松さんですね。理香さんは小松さんに寿々香さんと久美さんの弱味を探らせ、結果、二人の『公にできない過去』をつかんだわけです。

　その内容がどんなものかは分かりませんが、寿々香さんは、楽しい大学生活を送る中で起こした若気の至りであったり、久美さんは、前の銀行をやめることになり、地元にすらいられなくなった理由かもしれませんね」

　ホームズさんがそこまで話すと、二人の体は目で見て分かるほどに小刻みに震えていた。

「……そう、若気の至りよ」

　久美さんは俯いたままポツリとつぶやいた。

　寿々香さんは驚いたように、久美さんを見た。

『えっ、言うの？』という表情だ。

「今さら取り繕ったって意味ないわよ。どうせ、あの時、小松から聞いたんでしょう？

　私は、ホストみたいな男に騙されて、会社の金を横領してクビになったの。刑事事件にはならなかったけど、人の口に戸は立てられないわ。私は地元にはいられなくなった。

　理香はその過去を調べ上げて、突然、『今後、いっさい私に何も要求しないで』って言い出したのよ。『何それ？』と思うじゃない。要求なんてした覚えはないし、何その態度。誰のおかげで成功したと思ってるわけ？」

　感情的に声を荒らげる久美さんに、寿々香さんも強く頷いた。

「そ、そうよ。私が昔、援交していたとか、上司と不倫をしているとか、どうしようもない若気の至りをほじくり返してきて！　私たちをタカリのように言う言い草が許せなかった。け、けど、私たちは理香を殺そうとなんてしてないわ」

　念を押すように言う寿々香さん。

　自ら暴露したのは、最後の『殺そうとなんてしてない』という言葉を伝えるために、身を切ったようにも思えた。

「……寿々香さんと久美さんの憤いきどおりは理解できますよ。それほど悪意がなく、無邪気に理香さんを頼っていたお二人にとって、きっと、寝耳に水の衝撃だったでしょうね。

　しかし、理香さんはそれほどのストレスを溜め込んでいたわけで、あなた方との間には、どうにも埋められない溝と温度差が感じられます。

　――さて、一方の失恋した理香さんは、自暴自棄になっていました。成功したことで、友人とも決裂し、好きな男を奪われたわけです。何も良いことがないという気持ちになったのではないでしょうか。

『もう書けない、書きたくない、やめる』とゴネだしたわけです。

　そこを必死で慰めたのが、橋本さんでした。それはそうです。理香さんは、橋本さんにとって金の卵。大ベストセラー作家なんてそう簡単には生まれないわけですし。

　元々女性の扱いが上手かった橋本さんは、自分に恋するように仕向けたのではないかと思います。思わせぶりな言葉と態度で、理香さんの心をつかんで操り、理香さんを復活させた。ですから橋本さんは、自分に交際している女性がいるということをひた隠しにしたのでしょうね。少なくても、自分が編集長になるまでは、上手くやりたいと思っていた」

　ホームズさんは、横目で橋本さんを一瞥した。

　橋本さんは、引きつったような笑みを浮かべている。

「しかし、『女の勘』は侮れないものです。何かがおかしいと思った理香さんは、再度小松さんを雇って、橋本さんを調べさせた。そうしたら結婚を前提に付き合っている人がいるということを知って、再び半狂乱になった。

『そんなの信じない』と小松さんに八つ当たりして、お金を払わなかったくらいですから、どれだけ冷静じゃなかったかが窺えます。

　ほぼ、同時期に、橋本さんの彼女が妊娠し、結婚となったことから、理香さんはついに爆発します。『騙された』と騒ぎ立て、それは編集部をも巻き込むものとなり、弱り切った橋本さんは、理香さんの親友だと認識している寿々香さんと久美さんに助けを求めた。

　そうして、橋本さんと寿々香さん、久美さんの三人が集うこととなった。その時に、寿々香さんと久美さんは、『相笠くりすは、一人じゃない』と橋本さんに伝えたのではないかと思います」

　私は思わず、橋本さんと寿々香さん、久美さんの三人を見た。

　皆、呆然と立ち尽くしたまま。顔は真っ青で、口は少し開いている。

「…………」

　不思議なもので、すべてを見抜かれた人間というのは、いつも同じ反応をする。

「相笠くりすの、あの綿密に練られたトリックと、魅力的なキャラクターは、彼女が生み出したものではなかった。

　このことを知った橋本さんは、大きな衝撃を受けたことでしょう。悪魔のアイデアが浮かんだのは、その時だったのかもしれません」

「……悪魔のアイデア？」私は戸惑いながら、ホームズさんを見た。

「ええ、『相笠くりすが懺悔をして自殺し、その後に彼女のゴーストライターだった作家が世に出てきたら、ものすごい注目を浴びるに違いない』。そんな恐ろしいアイデアです。

　どんなに残酷な思考も口に出さなければ問題はありません。しかし、その時に口に出してしまったことから、悪魔の思考は計画へと発展していった。

　その計画は、『相笠くりすを自殺に見せかけて殺し、その後に彼女のゴーストライターだった作家を登場させる』、つまり大きな話題のあとに『新たな相笠くりすを誕生させる』という、恐ろしい計画です」

　冷ややかな目を見せたホームズさんに、その場が急に冷え込んだ気がした。

　皆が立ち尽くす中、小田さんだけが俯いて、ガクガクと震えていた。

「――小田さんは、本当に素直で嘘のつけない方ですね。どうやって、理香さんを自殺に見せかけて殺すか……これには、アイデアマンである小田さんが大きく貢献しているようですね。おそらく、寿々香さんに言葉巧みに操られたのでしょう。

　小田さんが考え出した計画は、毎月撮っている公式サイト用の写真を利用するというもの。『今月は、首吊りを彷彿とさせるものにしよう』というアイデアを出したのではないでしょうか？

　事件のあった日は、満月です。月をバックに撮影をしようということになったのでしょう。そしてあの日、寿々香さんと久美さんが仕事場のマンションに訪れました。

　表向きは、『仲直りしよう』だったのかもしれません。

　そのまま、堂々と撮影のセッティングを手伝い、こっそり遺書の用意もしたのでしょう。準備を終えて二人で帰る振りをしつつ、寿々香さん、久美さんのどちらかがマンションに残った。おそらく理香さんにも気付かれないように、どこかに隠れていたのでしょう。

　一方、マンションの外では、菊池さんと小田さんがカメラを構えて待機していました。

　菊池さんは、おそらく何も知らなかったのではないでしょうかね。

　いつもの気分で、理香さんに『カメラの用意ができたらバルコニーに出て』と電話をして、一度切った。首にリボンをつけて、バルコニーに立った理香さんを確認して、『それじゃあ、手すりの上に立ってほしい』と再度電話をした。

　理香さんはその言葉に素直に従って、手すりの上に立ったわけです。首に真っ赤なリボン、黒いドレス、真っ赤な靴を履いて――。

　その時に隠れていた寿々香さんか久美さん……おそらく寿々香さんではないかと思っていますが、まあ、どちらかが飛び出して理香さんの背中を押し、理香さんはそのまま落下。この時に初めて、まずいことに遭遇したことを感じた菊池さんは、巻き込まれたくないのと、小田さんを守るために撮影自体をひた隠しにしたわけです」

　そこまで話したホームズさんに、皆は何も言わない。

　その場は、シンと静まり返っていた。

「つまり、寿々香さん、久美さん、橋本さん、小田さん、菊池さん……皆さんが直接的、または間接的に共犯者というわけです。

　全員が犯人だなんて、これは、まさに『アガサ・クリスティ』の世界ですね。

　ですが最初に言った通り、証拠はありません。あくまで僕の見解です。理香さんに当日の記憶があるならば、また話は違ってくるのでしょうが」

　ホームズさんはそう言って、自嘲的な笑みを浮かべ、香奈さんの方を向いた。

「――というわけですが、これでよろしいですか、理香さん」

　香奈さんを『理香さん』と呼んだことに、皆は「えっ？」と目を開いた。

「……香奈さんのつけているその大きな赤い石のネックレス。そこにカメラが仕込まれていますよね。おそらく、理香さんは、この近くで様子を窺っていたのではないでしょうか？」

　ホームズさんの言葉に、皆が困惑して顔を見合わせる中、誰かがゆっくりと階段を上る足音が響いた。

　コツコツと響く足音は、『彼女』が二階に姿を現したことで、ピタリと止まった。

　その足音に同調するかのように、皆の動きも表情も止まる。

　彼女は、フリルの付いた漆黒のドレスに、ブラックフォーマルというのだろうか、葬儀に参列するご婦人が被るようなレース付きの黒い帽子を頭に載せ、足元は真っ赤な靴に、首には真っ赤なリボン。

　それに合わせるかのように、深紅のコンタクトをしていた。その異様な出で立ちに加え、一瞬目から血が流れているかのように見え、背筋が冷える。

『相笠くりす』のスタイルで登場した理香さんは、皆の顔を見回して、

「ごきげんよう、皆さん」

　まるで、無邪気な少女のように、にこりと微笑んだ。





８






　今度は、皆の背筋が冷えたことが、傍からもよく分かった。

　誰もが一言も発することができない中、理香さんはホームズさんに視線を移して緩やかに口角を上げる。

「ごきげんよう、寺町三条のホームズさん。さすが、噂にたがわぬ名推理でした。まさか、ここまで見抜いてくださるとは思っていなかったです」

「……ご期待に沿えましたなら何よりです。ついでに言うと、もうひとつ」

　そう言って人差し指を立てたホームズさんに、皆は『今度は何を言うのだろう？』という様子で息を呑んだ。

「あなたに当日の記憶がないというのは、嘘ですね？」

　しっかりと視線を合わせて問うたホームズさんに、理香さんはほんの少し肩をすくめた。

「ええ、嘘です。手すりの上にあがった瞬間、突然、寿々香が現れて私を突き落としたことを覚えています」

　その言葉に、香奈さんは「えっ？」と目を開いた。

「だ、だったら、どうして、わざわざこんなことを？」

「……寿々香が私に腹を立てていたのは知っています。でも、殺そうとするほどだとは思っていなかった。何より、寿々香は損得で動く子。私を殺してなんのメリットがあるというのかと、ずっと考えていたんです。

　そんな時のことです。伊集院先生がお見舞いに来てくださいました。面識がないので、とても驚いたんですが、なんでも橋本さんが今、伊集院先生の担当になったというつながりから、わざわざ来てくださったそうで」

　そこまで話した理香さんに、ホームズさんの眉がピクリと引きつった。

「すべてを包み込むような優しい伊集院先生とお話ししているうちに、私はいつしか泣きながら、自分の胸の内を吐と露ろしてしまったんです。そうしたら、伊集院先生が、『その奇妙な事件、うちの息子ならば解決できるかもしれない』と仰いまして」

「…………」

　これは、予想外だったのだろう。

　ホームズさんは何も言わずに額に手を当てた。

　おそらく、ここが『蔵』なら、間違いなく突っ伏していたに違いない。

　ホームズさんの噂を広めているのは、オーナーだけではなかったようだ。

「すべての真相を知りたかった私は、伊集院先生のご協力のもと、寺町三条のホームズと異名を取る清貴さんにお願いしようと、このようなかたちを取らせていただきました。場所を吉田山荘にしたのも、伊集院先生のご提案です。とても不本意だったことでしょう、申し訳ございませんでした。そしてありがとうございます」理香さんは深くお辞儀をした。

「……いえ、悪いのは、いや、提案したのは父ですから」

　そう言って、手をかざすホームズさん。

　口元だけは笑みの形を作っていても、目は笑っていない。

　店長、逃げて！　と密かに思ってしまう。

「……それで、理香さん、真相を知った今、どうされるおつもりなんですか？」

　気を取り直したように尋ねたホームズさんの言葉に、皆の顔が緊張に強張る。

　理香さんは、「そうですね」と嗤い、ポケットから拳けん銃じゅうを取り出して、その銃口を皆に向けた。

「葵さんっ！」

　驚く間もなく、次の瞬間には私の目の前が真っ暗になる。

　ホームズさんが私を守るように、前に立ち塞がってくれていた。

「っ！」

　私の体は、ホームズさんの大きな背中にすっぽりと隠れた。

　瞬時に前に躍り出て守ってくれるホームズさんの姿に、目頭が熱くなる。

　私はホームズさんの大きな背中に隠れながらも、その隙間から理香さんを見た。

　彼女が手にしている銃の先は、橋本さんに向けられていた。

「お、落ち着けよ、理香。どうせ、ニセモノだろう？」

「ニセモノかどうか、試してみます？　あなたに騙されて友人二人とは断絶して、絶望に陥っていた時、自殺を考えましたの。

　私、自殺をするなら銃がいいと思っているの。楽に死ねるし、黒い拳銃に真っ赤な血はとても美しいでしょう？　首吊りなんて醜い死に方、絶対にごめん。これであなたたちを美しい色に染めてあげる。そして、私もその後に逝くわ」

　そう言って微笑んだ理香さんに、寿々香さんが「きゃああ」と悲鳴を上げた。

「さあ、橋本さん。嘘をついたら、すぐに撃つわ。この計画の首謀者はあなたよね？」

　橋本さんに銃口を向けたまま冷ややかに尋ねた。

「あ、ああ、そうだよ！　話題性とともに、世紀のベストセラー作家を世に生み出せると思ったんだ。自分の手で後世に残るようなニュースを作れると思ったんだよ！　ま、魔が差したんだ。だけど、俺は実行犯じゃない。実際にお前を突き落としたのは、この女だろ」

　橋本さんは目を剥きながら、寿々香さんを指差した。

「ひ、酷いそんな。あなたの言う通り動いただけじゃない。理香、ごめんなさい。出来心だったのよ。ううん、私も橋本さんに騙されただけなの。だから許して、あなたが無事で本当に良かったと心から思っているの」

「騙されたって、なんだよ」

　声を裏返して言う橋本さんに、理香さんが鼻で嗤った。

「どちらでもよいわ、そんなの。だけどそんなことで人を殺そうとするの？　ねぇ、寿々香、あなたは私のすべてを奪わないと気が済まないんでしょう？　最初は、小田さんに興味もなかったくせに、私が彼のことを好きだと知ったとたん、彼に興味を持ちだしたりして。あなたは人のものが大好きなのよね？　橋本さんとも寝たんでしょう？　正直に言いなさい、言わないとあなたから撃つわよ」

　今度は寿々香さんに銃口を向けると、彼女は「いやああ」とその場に座り込んだ。

「え、ええ、そうよ。あなたが好きだっていうから、まーくんに興味を持ったの。そして、橋本さんとも寝たわ。でも、あなたはもう、何もかも手に入れたんだからいいじゃない。私は顔もスタイルも頭も個性も才能もすべてそこそこで、決して大成できる人間じゃないって自覚している。だから私、成功したあなたが羨ましかったのよ！　何もかも手に入れたあなたが欲しがるものを手に入れたら、あなたに勝てたような気がしていたの、本当にごめんなさいっ！」

　床に手をついて、うわあああ、と声を上げる。

　その横で久美さんが身を乗り出した。

「わ、私は謝らないわよ。たしかに寿々香同様、私もあなたに甘えていたかもしれない。それを不快に思っているなら、言ってくれればいいじゃない。何も言わずに探偵を雇って、私の決して公にしたくない過去の罪をほじくり返すなんて、私の方こそ許せないわ。殺してやりたいと思ったわ。だから殺すなら殺せばいい。私も一度死を考えた人間だもの」

　寿々香さんとは違い、半分開き直ったように言う。

　おそらく本心ではないのだろう。

　本当に『殺してやりたい』と思っていたなら、寿々香さんではなく、久美さんが実行したはずだ。

　それなのに、そんなふうに言う。彼女のプライドの高さが窺えた。

　理香さんもそんな彼女の性格をよく分かっているのだろう、少し肩をすくめて口端を上げている。

　その時、小田さんが前に躍り出て、その場に正座して額が床につくほどに頭を下げた。

「あ、相笠先生、すみませんでした」

　小田さんの土下座を前に、拳銃を手にしたままの理香さんの表情が歪む。

「お、俺は相笠先生の気持ちに本当に気付いてませんでした。ビジネスの関係ということで一線を引いていて、恋愛対象に考えることすらタブーのように思っていました。

　そ、そして、先生を通して寿々香に出会って、彼女に夢中になり、冷静な判断ができないほどに狂わされました。すべてが偽いつわりだったのに、馬鹿だったと思います。計画のすべては俺のアイデアから実現へと移りました。だ、だから俺のせいなんです。

　俺がすべての責任を取りますので、他の人たちのことは許してやってください。何より、先生はもう十分に苦しみました。ですから、先生が手を汚す必要はないです」

　涙を流しながら小田さんはそう声を上げた。

　おそらく、人の好い小田さんは、ずっと罪の意識に苛さいなまれ続けてきたのだろう。

　そのまま彼は勢いよく立ち上がり、理香さんの手から拳銃を奪い取り、自分のこめかみに当てた。

「――ッ！」

　皆が呼吸をも忘れる中、小田さんは躊躇もせずに引き金を引く。

　しかし、銃声は鳴らずに、ただ、小田さんのこめかみからダラリと血が流れた。

「きゃああああ」

　私たちが絶叫する中、小田さんは茫然とした様子で拳銃をこめかみから外して、首を傾けた。

「あ、あれ？　こめかみが冷たいだけで、痛くもなんとも……」

　不思議そうに洩らす小田さんのこめかみは真っ赤で、その異様さに私たちは声が出ない。

　ホームズさんが、力ない笑みで肩をすくめた。

「……小田さん、それはよくできたオモチャですよ。赤い液体を入れていたのでしょう。パッと見た時に本物ではないことはすぐ分かったのですが、今のオモチャは侮あなどれない威い力りょくがあるものもあるので、警戒しつつ様子を見ていたんです」

　ホームズさんの言葉に、私は納得して大きく頷いた。

　そうか、オモチャだと分かったから、私の前に立ち塞がっただけだったんだ。

　あれが本物だったなら、ホームズさんならば持ち前の素早さで、すぐに理香さんの手から奪ったことだろう。

　小田さんの予想もしなかった行動に動揺し、しばし立ち尽くしていた理香さんは、やがて歪んだような笑みを浮かべた。

「そうよ、これはオモチャ。あなたがたの本音を聞かせてもらいたかっただけ。

　今までのやりとりはすべて記録させてもらっています。あなたがたのことを警察に訴えるかどうかは、ゆっくりゆっくり考えることにするわ。だから、どうか、ビクビクしながら生活を送ってちょうだい。

　そして、どうぞ、もうお帰りいただいて結構ですよ」

　理香さんは小田さんの手から、オモチャの拳銃を抜き取って、にこりと微笑み、

『お帰りはあちらですよ』とでも言うように、出口を指した。

　皆は蒼白した顔のまま、逃げるようにバタバタと階段を降りていく。

　やがて二階には、私とホームズさん、そして香奈さんと理香さんの四人だけが残された。
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　真古館は、静まり返っていた。

　テーブルに残されたチョコレートの甘い香りが、空間を漂っている。

　理香さんはぼんやりとした様子で窓の外を眺めている。

　その表情はとても切なげだった。

『自分たちはいつ、起き訴そされるのか』そんな恐怖に怯えながら暮らしてもらうという、彼女なりの復讐を遂とげたものの、心は浮かないのだろう。

「……どうして、私は助かってしまったんでしょう。あのまま死んでいたら、こんな思いをせずに済んだのに」

　理香さんは静かに洩らして、そっと窓枠に手を触れた。

　とても切なげな表情に、私の胸も痛む。

　かつての親友、そして恋した二人の男性に殺されそうになったんだ。

　彼女の心の傷は、とても推おし量はかれるものではない。

「――自分は死ぬはずだったのを助かった、何かが自分を殺さなかった、自分にはしなければならぬ仕事があるのだ」

　独り言のようにそう洩らしたホームズさんに、私と理香さんと香奈さんは、戸惑いながら顔を向けた。

「志賀直哉の『城の崎にて』に出てくる一文ですよ。相笠先生、『何か』があなたを殺さなかった。あなたには、しなければならない仕事があるんです」

　そう言うホームズさんに、理香さんの目が開いた。

「このような、最悪な経験を最悪なままで終わらせるか、宝に変えるかは、あなた次第ですよ。願わくはファンの一人としては、錬れん金きん術じゅつを見せてもらいたいものですね」

　にこりと微笑んだホームズさんに、理香さんは苦い表情で目を伏せた。

「ファンの一人だなんて……、キャラもトリックも私のものじゃないわ」

「どんなに魅力的なキャラや、綿密なトリックが素晴らしかったとしても、それを乗せて読ませる文章と構成力がなければ何も始まりません。僕はあなたの書く文章はとても美しいと思いましたし、素晴らしい構成力には唸らされましたよ」

「……清貴さん」

「『クリエイターにとって、すべての経験は糧かてになる』、これは父がよく言う言葉なのですが、このような稀け有うな経験を得たあなたは、間違いなく以前のあなたとは別人でしょう？」

　試すように、それでも笑顔で問いかけたホームズさんに、理香さんは黙り込み、ややあって、ふっ、と頬を緩ませた。

「……ええ、そのお言葉胸に響きました。私は、私の得たこの反へ吐どが出そうな経験を自らの宝に変えて見せます。私は本物の魔女になります。必ず、私の錬金術をお見せしますわ」

　胸に手を当てて不敵な笑みを見せた理香さん――、否、作家・相笠くりす。

　どんな経験も、時に最悪な出来事も、創造者ならばそのすべてを糧にする。

　それこそが、クリエイターの錬金術。

「相笠先生、父の提案とのことでしたが、今日の舞台にこの『真古館』を選んで、本当に良かったですね」

「えっ？」

「過去と決別しつつも融合し、新たに生まれ変わるのに相応しい、美しい場所です」

　そう言ったホームズさんに、相笠先生は目に涙を浮かべつつスカートの裾を持ち、優雅に頭を下げる。

　胸が熱くなるのを感じながら、私たちも頭を下げた。




　その後、作家・相笠くりすは、今回のことをすべて詳細に綴った、フィクションともノンフィクションともつかない作品を世に送り出し、大きな話題となる。

　その後は何かが開花したように、突き抜けた作品を世に送り出していくのだけれど、それは、少し先のお話。

　ちなみにホームズさんの評判はというと……。

　人の口に戸を立てることは難しかったようで、当人の思惑とは裏腹に、その評判は高まり、さらに尾ひれもついていくのだけど――、これもまた、先のお話。
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『お宅で眠っている骨董品等ございませんか？　鑑定・買取いたします』

　学校帰り、バイト先である骨董品店『蔵』に向かい寺町通を下っていると、ふと店先に置かれた看板が目に留まった。

　これはいつも置かれているもので、最近は気にも留めなくなっていたもの。

　だけど思えば、この看板を見たことがキッカケだったんだ。

　私は頬が緩むのを感じながら、立て置き看板にそっと手を触れる。

　ふわりと、暖かい風が、頬を撫でる。

　短い二月はアッという間に過ぎて、暦は三月を迎えていた。

　そう、私がこの『蔵』に足を踏み入れてから、もう一年が経つ。

　……懐かしいな。祖父の遺品をこっそり売って、なんとしても埼玉に帰ろうとしていた、かつての自分を振り返ると、あまりの浅はかさと愚かさに苦いような気持ちになる。

　それでも、あの時の私は、何も周りが見えなくなるくらいにドン底で、必死だったんだ。

　そんな私を救ってくれたのは、ホームズさんだった。

『葵さん、もし良かったら、ここで働きませんか？』

　ここに来たことで、私は本当にどれだけ救われただろう。

　あの時の自分の愚行を思うと、今も反省の念が募るけれど、この店と縁を結べた偶然には、感謝せずにはいられない。

　この看板は、私と『蔵』を結び付けてくれたものなんだ。

　感謝と愛しさのようなものを感じながら、そっと看板を撫でて、すぅ、と息を吸い込み、元気よく『蔵』のドアノブに手をかけた。

「――おはようございます」

　扉が開くと同時に、カランとドアベルの音が優しく響く。

　夕方にもかかわらず、こうして『おはようございます』と挨拶するのにも、すっかり慣れたものだ。

　最初は、『業界人のようだ』と少し抵抗があったものの、職場での『おはようございます』とは、『お早くからお疲れ様です』と自分よりも早くに仕事をしている方への労いの意味もあるそうで、夕方であろうとも不自然な言葉ではないと聞いてから、抵抗はなくなった。

「お疲れ様です、葵さん」

　カウンターで仕事をしていたホームズさんは、私を見てにこりと微笑んだ。

　そんな彼の対面に、一人の少年が立っていて、私は『ん？』と目を凝らす。

　その見慣れぬ少年は、年の頃は十四～十五歳くらい。

　薄手のダッフルコートに、肩から斜め掛けされたシンプルなショルダーバッグ。薄茶の髪に同じ色合いの輪郭のハッキリとした大きな瞳。

　透き通るように白い肌で、唇はほんのり赤い、中性的な美しい少年だ。

　――誰だろう、お客さんなんだろうか？

　首を傾けていると、少年はくるりと振り返って、目を輝かせた。

「ねぇ、清兄、この人が新しいバイトの人？」

　確認するように、ホームズさんに視線を移す。

「ええ、そうですよ」

「はじめまして、僕は滝たき山やま利り休きゅうといいます」

　利休くんは再び私の方を向いて、頭を下げた。

「は、はじめまして、真城葵です」

　私も、よく分からないままに頭を下げる。

　この子のフルネームは、『滝山利休』というらしい。

　――どこかで聞いたような苗字だ。

「葵さん、僕がいない間、この店のお手伝いをしてくれてありがとう」

　天使のように愛らしい笑顔を見せる利休くん。

　なんて可愛い男の子なんだろう、と頬が緩む。

「あ、いえ」

　だけど、『僕がいない間』というのは、どういうことなんだろう？

　そんな私の疑問を察したように、利休くんはにこりと目を細める。

「僕は元々、この『蔵』でバイトをしていたんだ。だけどフランスに留学することになってね。あなたは僕がいなくなって、間もなく『蔵』にやってきたってわけ。だから、僕はあなたの先輩になるのかな」

「せ、先輩」

　つまりは私の前任。自分の前にバイトがいたなんて考えたこともなかった。この店は、忙しいわけじゃないけれど、留守番を必要としていた。オーナーは世界中を飛び回っているし、ホームズさんと店長には厳しいうえに、二人とも本業がある。

『蔵』には、私の前にこの子がいたけれど、留学してしまった。

　だから私が初めて『蔵』に訪れた時、『良かった、実はお手伝いしてくれる人を探していたんです』と、ホームズさんは言っていたんだ。

　そう思えば、私が『蔵』に訪れたのは、本当に絶妙なタイミングだったのかもしれない。

「葵さんのことは、母からも聞いているよ。随分とがんばってくれているとか」

「……母？」誰のことだろう、と私はあらためて利休くんの顔を見詰めた。

　その綺麗な顔立ちと表情が、ふと誰かと重なる。

　私のよく知る女性の姿と、ある言葉が頭を過った。

『そうそう、葵ちゃん、春と言えば、今年の春頃に留学している私の息子が帰ってくるの。仲良くしてあげてね』

「――も、もしかして、利休くんは、好江さんの息子さん？」

　好江さんはたしか『滝山』という苗字だった。

「うん、そうだよ」

　あっさり頷く利休くんの横で、ホームズさんが愉しげに目を細めた。

「ええ、利休は好江さんの息子さんなんですよ。目元や口元が似ているでしょう」

　私は、「はい」と頷いた。

　好江さんの息子なら、きっと美形に違いないとは思っていたけれど、期待を裏切らない美少年だ。全体的に色素が薄めの、まるでボーイッシュな美少女にも見える。

　たしか、高校一年と言っていたから、私より一つ年下。

　利休くんは、どうやら今しがた店に来たばかりのようで、マフラーをゆっくりと外して、椅子に腰を掛け、ホッとしたように息をついた。

「相変わらず、ここは落ち着くなぁ」

「それでは、コーヒーを淹れますね」

「ありがとう、清兄」

　利休くんは、まるで無垢な子どものような笑顔で給湯室へと向かうホームズさんを見送ったかと思うと、ゆっくりと私の方を向いた。

「ねぇ、葵さん」

「はい？」エプロンをつけていた私が顔を上げると、利休くんはぱっちりとした目を潤ませて、少し切なげな表情で顔の前で手を合わせる。

「あのね、清兄は言いにくいと思うから、僕からはっきり言わせてもらうね」

「な、なんですか？」

「僕が帰ってきたから、あなたはもう大丈夫だから」

「えっ？」

「正規のバイトである僕がこうして帰ってきたから、あなたはもう大丈夫なんだよね。というわけで、葵さん、今までありがとうございました。これからはお客さんとして、『蔵』をどうぞご贔ひい屓きに」そう言って、ぺこりと頭を下げる利休くん。

「え、ええ？」

　突然のリストラ宣言に、私は目が泳いでしまう。

　このバイトを辞めたくないと、ホームズさんに家庭教師をしてもらってまで試験勉強をがんばったのは、去年の暮れのこと。

　それなのに、いきなりの解雇なんて。人手さえあれば、もう用なしなんだろうか？

　ショックのあまり立ち尽くしていると、

「――利休、何を言っているんですか」

　ホームズさんが裏から出てきて、呆れたように息をついた。

　トレイは手にしていない。

　まだ準備をしている途中で、私たちの会話が聞こえて出てきてくれたようだ。

　利休くんは、すぐに口元を緩ませる。

「なぁんてね、冗談だよ、葵さん」

「じょ、冗談？」あまりのことに言葉が詰まってしまう。

「ごめんごめん、そんな顔しないで。あらためて、これからよろしくお願いします」

　利休くんは愛らしい笑みを浮かべて、再び頭を下げた。

「……すみません、葵さん。利休は僕の弟のようなものなので、どうにも腹黒くて」

　申し訳なさそうに告げるホームズさんに、

「――は、はぁ。なるほど」としか答えられない。

　コーヒーを淹れている途中だったホームズさんは、再び裏へと入っていった。

「……だけど、半分は本気。だって、あなたはもうすぐ受験生なんだよね？」

「う、うん」

「バイトなんてしている場合じゃなくなるでしょう？　『蔵』のことは僕に任せてもらっていいから、勉強に専念したら？　僕はあなたより、ずっとしっかりやれるよ」

　意地悪な視線を向ける利休くんに、私は返す言葉もなく俯いた。

　利休くんの言うように、たしかに私はもう受験生なわけで……。

　だけど、まだバイトは辞めたくはない。

「――利休、それは葵さんが決めることで、あなたが口を出すことじゃないですよ。それに、葵さんはとてもしっかりやってくれています」

　その時、再びホームズさんがトレイを手に裏から出てきた。

「……それって、僕よりも役立ってる？」

　利休くんはぶすっとした様子で口を尖らせた。

「僕は、人を比べるのは好きではありません。利休は利休、葵さんは葵さんです。何より、今のバイトは葵さんです。どんな理由であれ、もう辞めてしまった利休がとやかく言うのは違うでしょう」と、諭すように言いながらカップをカウンターの上に置き、

「利休がまたすみません」と私に顔を向けて、申し訳なさそうに眉を下げる。

「い、いえ」

「葵さんも、せっかくですからまずは休憩しましょうか」

「は、はい。それでは、失礼します」

　私はいそいそと椅子に腰を下ろすと、隣に座る利休くんの口から「ふぅ」と、ため息が聞こえてきて、私は身を縮めた。

　ううっ、なんだかいたたまれない。

「どうしたんですか、利休」

「えっ？」

「今日は随分と機嫌が悪いですね。何があったのか分かりませんが、これ以上、葵さんに失礼なことしたら許しませんよ」

　ホームズさんはそう言って、にこりと微笑む。

　柔らかな笑顔でありながら迫力が伝わって、私の方がぞくりと背筋が冷える。

　だけど利休くんは、そんなホームズさんの迫力をものともせずに口を尖らせた。

「相変わらず、清兄はお見通しなんだから。ちょっと憂鬱なことを控えててさ」

「憂鬱なこと？」

「うん、今日、ここで父さんと待ち合わせしているんだ」

「利休のお父さんがここに？」

　利休くんは、こくりと頷いた。

　利休くんの父親、それはつまり好江さんの元旦那さんというわけだ。

　以前、好江さんは『年配の男性』が好みで、それがゆえにオーナーの年齢も外見もストライクだったという話をしていたことがあった。ということは……。

「やっぱり、利休くんのお父さんもオーナーのような方？」

　誰に問うでもなく独り言のように疑問を口にした私に、利休くんは首を振った。

「ううん、全然違うよ。母さんより年下」

「と、年下？」

「すぐ仕事を辞めてダラダラする人でね、そのうえ、浮気性っていう、絵に描いたようなダメンズなんだ」そう続けた利休くんに、唖然とした。

「……そ、それで、好江さんは若い男に懲りたとか？」

「それがそういうわけじゃないみたい。母さんはね、早くに父親を亡くしていることから強烈なファザコンで、元々ジジイが大好きだったんだって。でも、若い頃はそんな自分を認めたくなくて誤魔化してたらしいんだよね。ちなみに今は『美魔女』なんて人に言われてるけど、若い頃の母さんは美術オタクの才女で自分を出せないダサくて冴えない人でね。そんなんだから、まったく男っ気がない中、たまたま言い寄ってきた父さんに流されて結婚したんだよ。父さんとしては、母さんが仕事人間だから稼いでくれると思ってたみたいなんだけど」

　サラサラと話す利休くんの横顔を見ながら、私は驚きに言葉が出なかった。

　あの若く美しい好江さんが、元はダサくて冴えなかったなんて……。

「――で、母さんは父さんの甲斐性のなさに愛想を尽かして離婚。それからしばらくして、仕事を通してオーナーに出会ったんだ。オーナーは母さんに会うなり、『お嬢さんは、原石みたいやな。もっと磨いたらダイヤみたいに輝くで』って言ったんだって。

　母さんにとって、オーナーは元々好みだったし、その言葉にもうコロッと参ったらしいよ。その後は、オーナーの見立てとアドバイスで、もうみるみるイイ女になっていってね。幼心にも驚くくらいの変わりようだったんだ」

　利休くんの言葉に、私は「へええ」と少し間抜けな声が出た。

「そ、それじゃあ、好江さんがあんなふうに美しくて快活な人になったのも、オーナーと出会ってからなんだ？」

「そう、母さんはオーナーに会うまで、がんじがらめに生きてきた人だったんだって。それがオーナーに出会って、自由に生きながらも、皆に支持されて愛される様子を見ていてね、『ああ、こんなふうに生きてもいいんだ』って、開眼したみたいだよ」

「か、開眼」

　なるほど、才女と言っていたくらいだ。勉強をがんばり、親の期待を背負ったりしていたのかもしれない。かと思えば、駄目な男に引っかかって、結婚に失敗して。

　そのことで、親にも迷惑をかけてしまって……きっと自分を責めて生きてきたんだろう。

　そんな中、あの自由すぎるオーナーに出会って、『こんなんでもいいんだ！』って、何かが弾けたんだろうな。

「だけど、利休くんは、お母さんに彼氏ができて嫌じゃなかったの？」

「それはまったく。まだ僕もすごく幼かったのもあって、なんの疑問も感じなかったんだよね。オーナーは優しいし、母さんは綺麗になるし、何より、清兄っていうお兄ちゃんもできたことが、嬉しくて仕方なかったから、良いことずくめに感じてたっていうか」

「そっかぁ」と私は頷いた。

　そんなものなのかもしれない。

　利休くんの話を聞いて、今まで少し疑問に思っていたことが、解消された気がした。

「……利休のお父さんは、たしか、東京にお住まいなんですよね？」

　確認するように問うホームズさんに、利休くんは「そう」と頷く。

　まるで利休くんの父親のことを、よく知らないような口ぶりだ。

「ホームズさんは、利休くんのお父さんにお会いしたことはあるんですか？」

「いえ、まだ会ったことがないんです。話にしか聞いていなくて」

「僕だって会うのは三年ぶりくらい。電話は時々くるから話してはいるんだけどね。ただ、父さんの父親、つまり僕のじいさんが、京都に住んでるんだ」

「ああ、そういえば、利休のお祖父様は、北区にお住まいって話でしたよね」

「そう、鷹たかが峯みねの豪邸に住んでる金持ちじいさんだよ。これまた三年くらい会ってないけど」

「ということは、利休くんのお父さんは、実家に帰省するのに京都に？」

　私の問いに、利休くんは首を振った。

「ううん、父さんは愛人の子だから、京都が実家ってわけじゃないんだよ」

「あ、そうなんだ、ごめんなさい」申し訳なさに身を小さくすると、

「別に気にしないで。僕のじいさんも変わり者でね。奥さんに先立たれたあと、再婚せずに、何人かの愛人に子どもを産ませているんだ。認知もしっかりして、養育費や教育費もかなり払ってくれてたみたいで、父さんは何不自由なく育ったみたい。で、仕事するのが大嫌いなダメ男に成長したみたいだけど」

「そうでしたか、それは初耳でした」と、ホームズさんは、静かに相槌をうつ。

「そりゃあ、清兄に父さんの話をあんまりしたことがなかったから。仕事嫌いで、浮気性な父親なんて、あまり自慢できる話じゃないし」

　さらりと言う彼に、私たちは返答に困って相槌をうつと、利休くんは「でもね」と少し可笑しそうに目を細めた。

「離婚の決め手は、働かないことでも、繰り返される浮気でもなかったんだよね」

「えっ？」

「母さんは『夫に合った良い仕事が見付からない間は、その分私が稼げばいい』とか、『多少の浮気は男の甲斐性』とか思ってたみたいで」

「それでは、何が離婚の決め手に？」

「浮気相手の女性に金をせびっていたことらしいよ。『こんなみっともない男はいらない』と思ったとか。母さん、基本的に男気のある人が好きなんだよね」

「ああ、なるほど。好江さんらしいですね」とホームズさんは、相槌をうつ。

「……それは、オーナーにぞっこんなはずですね」

　私は圧倒されながら、大いに納得して頷いた。

「それで、利休のお父さんは、好江さんと別れたあとは何を？」

　顎に手をついて尋ねるホームズさんに、利休くんは首を捻った。

「――さあ、僕もよく分かんないんだ」

「えっ、でも、電話でお話はしているんだよね？　近況とか聞かないの？」

「父さんはとにかく僕の近況を聞きたがるから、僕が一方的に話すだけで、父さんは自分のことは話さないしね。それに『父さんは今、ヒモをしてるよ』なんて聞きたくないから、聞かないし」

　利休くんは冷ややかに言ってコーヒーを口に運ぶ。

　まあ、たしかにそんな近況は聞きたくない。

「……もしかして、利休は、お父さんに僕の話も？」

　ぽつり、とホームズさんは低い声で尋ねた。

　口元には笑みを湛えているけれど、目は笑っていない。

「もちろん。っていうか、話題の八割は清兄の話だよ。僕の自慢の清兄だからね。ついつい清兄の話になると長くなっちゃって」

　利休くんは顔をパァッと明るくさせたものの、それとは反比例してホームズさんの顔からは表情がなくなっている。

「……この店で会うことにしたのは、どうしてですか？」

「えっ、だから、いつも僕が絶賛する清兄に会ってみたいからって」

　屈託なく微笑む利休くんに、ホームズさんは額に手を当てた。

「……利休」

　ホームズさんが何かを言いかけたその時、『蔵』の扉が開き、カラン、とドアベルの音が店内に響いた。

　振り返ると、そこにはスーツを着た男性の姿。年は四十代くらい。薄茶色の髪はふさふさで顎にはお洒落鬚、彫りが深めで、少し垂れ目。イタリアっぽい雰囲気の、まるで映画俳優のように男前な、中年男性だった。

「利休、パパだよ！」

　カウンターに座る利休くんの姿を確認するなり、バッと両手を広げた彼に、

「……ああ、うん。父さん、久しぶり」利休くんは、簡単に会釈をした。

　そんな二人の温度差を前に、ホームズさんは少し可笑しそうに口角を上げて、すっくと立ち上がった。

「はじめまして、家頭清貴と申します。利休くんとは仲良くさせてもらっておりまして」

　頭を下げたホームズさんに、利休くんのお父さんは「おお」と目を輝かせた。

「君が『清兄』こと清貴くんか。いや、利休から聞いた通り、シュッとした男前だなぁ。

　利休がいつもお世話になっております。父の桐きり嶋しま左さ京きょうです」

　歩み寄って、ホームズさんと握手を交わす、利休くんのお父さん。

「利休さんのお父さんって、『左京さん』と仰るんですね。素敵なお名前ですね」

　そう洩らした私に、左京さんは嬉しそうにこちらを見た。

「ありがとう。俺の名前も利休の名前も、父がつけてくれたものでね。ああ、君は新たなバイトの『葵さん』だね。はじめまして、いつも利休がお世話になってます」

　と、今度は私に握手の手を差し伸べた。

　どうやら、利休くんはお父さんに私の話までしていたようだ。

　一体なんて伝えていたんだろう。少し怖い気がする。

「は、はじめまして、真城葵です」戸惑いながら握手を交わしている私の横で、

「別に葵さんには、世話になった覚えはまったくないけどね」

　利休くんがぽつりと零していた。




　――その後、ホームズさんはあらためてコーヒーを淹れ、左京さんはカウンターでカップを口に運び、美味しそうに目を細めた。

「いやぁ、君の淹れたコーヒーは美味いと聞いていたけど、本当に美味いなぁ」

　明るくそう言ったかと思うと、今度は私を見て、

「葵ちゃんの目はとてもキラキラとしているね。きっと真っすぐな子なんだろうなぁ」

　と、屈託のない笑顔を見せる。

『仕事をしたがらないダメンズ』というイメージから、もっと、ダラダラした人なのかと思ったけど、明るくて快活な人で戸惑ってしまう。

　何より終始人懐っこい笑顔で、口から出るのは褒め言葉ばかり。

　人を不快にさせない、優しい雰囲気。

　自分の周りにどこか壁を作っているような利休くんとはうって変わって、こちらはまったく壁を感じさせない人だ。

「――なるほど」

　ホームズさんはコーヒーを飲みながら独り言のように洩らして、小さく笑った。

「ん？　どうかしたのかな？」小首を傾げる左京さんに、

「いえ、人の懐にスッと入ることができる、魅力的な方だと思いましてね」

　ホームズさんはどこか納得したように頷いた。

　その姿に、私もホームズさんの考えていることが、なんとなく分かった気がした。

　かつては地味で冴えなかったという好江さんは、きっと人一倍警戒心が強かったはず。

　何より、好江さんは若い男性が根本的に『好み』ではなかったんだ。

　そんな彼女が、若くて働かない男と結婚したということが、どうにも腑に落ちなかったのだろう。だけど、今、こうして左京さんに会って、どうして好江さんが懐柔されたのか、理解したに違いない。

　きっと左京さんは、好江さんの懐に入り、終始明るく好江さんを褒め、感謝の言葉を伝えてきたのだろう。

　母性本能が強い好江さんは、そんな夫を当時は息子のように感じていたのかもしれない。

「…………」

　こういうのを『ジゴロ』というのだろうか？

　左京さんはもしかしたら、人を惹きつける天性の気質を持っているのかもしれない。

「でさぁ、父さんは何をしに京都に来たの？　まさか、本当に僕と清兄に会いたかったってだけじゃないでしょう？」

　今まで黙って父親のお喋りを聞いていた利休くんが頬杖をついて、痺れを切らしたように尋ねた。口調は明るめだったものの、いつまでも本題に入らないことに、少しイラついていることが伝わってくる。

「いやいや、利休と清貴くんに会いたかったのは本当だよ。ただ、京都に来たのは、親父に呼ばれたからなんだ」

「じいさんに？」

「ああ。そして、利休、お前も呼ばれているんだ」

「僕も？　どうして？」

　利休くんは自分を指差して、ポカンと口を開いた。

「俺や利休だけじゃなく、他の息子たちも呼んだみたいだよ。今日あたり、利休の家にも正式な招待状が届くと思う」

「えっ、何それ、怖いんだけど」

　露骨に眉根を寄せた利休くんに、左京さんも同感とばかりに頷く。

「俺もだよ。あまり稼いでいないデイトレーダーだから、会いたくないんだよなぁ」

　どうやら、左京さんは個人投資家のようだ。

「そのうえ、親父が妙な条件を出してきてね」

「妙な条件？」

「『自分の目に自信がない者は、鑑定士を同行させても良い』って、言うんだよ」

「はっ、何それ」

　利休くんは目を丸くして身を乗り出した。

「俺にもよく分からないんだけど、おそらく鷹峯の屋敷にはたくさんの美術品があるから、その価値を説明してくれる人がほしいんじゃないかな」

「それで、その価値を説明できる自信がない参加者は、鑑定士を同行させるってわけ？　やっぱりわけが分からないんだけど」

　利休くんは怪訝な表情を見せて、大きく息をついた。

「ねぇ、それ、どうしても行かなきゃダメかな」

「……俺が君に仕送りしている学費は、すべて親父が出してくれてるものだしねぇ」

「だよねぇ。じいさんには世話になってるからなぁ」

　利休くんは、参ったとばかりに額に手を当てる。

「大体さぁ、その、『鑑定士同行ＯＫ』って、そもそも何？」

「さあ、俺もわけが分からないんだけど、そもそも俺は自分の目に自信があるわけじゃないし、鑑定士に同行してもらいたいと思っていてね。それで、清貴くんに同行をお願いできたらと思ったんだ。もちろん、これは君を一流の鑑定士と見込んでの正式な『依頼』で、できる限りのお礼はしたいと思っている。

　――清貴くん……いや、家頭先生、どうか引き受けてもらえないでしょうか」

　左京さんは、ホームズさんに向かって、深々と頭を下げた。

　ホームズさんは少し黙り込んだかと思うと、小さく息をついて笑みを見せた。

「分かりました。お引き受けします」

　ホームズさんがすんなり了承したことに、私と利休くんは驚いて顔を見合わせた。

「えっ、清兄、本当にいいの？」

「ええ、僕もなぜ、『鑑定士を同行させても良い』ということを言い出したのかが気になりますし、何より利休のお祖父様にお会いしてご挨拶したいです」

　優しく微笑むホームズさんに、利休くんは嬉しそうに口元を綻ばせる。

「清兄、ありがとう」

「いえいえ」

　本当にこの二人は兄弟のようだ。

「良かったね、利休くん」

　微笑ましさに頬を緩ませながらそう言った私に、利休くんは「うん」と頷く。

「ねぇ、そうだ。せっかくだからさ、葵さんも一緒においでよ。屋敷にはたくさんの美術品があるし、勉強になると思うよ」

「えっ、私も？」

「いいよね、父さん」

　戸惑う私をよそに、左京さんが強く頷いた。

「ああ、もちろん。ホームパーティのようなものだと思うし、たくさんの方が楽しいし。そう思うよね、清貴くん」

　返答を求めた左京さんに、ホームズさんは「ええ」と頷く。

「左京さんがそう言ってくれていることですし、利休が言うようにその屋敷には素晴らしい美術品が数多くあるに違いありません。とても勉強になると思いますよ。葵さん、ぜひ一緒に行きましょう」笑顔でそう続けるホームズさん。

　なるほど、ホームズさんは、屋敷に美術品がたくさんあると踏んで、すんなり引き受けたのかもしれない。

　彼が快諾した理由に想像がついた私は、「はい」と頷いた。




　利休くんと左京さん父子が店を出て行ったあと、ホームズさんはご機嫌な様子で、カウンターに残されたカップをトレイに載せていた。

「――ホームズさんが快諾したことが意外だったんですが、それはやっぱり、利休くんのお祖父さんの家にたくさんお宝がありそうだったからですか？」

　布巾を手にカウンターを拭きつつ尋ねると、ホームズさんは、ふふっ、と微笑んだ。

「それももちろんですが、それだけではないんです」

「利休くんのお祖父様に会ってみたかったからですか？」

「まぁ、それも理由の一つではありますが、何より今回僕は、『鑑定士』として、依頼されたわけですから」

　そう言って、ホームズさんは眩しいばかりの笑みをこちらに向ける。

　私はすべてが腑に落ちた気がして、「なるほど」と大きく頷いた。

　そうか、ホームズさんは『探偵』として頼まれごとがあった時は、あれこれとゴネるけれど、『鑑定士』として依頼されることは嬉しいわけだ。

「まだ見習いなので力不足かもしれませんがね」

　トレイを手に、少し嬉しそうに裏へと入っていく。

　ホームズさんのこと、随分分かったつもりでいたけれど、まだまだ分かってないこともあるんだなぁ。

　カウンターを拭き終え、背を伸ばしながら私は小さな笑みを浮かべた。





２






　そうして、翌週の日曜日、午前十一時。

　利休くん父子含む私たちは、一度『蔵』で待ち合わせて、ホームズさんの運転する社用車に乗って御池の地下駐車場から、北区へと向かった。

　運転席にはホームズさん、助手席に私。後部席には利休くんと左京さんが座っていた。

「いやぁ、ジャガーか。清貴くん、若いのに渋めのいい車に乗ってるんだね」

　興味深そうに車内を見回しながら言う左京さんに、ホームズさんは苦笑した。

「いえ、これは祖父の車でして、ほとんど使わないことから『蔵』の社用車と化しているんですよ。僕自身は、ＭＩＮＩが好きなんですが」

「へぇ、社用車がジャガーって、すごい骨董品店だなぁ」

　しみじみと洩らしたその言葉に、『たしかに』と私は思わず笑ってしまう。

「まぁ、『蔵』のメンバーは、美意識の塊みたいなところがあるからね」

　利休くんは窓の外を眺めながら、少しけだるげにそう答える。

　父親とはうって変わって、こちらはテンションが低い。

　やはり、どうにも気乗りしないようだ。

　自分のお祖父さんに会うのに、こんなに憂鬱そうだなんて、一体どんな人なんだろう。

「おいおい、利休、なんだそのだるそうな感じは。元気出していこうか」

　バンッと利休くんの背を叩く。

「ちょっと、そのテンションやめてくれないかな」

　利休くんは露骨に不機嫌そうな声を上げて、息をついた。

「そうだ、清貴くん、屋敷に向かう前に絶対に寄ってもらいたいところがあるんだ」

　息子の低いテンションをスルーして、左京さんは勢いよく身を乗り出した。

　勢いが良すぎて、体にシートベルトが食い込んでいる。

「……絶対に寄ってもらいたいところ、ですか？　時間は大丈夫なんでしょうか」

「ああ、約束は午後二時だから、時間はたっぷりあるんだよ。俺も久々に京都観光したくてさ」と、左京さんは紙袋からガイドブックを取り出し、

「行きたいところはいろいろあるんだけど、あそこだけは何が何でも絶対に行きたいんだよ。たとえ嵐になっても行きたいと思ってたんだ」

　ページをパラパラとめくりながら、うんうん、と頷く。

「……一体、どこに行きたがってるの？　いくらなんでも、鷹峯と逆方向なら清兄だって困るんだからね」

「大丈夫、方向は一緒だよ」と、大きくページを開いて、

「ここに行きたいんだ」と、ある神社の写真を指して、白い歯を見せた。

「――ああ、そこなら行きやすいですね」

　ホームズさんは停車時にちらりとガイドブックを見て小さく頷き、信号が青になったことを確認して、再びアクセルを踏んだ。

　そのまま車は堀川通を北上し、北大路と交差したところで、西へと曲がり、またすぐに北へと曲がる。

　そうして車は、左京さんが『絶対に行きたい』と言っていた神社の駐車場に入った。

『今いま宮みや神社』という看板が目に入る。

「左京さんの、『絶対に行きたいところ』って、この神社ですか？」

　もしかしたら、有名な神社なのかもしれないけれど、私は初めてだ。

「そう、ここに絶対に来たかったんだ。さぁ、行こう」

　左京さんは車から降りて、弾んだ足取りで歩き出す。

　私たちも車から降りて、左京さんの後を歩く。

「この、『今宮神社』って、そんなに有名なんですか？」

　とホームズさんを見やると、彼は「ええ」と頷いた。

「ある意味、とても有名ですね」

「ある意味？」

　境内に向かいのんびり歩いていると、参道から芳ばしいような香りが漂ってきた。

「――あ、なんだかいい匂い」

「あぶり餅の白みそだれの香りでしょう」

「あぶり餅？」

　参道には、『今宮名物　あぶり餅』という暖簾のれんとともに、『あぶり餅屋』が軒を連ねていた。炭火で餅を炙あぶり、白みそだれをつけている。

　甘く芳ばしい香りが漂っていて、目尻が下がる。

「美味しそうですねぇ」

「ええ、『あぶり餅』は今宮神社の名物で、とても美味しいですよ。時間はあるということですし、参拝を終えたら食べましょうか」

「はい、お餅大好きなんで、嬉しいです。あっ、もしかして、左京さんは今宮神社でこのあぶり餅を食べたかったんでしょうか」

　あぶり餅を焼く様子を眺めながら尋ねると、

「いえ、違うと思いますよ」ホームズさんがさらりと答えて、首を振った。

「へっ、違うんですか？」

　拍子抜けしながら境内に入り、私は「わぁ」と目を開いた。

　朱色が鮮やかな楼門に、朱色の橋、風格のある大きな社殿の他に、小さな社が周りを囲んでいる。

「敷地はさほど大きくないですが、華やかで立派な神社ですね」

「ええ、ここも平安時代からある歴史の深い神社です。元々は無病息災や健康長寿にご利益がある神社として知られていたんですが……」

　ホームズさんがそこまで話したとき、少し前を歩いていた左京さんが勢いよく振り返り、

「ここは『玉たまの輿こし』神社として知られているんだ」と目を輝かせながら続きを言った。

「玉の輿神社？」

　想像もしていなかった、ご利益に声が裏返る。

「本当ですか、ホームズさん」

　すぐにホームズさんに視線を移すと、彼はこくりと頷いた。

「ええ、かつてこの神社の氏子に、お玉という八百屋の娘がいました。そのお玉はやがて、徳川三代将軍・家いえ光みつに見初められ、側室となり子どもを授かりました。

　やがて、その子が後の五代将軍となる綱つな吉よしで、お玉は将軍の生母・桂けい昌しょう院いんになったわけです。このことが『玉の輿』という言葉の起源ともいわれています。この神社には、お玉のようになれるようにと、『玉の輿お守』も売っていたりするんですよ」

「京都に来ることがあったら、絶対にここに来てお祈りしたいと思っていたんだ。なんとしても『逆玉』に乗りたくてね」

　曇りのない笑顔で言う左京さんに顔が引きつる。

「葵ちゃんもしっかり詣っておいた方がいいよ。まだ若い君は、無限の可能性を秘めているわけだからさ。ああ、お金持ちの青年なら何人か知っているから紹介してあげようか？　こう見えても、顔だけは広くてね。君が玉の輿に乗った暁には、よしなに頼むよ」

　左京さんはポンッと私の肩に手を乗せると、

「――左京さん、まだ高校生の葵さんに、何を言い出すんですか」

　今度はホームズさんが、左京さんの肩に手を乗せた。

「い、痛い痛いよ、清貴くん。肩に指が食い込んでるよ。冗談、冗談だから」

「ああ、失礼いたしました」

　ホームズさんがスッと手を離すと、左京さんは逃げるように足早に社殿に向かった。

「……清兄、ただの冗談なのに、なにをムキになってるの？」

　冷ややかに問う利休くんに、どきん、と私の鼓動が鳴った。

「別にムキになんてなってませんよ」

　にこりと微笑むホームズさんに、利休くんは「ふぅん」と頭の後ろで両手を組む。

「ま、いいけど、別に」独り言のように洩らして歩き出す。

「ここは厄除けのご利益もあるので、詣りましょうか」

「はい」

　そのまま、皆で参拝し、境内の中ほどにある『阿あ呆ほ賢かしさん』という石の元に向かった。

　この石は病気平癒の願いを込めて持ち上げ、その時に軽く感じたならば叶うという『重軽石』でもあるそうだ。

　石を撫でたり、持ち上げたりし、左京さんが、『玉の輿お守』を買ったあと、私たちは東門から境内を出て、参道にある『あぶり餅』の店に入った。

「――お待たせしました、ごゆっくり」

　店員さんがあぶり餅と急須と湯呑が載ったお盆を置いてくれる。

『あぶり餅』は、しなるほどに細い竹串の先に一口サイズの柔らかな餅をつけて、炭火で芳ばしく焼き、それに白みそだれをつけたものだ。

　いただきます、と竹串を手に取って、ぱくり、と口に運び、

「んんっ」

　美味しさに、目が細くなる。

「おお、美味いな」と左京さんも嬉しそうに口に運んでいる。

　一口サイズの餅は表面が薄くカリッと焼けているものの、中はとても柔らかく、白みそだれがほんのり甘くてたまらない。いくらでも食べられそうな感じだ。

「なんだか、懐かしいね、清兄」

「ええ、何年か前に『やすらい祭』に来たとき以来ですね」と、微笑み合う二人に、

「やすらい祭？」と私は首を傾けた。

「ええ、四月の第二日曜日に開かれるここのお祭りでして、生花で飾られた大きな花笠が並び、鬼たちが笛や太鼓のお囃子に合わせて踊るという、厄疫除けのお祭りなんです。

『太うず秦まきの牛うし祭まつり』、『鞍馬の火祭』とともに『京の三さん奇き祭さい』のひとつとされているんですよ」

　いつものように説明してくれるホームズさんに、「へぇ」と私が相槌をうっている横で、左京さんが目を丸くしていた。

「利休に聞いてはいたけど、清貴くんは本当に物知りなんだね」

「いえいえ、僕の知識は恐ろしく偏っていますので」

「へぇ、そうなんだ。でも、物知りな人ってそんなものだよね。言い方は悪いけど、『専門バカ』っていうのか」

「ええ、そうなんですよ」

　にこやかに話すホームズさんと左京さんを見守りながら、

　偏って、る……？

　私と利休くんは顔を見合わせて、小首を傾げた。




　今宮神社前で『あぶり餅』を食べた私たちは、そのまま近くのレストランでランチをし、時間を見て、鷹峯の屋敷に向かうこととなった。

「鷹峯というと、前に行った『源光庵』の方ですか？」

　助手席で尋ねた私に、ホームズさんは小さく首を振った。

「ええ、近くではありますが、利休のお祖父様が住まわれる屋敷は、衣笠……金閣寺よりも少し北の方にあるそうです」

「衣笠……」

　たしか秋人さんが昔、衣笠に家族とともに住んでいたと話していた記憶がある。

　京都市内において、高級住宅地といわれる地区のひとつだ。

　北大路通が西大路通と交わる前に、北へと曲がると、それは閑静な住宅地が見えてくる。

　いずれも家が大きく、庭も広めで、京都の景色とは思えない。

「――ああ、あそこですね」

　ホームズさんの視線の先には、一階が和邸で、二階が洋館となっている不思議な造りの屋敷があった。

「とても素敵ですけど、変わってますね」

「青森の盛せい美び園えんを彷彿とさせますね」

　頷くホームズさんに、左京さんが「おっ」と目を輝かせて身を乗り出した。

「さすが、分かってるねぇ。親父は大胆な和洋折衷を実現した盛美園の屋敷に心を奪われて、それを真似たらしい」

「じいさんは、欲張りなんだよね。和も洋も捨てられなかったみたい」

　そう続けた利休くんに、ホームズさんは「なるほど」と相槌をうった。

「それで、車は屋敷前の駐車場で大丈夫ですか？」

「うん、大丈夫。弟たちの車もあるみたいだし」

　左京さんはすでに駐車場に停まっている二台の車を見やった。

　一台は黒塗りのベンツ、もう一台は白の国産ハイブリッドカーと、車を見ただけで対照的な兄弟であることを窺わせた。

　青森の盛美園を思わせる和洋折衷な屋敷をとり囲む庭は、完全な日本庭園だった。

　続く飛び石の上を歩きながら、庭園を見渡す。

　梅や桜の木々と、岩で囲った池。

　その向こうには見事に描かれた石庭も見える。

「――これは見事ですね。まだ寒い季節を最大限に生かされた、美しい庭です」

　ホームズさんは歩きながら、熱っぽくそう告げた。

「うん、じいさんも家頭家に負けないくらい美意識の塊みたいな人だからね」

　ぽつり、と利休くんは零す。

「……あなたに、『利休』という名を授けたほどですからね」

　千せんの利り休きゅうは、茶の湯を芸術の域にまで高め、美意識を研けん鑽さんした茶人ということで知られている。

　奥さんに先立たれたあと、三人の女性に子どもを産ませながらも自らは今も独身で、美意識の塊のような人ということは、利休くんのお祖父さんは好色で偏屈な人なんだろうか？

　屋敷の前には『斎藤』という立派な表札が掛けられている。

　苗字は『斎藤』なんだ……。

　表札を眺めてそんなことを思っていると、スーツを着た中年男性が姿を現し、私たちと視線を合わせたあとに、頭を下げた。

「お待ちしておりました。どうぞこちらへ」

　と、私たちを屋敷の中へ誘導すべく歩き出す。

「あの人は、ここの執事なんだ」

　利休くんは靴を脱いで壁の靴棚に入れて、スリッパを履きながらそう言った。

　執事がいるなんて、すごいなぁ、と私も感心しつつスリッパを履いて、屋敷に足を踏み入れる。

　光るほどに磨かれている廊下の床。

　縁側から石庭を見渡すことができて、格式の高い社寺を思わせる。

　隙のない緊張感に包まれた屋敷に、自然と背筋が伸びるようだ。

「いやぁ、鈴木くん、久しぶりだね。親父は元気？」

「はい、とてもお元気ですよ」

　そんな中、左京さんはにこやかに語り合いながら、執事の鈴木さんと長い廊下をゆったりと歩く。

　どうにも気の抜けた人だと思っていたけど、左京さんは意外と大物なのかもしれない。

「――こちらでお待ちください」

　通されたのは、一階突き当たりの応接室。

　和洋折衷なこの家は、一階が和邸、二階が洋館となっているけれど、一階突き当たりのこの部屋は洋風となっていた。

　暗褐色の革張りのソファーに、こげ茶色のテーブルにチェスト。壁には暖炉を挟むようにして、長方形に長い窓が並び、玉虫色のカーテンが綺麗にまとめられている。

　美しく整然としているというのに、美術品がひとつもないことが、意外に感じた。

「やあ、兄さん」

　私たちを見るなり立ち上がったのは、ソファーに座っていた二人の中年男性。

　一人は四十代くらいで、とても大柄。

　背が高く肩幅も広く顔は四角く、とてもガッチリとした印象だ。

「久しぶりだね、司つかさ」

　彼はどうやら『司』という名前らしい。

「兄さん、お久しぶりです」

　続いて頭を下げたのは、司さんとはうって変わり、眼鏡をかけたほっそりとした男性。

　年は三十代半ばか後半で、とても頭の良さそうな雰囲気だ。

「和かず彦ひこも変わらないね」

　ほっそりとした彼は、和彦さん。

　司さんと和彦さんの二人は、左京さんの弟なのだろう。

　異母兄弟のためかまるで似ていない。

　そんなことを思いながら、私は和彦さんの隣にいる女性に視線を移した。

　彼女は、おそらく和彦さんが連れてきた鑑定士なんだろう。

　年齢はおそらく三十代前半。ウェーブがかった栗色の長い髪をひとつにまとめ、シンプルな黒いワンピース、センスの良いネックレスと、都会的で洗練されている大人の女性という印象の、とても美しい人だ。

　そんな彼女はホームズさんを見るなり、「あら」と目を開いた。

「清貴じゃない、お久しぶりね」

　すっくと立ち上がってホームズさんの元に歩み寄る。

「慶けい子こさん、お久しぶりです。帰国されていたんですね」

　ホームズさんは胸に手を当ててスッと頭を下げた。

「ええ、一時的にね。またすぐにニューヨークに戻るんだけど、たまたま帰国している時に、和彦さんに依頼されてここに来たの。それより清貴、会えてうれしいわ」

　彼女はホームズさんの肩に手を乗せて、ごく自然に頬にキスをし、ホームズさんも軽くキスを返した。まるで、外国映画のようなキスの挨拶に呆然としてしまう。

「葵さん、彼女は、藤ふじ原わら慶子さんといいまして、ニューヨークの美術館でキュレーターをされているんです」

　キュレーターとは、日本でいうところの『学芸員』のようなもの。

　ドギマギしながら、私はすぐに頭を下げた。

「は、はじめまして、『蔵』でアルバイトをしています、真城葵です」

　この人が、和彦さんの連れてきた鑑定士。

　そして、司さんは――？

　司さんの隣に誰もいないことを、不思議に思っていると、

「お久しぶりです、司おじさん。ねぇ、おじさんは、鑑定士を同行させていないの？」

　同じことを疑問に思っていたらしい利休くんが、司さんにストレートに尋ねた。

「俺には自分自身が、心から信用できて依頼できる鑑定士の知り合いがいなくてね。その代わり、鑑定士の資格はないけど、鑑定士に負けない『目利き』が知り合いにいるから、その彼に頼んだんだ。今こっちに向かってくれているよ」

　司さんは、笑顔で腕を組んだ。

「鑑定士に負けない目利きかぁ。なんて名前？」

「田た中なか博ひろ司しだよ」

「タナカヒロシさん。一般的な名前すぎて、聞いたことがあるのかないのか分からないや」

　肩をすくめる利休くんに、司さんは愉しげに笑っていた。

　私がなんとなく二人に目を向けていると、和彦さんが歩み寄ってきた。

「あなたは、葵さんでしょう？　お会いしたことあるんですが、私のことを覚えていますか？」

　そう言って、和彦さんは眼鏡の奥の目をにこりと細める。

　会ったことがある？　どうしよう、全然覚えていない。

　言葉を詰まらせる私に、ホームズさんはふふっと笑った。

「去年の秋に開かれた、柳やなぎ原はら先生の誕生日パーティの席ですよ。和彦さんは大変な美術品愛好家でもありまして、柳原先生とも懇意にしているんです」

　その言葉に、私は「ああ」と強く頷いた。

　嵐山近くの柳原邸で開かれた誕生日パーティ。

　思えばあの時、たくさんの人が来ていた。

　その中に、和彦さんがいたようだ。

「年配者や美術関係者が多く集まった柳原先生の誕生日パーティで、あなたたちご一行はとても目立っていましたからね。可愛らしいだけの女子高生さんかと思ったら、真贋判定ゲームで、見事な鑑定眼を披露された。いや、本当に素晴らしかったですよ、こんな女子高生がいるなんてと感動しました。先が楽しみですね」

　力強く言って握手の手を差し伸べてくれた和彦さんに、私は恥ずかしさに頬が熱くなるのを感じながら、その手を取った。

「あ、ありがとうございます」

「私は会計士をしているんですが、オフィスは趣味の場になっていましてね。たくさんの美術品を展示しているんです。今度、ぜひ、オフィスに遊びに来てください。いろいろなお話をしましょう。将来を担う若い目利きにぜひ見てもらいたい」

　握手の手を離さずにそう続ける和彦さんに、

「ええ、ぜひ、僕も一緒に行って、お話をうかがいたいです」

　ホームズさんが、割って入るように顔を出した。

「……清貴くんに教えられることは、何もないですよ」

「いえいえ、僕はまだまだ見習い鑑定士です。ぜひ、僕も一緒に行って、和彦さんのコレクションを愛でながら、お話を聞けたらと」

「ああ、まあ、そういうことでしたら、ぜひ、お待ちしておりますよ」

　和彦さんは微笑んで会釈し、

「それじゃあ、また」と私たちに背を向けた。

　和彦さんが離れるなり、ホームズさんはくるりと私の方を向いた。

「――葵さん、常々、思っていたんですが」

「は、はい」思わぬ厳しい目に、気け圧おされる。

「あなたはどうにも自覚が足りないです。どうかお気を付けください」

「えっと、気を付けるって、何をですか」

「……ですから、そういうところですよ」

　ホームズさんは素っ気ないような口調で言って、私に背を向けた。

　不機嫌にも思えるホームズさんの態度に戸惑い、呆然としていると、利休くんが『やれやれ』という様子で肩を上下させた。

「ねぇ、葵さん、何か勘違いしてないよね？」

「か、勘違い？」

「あなたはオッサンが大好物な『女子高生』だから、気を付けろって言っただけだから」

「あ、ああ」そういうことか。

　ようやく納得して相槌をうっていると、

「清兄って、優しくて紳士的だから、側にいる女はみんな『自分が特別』って勘違いするんだよね。僕にはそれがムカついて仕方ないよ。『お前なんて釣り合わないから、勘違いしてんなよ』って、いつも思っちゃうんだ。ああ、別に葵さんがそうだと言ってるわけじゃないけど」

　利休くんはそう言って、にこりと微笑む。

「…………」

　いやいや、私に言ってるよね、それ。

　心配しなくても、勘違いなんてしてないんだけど。

　いや、恥ずかしながら、私も過去に一度、勘違いしかかったのはたしかだから、それについては強く否定はできないけれど。

　でも、今はちゃんと分かってる。自分が特別ってわけじゃない。

　どこか特別なところがあるとしたら、同じ『蔵』で働いている『同士』であり、『師匠と弟子』という間柄なくらいだ。

　それにしても……。

「利休くんは、ホームズさんが誰かと付き合うのが嫌なの？」

「まさか、そんなことは決してないよ。ただね、僕にとって清兄は憧れそのものだから、そんな清兄に相応しい人に側にいてほしいんだ。あなただって憧れの俳優が、残念な人と結ばれたらがっかりするでしょう？」

「ま、まぁ」

　たしかに、憧れの人のお相手が残念な人だったら、がっかりするけれど。

　つまり、ホームズさんに釣り合う才色兼備ならば、利休くんも文句はないわけだ。

　そんな話をしていると、慶子さんが「あら」と声を上げた。

　どうやら、暖炉の縁飾りを熱心に見ていて、何かを見付けたようだ。

「どうかされました？」と、ホームズさんは、慶子さんの元に歩み寄って尋ねる。

　私たちもつられるように暖炉へと向かった。

「あ、ううん、たいしたことじゃないんだけど、ここ見て」と、中央の文様を指す。

　それは、文様と言うより、家紋だ。円の中に葉が描かれている。

「ああ、これは、『丸に下がり藤』の家紋ですね」

『丸に下がり藤』という家紋。その模様は一見『葉は』のようで、『藤ふじ』には見えない。

「うちの家紋も、これと同じなのよね」

　家紋を見ながら言う彼女に、ホームズさんは「ああ」と頷いた。

「藤原家と斎藤家に多い家紋のようですよ」

「へぇ、そうなんだ。ここは『斎藤家』だものね」

　慶子さんは「清貴はさすがねぇ」と相槌をうちながら、背を伸ばした。

「家頭家の家紋って、どんなのなの？」

「うちは三つ巴ですよ」

「それは、『家頭家』に多い家紋なのかしら？」

　いたずらに尋ねる慶子さんに、ホームズさんは可笑しそうに口角を上げた。

「それは分かりませんが、神社に多いという話です」

「なるほど、君の鋭さは陰陽的なものだったりして？」

「まさか」と、愉しげに笑うホームズさん。

　とても仲が良さそうだ。入り込めないような、独特の雰囲気。

「葵さん、ジェラシー？」

　利休くんがニュッと顔を出して、意地悪な笑みを見せた。

「そ、そういうわけじゃないよ。けど、慶子さんみたいな才色兼備なら、利休くんも賛成なのかな？」

「ううん、ババアすぎるから却下」

　腕を組んで、あっさり切り落とした利休くんに、固まってしまう。

「そ、それじゃあ、前の彼女の和泉さんとかは？」

　和泉さんは、まさに可憐な才色兼備といえるだろう。

「美人だったけど、バカっぽいから、僕は好きじゃない」

　さらに切り捨てる利休くんに、絶句してしまう。

　ほ、本当に容赦ない、と圧倒されていると、利休くんは腕を組んで、私を一瞥する。

「そして、あなたは平凡すぎるね。あなたのことを『ブス』とは思わないし、それなりかもしれないけれど、どこにでもいる女子高生だもの」

「……はぁ」ここまではっきり言ってもらえると、逆に清々しいくらいだ。

　気の抜けた声しか出さない私に、利休くんはイライラしたように舌打ちした。

「……僕、結構ひどいこと言ってるけど、腹立たないの？」

「まあ、本当のことだと思うし」

　何より、利休くんが本気で、私がホームズさんに『勘違い』していると思っているのが、少し可笑しい。

　そんな私に、利休くんは驚いたように目を開いた。

「心配しなくても、私は勘違いしてないよ。だって、あんなに美しいものが大好きなホームズさんが、私を選ぶわけがないと思ってるもの」と、私はホームズさんに視線を送った。

　そう、美意識の塊のような彼だ。選ぶ女性も、きっととても美しい人に違いない。

　実際、前の彼女である和泉さんも、とても綺麗な人だったし。

　それに、最近『彼女にしたい人』が現れたっぽいし。

　そう思うと、胸が痛くはなるけれど。

「……なんだ、もっとへこむかと思ったのに。あなたは少し変わっているね」

「えっ、そうかな？」

　本音を言えば、恋をしてないなんて言い張りながら、ホームズさんが他の女性と仲良さげな姿を見ると、どうにも胸が騒いでしまう。

　だけど、それはやはり、私には踏み込んではいけない領域だ。

　苦しさを感じて俯いていると、廊下から足音がして、カチャリ、と扉が開いた。

　先ほど会った執事の鈴木さんの姿が目に映る。

　彼がさらに大きく扉を開き、頭を下げる。少しの間のあと、杖を手にした年配の男性がゆっくりと応接室に足を踏み入れた。

　略礼装の和服姿で、白髪交じりの頭髪。

　その顔立ちは、一見温和だけれど、目だけは鋭い。

「お父さん」

　と、向き合う三人の息子たち。

「左京、司、和彦、そして利休、よう来てくれた」

　杖に両手を乗せて、にこり、と微笑む。

「そして、鑑定士諸君も……」

　こちらに視線を移し、私を見るなり、露骨に眉根を寄せた。

「――わしは、『鑑定士』を同行させることを許したが、部外者の同行を許した覚えはないのだが。お嬢さんは、何しに来ましたか」冷ややかにそう言う。

「えっ？」

　思わぬことに、私は言葉を発することができずに、呆然と立ち尽くした。

「お父さん、彼女の同行を許したのは自分でして」

　すぐに、左京さんがフォローしてくれる。

「ならば、帰ってもらいなさい。ここに必要なのは息子と鑑定士のみ。お嬢さん、すまないね。君はこの場に相応しいとは言えない」

　彼は、手で私を払うようにしてピシャリと言い放つ。

　居たたまれない気持ちで俯くと、ホームズさんがスッと一歩前に出た。

「はじめまして、家頭清貴と申します」

「おお、誠司さんのところの清貴くんか。君の活躍はあちこちから聞こえてくるよ。わたしは、斎藤右う近こんと申します。どうぞよろしく」

　利休くんのお祖父様は、『斎藤右近』というらしい。

　ホームズさんを見て、嬉しそうに目尻を下げている。

「彼女はうちのスタッフでして、彼女も僕と同じ鑑定士見習いなんです。お言葉ですが、ここに同席できる目を持っていると、僕は思っています」

　微笑みながらも鋭い眼差しで強く告げたホームズさんに、右近さんは可笑しそうに口角を上げた。

「この、見るからにただの女子高生が、良い目を持っていると？」

「……実はじいさん、女嫌いな人でねぇ。特に女子高生が大嫌いなんだ」

　私の背後で利休くんが、ポツリと零した。

「っ！」謀られた。お祖父様は女嫌い――特に女子高生が大嫌い――ということを分かってて、利休くんは私を誘ったんだ。

　利休くんは、どうにも私が鬱陶しいのだろう。

　私は、怒りよりも脱力感を覚えた。

「右近さん、決して彼女は、『この場に相応しくない』ということはないと思います。できれば、その言葉を撤回していただきたいです」

　笑みを湛えたまま、穏やかな口調ながらも、ホームズさんが怒っていることが伝わってきて、嬉しさよりも焦りを感じる。

「あ、いえ、ホームズさん、大丈夫です。私自身も場違いだと感じていましたし、ここからならバス一本で帰れますから。

　利休くんのお祖父様、直接お誘いいただけたわけではないのに、図々しくお屋敷に上がらせてもらったりして、申し訳ございませんでした」

　私は、右近さんに向き合って、深く頭を下げた。

　すると、右近さんは片目だけを細め、私を冷ややかに見据えたかと思うと、

「……まぁ、礼儀は、ちゃんとしていますな」

　ややあって、独り言のように洩らした。

「お嬢さん、名はなんという？」

「真城葵です」

「それでは葵さん、あなたをひとつ試させてもらいたい」

「た、試す？」

「清貴くんが言うように、君が本当に『良い目』を持っているのか」

　右近さんはそう言い、「おい、あれを用意してくれ」と執事の鈴木さんに耳打ちしていた。

　……どうしよう、なんだか、とんでもないことになってきた。
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　右近さんの指示を受けて、執事の鈴木さんはすぐに応接室を出ていき、彼と入れ違いに使用人が数人、テーブルカートを押しながら部屋に入ってきた。

「失礼いたします。お茶の準備をさせていただきます」

　使用人たちは手際よく長テーブルの上にカップ＆ソーサーを並べ、そこに熱い紅茶を注いでいく。テーブル中央の大皿には、さまざまな焼き菓子がセンス良く並んでいた。

「お茶の準備ができたようなので、他の皆さんは、どうぞ座っておくつろぎください」

　右近さんは手を伸ばして、椅子に座るように促した。

　皆は頷いて席に着くも、ホームズさんだけは私の側に立ったまま動こうとしなかった。

「清貴くんも、お掛けください」

「いえ、僕は彼女の側に」

「……それは構いませんが、ヒントを出すことは遠慮してもらいたい」

　目を見開く右近さんに、ホームズさんは、ふっ、と頬を緩めた。

「ヒントなんて出しません。ご安心ください」

「それならば良いのですが」

　右近さんとホームズさんが話す傍ら、今度は鈴木さんが少し大きめのテーブルカートを押しながら、応接室に戻ってきた。

「お待たせいたしました」

「おお、来たか」

　テーブルカートの上には、何かが載っているようだ。

　白いクロスが掛けられているため、何を持ってきたのか分からないけれど、大きさとしては、カップ程度のものだろう。

　右近さんは満足そうに頷いて、そっと、クロスを外した。

　そこには、茶碗が並んでいた。

　ここにあるものは、形の違いはあれど、基本的に半筒形の茶碗ばかり。色は桃色、黒、白とさまざまだけれど、この茶碗たちは主に……。

「……樂らく焼やき」

　ぽつりと零した私に、右近さんは愉しげに目を細めて頷いた。

「そう、ここにあるのは、我が家の自慢のコレクション、千利休の心を受け継ぐ者たちが作った茶碗たちです」と、右近さんは誇らしげに茶碗を見下ろす。

　茶碗は、八碗。ちなみに通常、抹茶碗――特に樂茶碗は、いわゆる『揃い』のものでなければ、『客きゃく』ではなく『碗わん』と数えるそうだ。

　樂茶碗を一碗持っているだけで、すごいことだと思うのに、一般家庭でこんなに持っているなんて。

　私は圧倒されながら、八碗の茶碗を前に息を呑む。

「一言で樂茶碗と言っても、陶とう工こうがたくさんいるのは、もちろんご存じのことでしょう」

　試すような目を向ける右近さんに、私は頷いた。

「はい、初代から十五代目まで、受け継がれていると」

「そう。初代長ちょう次じ郎ろうから、十五代目の吉きち左ざ衞え門もんまで。ここにあるコレクションは、歴代の陶工たちが手掛けた茶碗の一部。葵さん、あなたにこれらの茶碗を手掛けた陶工を言い当ててもらいたい。ちなみに樂家以外の陶工もあるかもしれない」

　意地悪そうな笑みを見せる右近さんに、椅子に腰を掛けてこちらを窺っていた皆は、驚いたように目を開いた。

「そ、それは、ハードルが高いんじゃないかしら」

「そうですよ。ある意味、真贋を見極めるよりも、難しいかもしれない……」

　思わず、というように洩らした慶子さんと和彦さんに、

「おやおや、第一級鑑定士に美術マニアが随分情けないことを言う」

　右近さんが冷ややかな目を向けると、二人は苦笑した。

「いや、我々はもちろん分かりますがね」

　和彦さんはそう言って苦笑した。

　一体、どんなテストをされるんだろう、と思っていたけれど、まさか八碗の茶碗の陶工を当てるだなんて……。

「――あ、葵ちゃん」

　誘ったことを申し訳なく思っているのだろう、左京さんがオロオロしている。

　私は振り返って、「大丈夫です」と口角を上げた。

　すると、ホームズさんも笑みを浮かべて、うん、と頷いた。

「だ、大丈夫って？」

　首を傾ける左京さんに、私はもう一度笑みを見せた。

「樂焼きでしたら、なんとか」

　そう言った私に、右近さんは眉根を寄せ、皆は「えっ？」と声を上げた。

「た、ただ、その……」

「ただ？」

「名前は分かっても、誰が何代目かまでは、しっかり覚えていなくて」

　決まりの悪さに身を小さくすると、右近さんと鈴木さんは顔を見合わせて、鼻で嗤わらうような仕草をした。

「名前が分かるならば、それで構わんよ。なんなら歴代の名前が入った冊子を見てもらってもいい――鈴木」

　右近さんが鈴木さんを一瞥すると、彼は「はい」と会釈をしてチェストの引き出しを開き、『樂家系図』と書かれた冊子を私に差し出した。

【元祖・阿あ米め也や（唐人・生没不明）、初代・長ちょう次じ郎ろう（～１５８９）、二代目・常じょう慶けい（～１６３５）、三代目・道どう入にゅう（１５９９～１６５６）……】

　そこには、歴代の陶工の名前が記されている。

「わ、わぁ、ありがとうございます。これなら本当になんとか」冊子を手に言う私に、「『これなら本当になんとか』とは」、と右近さんは可笑しそうに口角を上げている。

　私はバッグの中から、自分用の白い手袋を取り出した。

　これは以前、ホームズさんにもらった鑑定用のちゃんと滑り止めがついたもの。

　私は、すぅっと息を吸い込んで、茶碗を前に一礼した。

「――それでは、始めさせていただきます」

　ジッと茶碗を識みて、手に取り、高こう台だいを確認する。

　重さ、色合い、そしてラインをしっかりと識みていく。

　私はまず赤茶碗と、黒と白がまだらになった茶碗を指した。

「……こちらとこちらの二碗は、樂家九代目・了りょう入にゅうの茶碗だと思います」

　冊子で何代目かを確認したうえでそう言うと、右近さんはピクリと眉をひきつらせた。

「……なぜ、そう思う？」

「はい、了入は樂家中興の祖といわれています。彼の作品の特徴は、自在と言われる箆へら使い。樂家は轆ろく轤ろを使わず、手て捏づくねで作り上げていくもの。彼のような箆使いは他の歴代の陶工にはなかったもの。彼独自のラインがあります。また、彼の茶碗の高台は低めで薄作りにして軽量です。

　そして、この赤茶碗。この淡い赤も彼独自のもので、おそらく晩年に作られたのではないでしょうか。若い頃は、光沢のある柿色の赤茶碗を作っていたそうですし」

　と私は茶碗を見詰めたまま、見解を伝える。

　右近さんも他の皆も何も言わない。

　きっと問題はないのだろうと、すぐに次の茶碗の識別に入った。

「端のこちらとこちらの二碗は、四代目・一いち入にゅう」

　茶碗を手にしながら、店番する傍ら、ホームズさんが教えてくれたそのやりとりが頭の中に蘇る。

　そう、年明けから、ホームズさんに、樂焼きや縁の陶工たちのレクチャーを受けてきた。

　そうして感じたのは、樂焼きの陶工たちは皆突出した才能を持つ分、より個性が強いということ。

　皆、『自分の色』を発しているんだ。

『――一入さんの晩年の作品って、なんだか初代長次郎さんを思わせますね』

『ええ、樂家もこの四代目となり、回かい帰きの道をたどるようになるんです。若い頃は父・道どう入にゅうの影響を受けた作品を多く残しているのですが、晩年となり、千利休百回忌も相あい俟まって初代長次郎を意識したものへと変わっていきました。こちらは、その頃のものですね。ひとつひとつの茶碗から、陶工の想いが伝わってくるようです』

　茶碗を慈しむように手にしながら、そう教えてくれたホームズさん。

「――こちらは、樂家ではなく、表千家の覚かく々かく斎さい」

　とても自由な作風。大きく大胆なラインが彼を思わせる。

「……こちらは、樂家十四代目・覚かく入にゅう」

　大正時代に生まれた陶工だからだろうか、すっきりと整えられたモダンな出で立ち。

　歴代にないものだ。

「そして、これは十五代目・吉左衞門」

　彼は、昭和から現代にまで活躍している陶工だ。

　樂家を現代に背負う誇りと、『美しいものを作る』という気き概がいが伝わってくる。

　ひとつひとつを手に取り、愛でるような気持ちで識ていく。

　大晦日に行われた家頭家のパーティで、私は円えん生しょうが出した茶碗の真贋を見極めることができなかった。それがとても悔しかった。

　今度は、絶対に見誤ったりしない、という気持ちで樂茶碗の勉強をしたんだ。

　そうして、最後の一つ。

「……これは、今も随一の名工といわれる三代目・道入。……ううん、違う」

　自分の言葉に違和感を覚えた私は、かぶりを振って、あらためて、ジッと茶碗を識た。

　光るような艶の黒茶碗。美しさと歪み。まるで宇宙――神しん羅ら万ばん象しょうを感じさせる……。

「すみません、訂正します。……本ほん阿あ弥み光こう悦えつ、ではないでしょうか」

　鑑定を終えて、私は顔を上げる。

　そっと右近さんを見ると、恐ろしいほどに無表情だった。

　シンとした静けさに包まれ、急に不安になって、私は身を縮めた。

「……あ、あの？　だ、駄目でしたか、すみません、すぐに帰り支度を……」

　今にも逃げ出したい気持ちでそう言うと、

「素晴らしいっ！」

　屋敷中に響いたのではないか、というような大きな声を右近さんは張り上げ、私の体がビクンと震えた。

　右近さんは、戸惑う私の手を両手で取って、ぶんぶんと握手をする。

「葵さん、先ほどの無礼をお詫びいたします。本当に失礼いたしました。あなたは素晴らしい方だ」

「い、いえ、そんな……」

「このテストは以前、鑑定士を名乗るインチキが現れた時に、その面の皮を剥ぐために仕掛けたものなんです。もちん、識別することもできずに、すごすごと引き返しました。

　今回も申し訳ないが、このテストはあなたを追い出すために用意しました。しかし、あなたはすべてを見極められた。――いや、驚きました、こんな女子高生がいるとは」

　熱っぽくそう言って、ギュッと握手の手に力を込める右近さん。

「い、いえ、そんな、まだまだです。すべてはホームズさん……いえ、清貴さんに教えてもらったことですし、何より最後はちょっと間違えそうになりましたし」

　そう、道入と本阿弥光悦を見間違えそうになるなんて、失格もいいところだ。

　それなのに、あまりの褒められように、決まりが悪くなって俯いてしまう。

　すると、ホームズさんが、「いえ」と歩み寄った。

「葵さん、三代目道入は、光悦と間近に接し、かなり彼の影響を受けたと言われているんです。実際に、道入の作品に光悦を感じることもあるほど。樂茶碗が並べられた中、一瞬、道入と間違え、すぐに光悦と気付いたことも、僕は素晴らしいと思います」

「わしも同感です。あらためて、無礼をお許しください」

　頭を下げた右近さんに、「そ、そんな」と私も頭を下げた。

「あなたを正式に、鑑定士としてお迎えしたい。清貴くんは、左京が連れてきた鑑定士ということで、おそらく左京とペアを組むことになるでしょう」

　そう話す右近さんに、私は『ペア？』と首を傾けた。

「……となると、あなたは利休とペアになってもらいたいと思います」

　そういう右近さんに、私は『ペアって、なんのことだろう？』と分からないまま頷き、テーブルでは利休くんが『ええぇ』と心外そうな顔を見せていた。
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「では、葵さん、清貴くん、どうぞお掛けください。司のパートナーの到着が遅れているようなので、まずは、お茶にしましょう」

　テーブルに向かって手を伸ばした右近さんに、私たちは頷き、並んで席に着いた。

「失礼いたします」

　と、執事の鈴木さんがすぐに紅茶の用意をしてくれる。

　私の前にあるカップ＆ソーサーは白地に濃紺、そしてゴールドのラインが入ったもの。

　高貴な色合いと、ゴールドのラインの繊細さが美しく、

「素敵なカップ……」

　小声で洩らして、うっとりと見下ろしていると、

「こちらはマイセンですね。おそらく百年以上前の一級品だと思いますが、年代を感じさせず、とても美しいまま。素晴らしい逸品です」

　横で小さく教えてくれたホームズさんに、ゴホッとむせた。

　ひゃ、百年以上も前のマイセンのカップで、紅茶を美味しく飲める気がしませんが。

　本当に右近さんは、美しいものが好きなんだ。

　感心しつつ、あらためてカップを見ていると、ホームズさんがジッと私を見詰めていた。

　その眼差しの強さに、心臓が音を立てる。

「――葵さん、先ほどはお疲れさまでした。本当に素晴らしかったです」

「い、いえ、あの、ホームズさんが教えてくれたおかげですよ」

「いいえ、あなたの素質の問題です」

　すると、会話が聞こえたらしい、対面に座る和彦さんが強く頷いた。

「ええ、私もそう思います。あなたが難なく陶工を言い当てる姿に興奮しましたよ」

　少し上体を乗り出して言う。

「そ、そんな」

　私が肩をすくめた瞬間、ホームズさんは、ふっ、と口角を上げた。

「興奮、ですか」

「ええ、本当に大興奮でしたよ。こんな可愛らしい女子高生が鑑定をしていく姿」

「それは、ありがとうございます、うちの葵さんのことを褒めていただくと、僕も自分のことのように嬉しいです」

「すっかり師匠なんだねぇ」

「……ええ、そうですね」

　こんなに露骨に褒められることがないため、私は居たたまれなくて仕方ない。

　少しの間、皆で談笑していると、、部屋にノックの音が響いた。

「旦那様、司様のお呼びした、田中博司様が到着されました」

「通してくれ」

　右近さんが頷くと同時に扉が開き、司さんのパートナーである目利き、田中博司が姿を現した。

　その姿に、私は絶句した。

　墨色の和服に、同じ色の茶人帽をかぶっている。頭は僧のように剃り上げられていて、穏やかな笑みを浮かべるその佇まいは、まさに千利休を思わせる。

　しかし隠しきれない、切れ長の目から放たれる眼光の鋭さ。

　彼のことは、知っていた。だけど、名前は違う。

　私の知る彼の名は――、円えん生しょうといった。

　ホームズさんに、『天才』と言わしめた最悪の贋作師。

「遅れてすみません。司さんに呼ばれました、田中博司です」

　円生は、にこりと微笑んでそう言う。

　田中博司、というのは円生の本名なんだろうか？

　ホームズさんにそっと視線を移すと、恐ろしいほどに冷ややかな目を見せていた。

　その氷のような雰囲気に、話しかけることが躊躇われて、私は口をつぐむ。

「やあ、田中。一度断られたし、もしかしたら来てくれないかと思ったよ。お前は気まぐれな男だから」

　司さんが満面の笑みで、円生に歩み寄った。

「かんにん、道が混んでて遅れてもうたわ」

「……しかし、久しぶりに会ったと思えば、その姿には驚いたな。頭も剃り上げて、なんだよ、出家でもしたのかよ。それとも、本気で鑑定の道に進もうとしてるのか？」

「なかなか似に合おうてるやろ」と、円生は、少し笑って言う。

「まあな、悪くない。人に信用されそうな姿だな」

　司さんは笑ったあと、右近さんに向き合った。

「お父さん、彼はビジネスを通して知り合いまして、素晴らしい目を持っているんです。なんなら、さっきのようにテストをしてもらっても良いですよ」

　司さんと円生は仕事を通して知り合い、今日、久しぶりに再会したようだ。

　それにしても、司さんは一体どんな仕事をしているというのか。

　贋作師の円生と仕事なんて、まっとうなことをしているとは思えない。

　私が顔をひきつらせていると、

「いや、時間も押し迫っているし、司が彼を信用しているならばそれでいい。座ってもらいなさい」

　その言葉に、司さんと円生は席に着く。右近さんは咳払いをし、皆を見回した。

「――それでは」

　主賓席に座る右近さんはテーブルの上で手を組みながら、皆をゆっくりと見回し、応接室に緊張感が走る。

「なぜ今回、わしが息子や孫を呼び、『自分の目に自信がないならば鑑定士を同行させても良い』という一見風変わりなことを言い出したのか、説明をしたいと思う」

　右近さんの言葉に一同は、何も言わずに相槌をうった。

「わしは若くして、妻に先立たれた。妻は元々心臓が弱い人だったが、子どもを望めないということはなく、いつか子宝に恵まれるのを二人で楽しみにしていた。

　彼女はとても世話焼きでね。よく、近隣の幼稚園や小学校にボランティアに行っては、子どもと触れ合うような人だった。

　ある時、店の前で地べたに座っている女子高生たちに妻は注意をした。『女の子がそんなところに座っていては、腰を冷やしますよ』と。世話焼きの彼女らしい言動だったが、女子高生たちは『うるせえ』と、妻の持っているハンドバッグを奪った。そのバッグは彼女にとって大切な物――、わしからのプレゼントだった。

『返して』と駆け寄る妻を嘲笑うように、女たちは皆で円になりバッグをパスして回した。翻弄され、駆け回った妻はやがて発作を起こして、その場に倒れ……それがキッカケで帰らぬ人となってしまった」

　右近さんはそう言って、テーブルの上に置いた手を堅く握りしめた。

　そのいきさつから、彼がどうして女子高生を嫌っているのか、その理由がはっきりと分かって胸が苦しくなった。

　きっと皆が皆、同じではないと知りつつも、どうしても、女子高生を許せない気持ちがあったのだろう。

「妻は死ぬ間際に、わしに『必ず再婚して、子どもを儲けてほしい』という言葉を遺してくれた。しかし、わしは再婚するつもりも、他の女と子どもを作る気にもならなかった。

　だが、この斎藤家を根絶しないために、子孫は必要だと考え、医学的な方法を用いて、子どもを儲けようと考えた。

　それで選んだのは、それぞれタイプの違う三人の女性だ。

　左京、お前の母親は、とても美しい人だ。司、お前の母親は、身体能力に長けている人。和彦、お前の母親は、大変優秀だった。

　わしは、選んだ三人の女性に、わしの遺伝子を使って人工授精をし、子どもを産んでほしいことを伝えた。もちろん、それなりの見返りと保証を与えることを約束したうえでのこと。また、子どもたちには、人工授精であることを伝えないようお願いもした」

　そこまで話した右近さんに、さすがにショックだったのだろう、三人の息子たちは絶句していた。

　……でも、そうか、そういうわけで、三兄弟はみんな母親が違うんだ。

　そして異なるタイプだから、こんなにも息子たちの雰囲気が違っているわけだ。

「一応、左京が長男ということだが、わしの中では長男も次男も三男もない。皆、同列だ。わしは、斎藤家に相応しいと思った者を後継者に選びたいと思い、成長を見守ってきた。

　だが、その三人の息子は、それぞれに一長一短。

　左京は美しく、人を見る目と人を魅了する雰囲気を持っているが、根性に乏しくどうにも軟体動物のようだ。司は強く、決断力とリーダーシップもあるが、猪突猛進で、時に周りが見えなくなる。和彦は優秀だが、どうにも気が弱く、これまた軟体動物のようだ」

　ふぅ、と息をつく右近さん。

　容赦のない言葉に、左京さんは愉しげに微笑むも、司さんと和彦さんは、少し傷ついたような顔を見せていた。

「そこで、斎藤家に『相応しい者』ではなく、この斎藤家のことを『理解する者』を後継者に選ぼうと思った」と右近さんは立ち上がり、暖炉の前に立った。

「――斎藤家のことを理解？」

　皆は、よく分からない様子で首を傾ける。

「……うちの屋敷には、さまざまな宝がある。この屋敷にある宝の中で、斎藤家にとって『一番の宝』を見極められた者を、この家の後継者に選ぼうと思う」

　強い眼差しで言い切った右近さんに、皆は大きく目を見開いた。

　突拍子もないことに、言葉を失っているようだ。

「だが、見極めろと一言で言っても難しいもの。だから、鑑定士の同行を許した。鑑定士には息子の『目』になってもらいたい」

　と、ホームズさん含む鑑定士たちに、視線を移す。

「しかし、これだけは守ってもらいたい。息子に問われない限り、必要以上のことを教えないでほしいのだ。あくまで君たちは息子たちの『目』。鑑定を頼まれた時のみ、その品の価値を伝えて、聞かれたことだけを答えてほしい。答えは息子自身が出すように。もし、鑑定士の見解をそのまま答えとした場合は、後継者の権利を剥奪させてもらう」

　そう言った右近さんに、皆の顔色が変わる。

　屋敷の中に、ありとあらゆるお宝があり、その中で『この家の一番の宝』を見極められた者を後継者に選ぶ――。

　つまりは、後継者を選ぶための試験。

「だから、ペアとか言ってたわけだ。で、僕の専属鑑定士は葵さんってわけなんだね」

　利休くんが『ふぅん』と相槌をうつ。

「あ、あの、ということは、私たち鑑定士は、『さっきの品より、こちらの方が良いものですよ』といったことも言ってはいけない、ということでしょうか」

　慶子さんが、確かめるように尋ねる。

「そう、比較はせずに、聞かれた品がどんなものかだけを説明してほしい。『これを売ればいくらになる』とかいうように、金額も出さないようお願いします」

　会釈をする右近さんに、慶子さんが、ふふっと笑った。

「これは、鑑定士も大変ね」

「ですが、なかなか楽しそうですね」

　ホームズさんは愉しげに懐から白い手袋を取り出して、スッと手にはめた。

　皆はゆっくりと立ち上がる。

　私もすぐに利休くんの元に向かうも、

「僕は別にアドバイスなんていらないんだけどね。そもそも、後継者なんてキョーミないし。そういう意味では、あなたがペアでも、問題はないか」

　利休くんは、どこ吹く風という様子でクッキーを口に運んでいた。

「…………」

　利休くんは本当にマイペースで、毒がある。

　だけど、私がパートナーでも構わないようなので、それはホッとした。

「それでは、午後七時――夕食時に皆の答えを聞きたいと思う。わしの寝室と書斎、鈴木の書斎以外の扉はすべて開放しているから、存分に屋敷の中を調べてほしい」

　屋敷中を調べるなんて、大丈夫なんだろうかと思っていたけれど、右近さんの寝室と書斎、そして鈴木さんの書斎は、入室禁止なようだ。

「ああ、キッチンやバストイレなどは除外とする。そんなところに、この家の宝を置いたりはしていない」

　そう続けた右近さんに、皆は「たしかに」と相槌をうった。

　執事の鈴木さんが扉を大きく開き、

「それでは、開始してくれ」と右近さんが声を上げたことで、皆は逸る気持ちを抑えるように、速足で応接室を後にした。

　きっと、みんな、走り出したい気分なんだろうなぁ。

　やがて応接室には、私とホームズさんに利休くん、そして円生の四人だけが残った。

　円生はそれまで貫いていた穏やかな仮面をするりと解いて、不敵な笑みを向けた。

「こんにちは、ホームズはん。また会おうたね」

「ええ、お久しぶりです、『田中博司』さん」

「嫌いややな、偽名て分かっとるくせに」

「……名前はいくつあるんですか？」

「さあ、いくつやろ。司との取引では『田中博司』やな。あいつ、あこぎな仕事ばっかりしとるから、まっとうな鑑定士には嫌われとって、今回誰も引き受けてくれへんかって。で、俺に頼んできたんやけど、めんどいから一度断ったんや。ほんでも、あいつまた連絡しよって、『兄貴が、切れ者と噂の家頭誠司の孫に頼んだらしいから、マジで頼む』て。それはなんや面白そうや思うて。あんたと勝負できるのは嬉しいわ」

「勝負？　僕は左京さんに依頼された鑑定士として、自分の仕事をさせていただくまでです。――まがいもんの目利き気取りと『勝負』て、そんなんようせんわ」

　ふふふと微笑むホームズさんに、円生は眉をピクリと動かした。

　相変わらず、円生相手となると、ホームズさんはどうにも大人げない。

「せやけど、まがいもんの目利き気取りが、サラブレッドの鼻を明かすのもおもろいやろ」

「ええ、明かせたなら面白いですね。おきばりやす」

　微笑み合う二人の恐ろしい雰囲気に、私は寒気を感じて立ち尽くす一方、その横で利休くんが目をキラキラさせて様子を見ていた。
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「今日はどうにも憂鬱だったんだけど、こんな面白いことになるなんて、来て良かった」

　利休くんは応接室を出るなり、嬉々として言う。

　あの恐ろしい雰囲気を目の当たりにしながら、どうして、そんなふうに単純に面白がれるというのか。

「葵さんも、そんな顔しないで楽しみなよ」

「た、楽しめないですよ」

「だって、まさに『龍りゅう虎こ相あい搏うつ』って感じで、ワクワクするじゃん。そんな対決、お目にかかれることは滅多にないことだと思わない？」

「そうかもしれないですけど。龍虎相搏つって、どっちが龍でどっちが虎ですか？」

「そりゃ、もちろん清兄が龍で、田中博司ならぬ、円生が虎だよ」

　当然のように言う利休くんに、私は「なるほど」と苦笑した。

　廊下を出てすぐに、閉じた扉があった。

「ここがじいさんの書斎なんだよね。葵さん、ちょっと待ってて」と、利休くんが書斎の扉をノックする。

「あ、うん」

　右近さんに用があるんだろうか？

　利休くんは右近さんの返事を確認し、書斎へと入っていった。

「――利休ちゃん、大きくなって」

　しっかりと閉じられていない扉の向こうから、そんな声が聞こえてきた。

　私はギョッとして、思わず扉の隙間から中を窺う。

　右近さんはこれまでの雰囲気とは一変し、目尻を下げて、利休くんを抱き締め、頬をすりすりと擦り寄せていた。

　う、右近さん？

「お祖父様ぁ、僕も会いたかったです」

　嬉しそうに右近さんを抱き返す、利休くん。

　……こちらもまた、さっきまで、『じいさん』と冷ややかな目を見せていたというのに、別人のようだ。

　祖父のメロメロな抱擁は少しの間続き、ややあって、利休くんはスッと離れた。

「それじゃあ、僕もチャレンジしてみるね」

　とても可愛らしく言う利休くんに、右近さんは「うんうん」と頷いた。

「がんばっておいで、利休ちゃん」

「それじゃあ、行ってきます」

　利休くんは大きく手を振って、書斎を出た。

　扉の前で唖然としている私を見て、利休くんは大きく息をつき、

「まったく、じいさんサービスも大変だよ」と、大袈裟に肩をすくめる。

　なるほど、利休くんがここに来るまで、どこか憂鬱そうだったのは、こういうわけだったんだ。相変わらず、ホームズさんに負けず劣らずの裏表の激しさだ。

　……だけど。

「利休くんって優しいんだね」

「優しい？」

「だって、嫌なら避けることもできるのに、ちゃんと、書斎に顔を出して二人きりの時間を作ったわけで、それは、お祖父様のためだったんでしょう？」

　いくら気乗りしなくても、右近さんが喜ぶからそうしたわけで、それはやっぱり優しさだと思う。

　利休くんは驚いたように瞬き、ほんの少し頬を赤らめて、顔を背けた。

「はっ、何言ってんの。じいさんの機嫌取っておけば、何かと便利なだけだから」

　少し怒ったようにスタスタと歩き出す。

　そんな利休くんの背中を見ながら、どうしても頬が緩んで仕方ない。

　それも嘘じゃないと思うけど、やっぱり優しいよ、利休くん。

「そ、それはともかく、対決はさておき、とりあえず、僕たちも『斎藤家の宝』を探しに入るとしようか」

「うん」

　一階は、今いた応接室を除くと、すべてが和室だった。

　磨かれた長い檜廊下に、一部開放された畳部屋。

　部屋を覗くと、まるで、旅館の大宴会場のような大広間が広がっている。

　突き当たりの襖ふすまには、全面に絵が描かれていた。

　水墨画で描かれた、松の木。今まで観た『襖絵』は、襖を額にその中に美しい景色を描く構図が多かったけれど、これは違った。

　まるで襖から飛び出す勢いで、描かれている。

　そう、広い景色を一部切り取ったような構図。

　そんな襖の前には、『屏びょう風ぶ』が置かれていた。

　水墨画とは対照的な金箔の屏風。

　柔らかな女性の姿と、草花が美しい、優しく華やかなものだ。

　さらにこの和室には、掛け軸、壺に瓶と飾られていて、各々息子たちは自分の鑑定士に質問をし、意見をもらっていた。

　しかし、その見解は他の者に聞かれないように、耳打ちしている。

「葵さん、この瓶のこと、分かる？」

　利休くんは、白地に花の文様が描かれた瓶を指した。

「――ああ、これは『古こ伊い万ま里りの瓶』です」

「本物？」

「はい、本物だと思います。この花の描写がとても細やかで美しいですし、ブルーの線は瑠る璃りかと思います」

「年代はいつ頃に作られたもの？」

「え、えっと、これと似た特徴のものを観たことがあるんですが、それは十八世紀後半のものだったので、おそらく同じ時期なんじゃないかなと」

「……一応、質問には答えられてるけど、なんだか頼りないね」

「す、すみません」

「まぁ、別にいいけど」

　そんな話をしていると、司さんが振り返って突き当たりの襖の絵を仰いだ。

「なぁ、田中、あの金の屏風は、誰のなんて作品だ？」

　円生は「そやね」と微笑み、司さんに耳打ちしている。

　その姿を窺っていた利休くんが、くるりと振り返って私を見た。

「ねっ、葵さんには、あの金屏風は、誰が描いたものか分かる？」

「え、えっと、神かみ坂さか雪せっ佳かの屏風じゃないかと」

　ホームズさんと美術館で観たことがある。女性に鳥や犬や猫といった動物を、とても柔らかな丸みのあるタッチで、愛情溢れる目線で描いていることが印象的だった。

　私の回答に、利休くんは少し面白くなさそうに「ふぅん」と相槌をうつ。

　そんな私たちの背後では、司さんがさらに質問を続けていた。

「それじゃあ、田中、屏風の後ろの『襖絵』は？」

「……そやな、状態はええけど、かなりの年代もんやね。十六世紀頃のものやろか。この屋敷には琳りん派ぱの作品が多いし、この襖絵も琳派を意識してるようやけど、作者のサインも落らっ款かんもない。……ええもんやけど、無名の絵師やなぁ」

「――へぇ」

　これは聞こえても構わない、と円生は思ったのだろう。

　一応は小声ではあったものの、さほど潜めてはおらず、その言葉はなんとなく皆にも聞こえていたようだ。

「あの言葉には同感。本当に、斎藤家は『琳派』が好きみたいだよねぇ」

　利休くんも襖絵には興味を失くしたようで、今度は掛け軸に目を向ける。

『琳派』とは、本阿弥光悦らが創始し、尾お形がた光こう琳りん・乾かん山ざん兄弟によって発展し、酒さか井い抱ほう一いつらが江戸に定着させた、造形芸術上の流派の名称で、その流派の作家や作品を指す名称でもあるそうだ。

　近年、『琳派四百年記念』と、京の町でも随分盛り上がっていたことが記憶に新しい。

「ねぇ、葵さん、これは？」

　墨すみの濃のう淡たんで描かれた、岩と滝の絵。

　この画風は、まだ観たことがないもので、作家が誰なのか分からない。

「……ご、ごめんなさい、これは分からないです」

「それじゃあ、ニセモノか本物かは分かる？」

「本物だとは思います……」

　それでも、ハッキリ断言できる自信がなく、申し訳なさと情けなさに語尾が小さくなってしまう。

　未熟な私にとって『絵』の見極めは、とても難しい。

　ホームズさんも以前言っていた。

　芸術品は茶碗や壺といった三次元のものになればなるほど、作家の個性が作品のラインに現れるうえ、放つオーラが際立ってくるから、贋作を見抜きやすいと。

　それが二次元のものとなると、どうしても難易度が上がってしまう。

　とはいえ、これは全部言い訳だ。

　決まりの悪さに身を縮ませて目を伏せると、利休くんは少し嬉しそうに口角を上げた。

「これは、『池田孤こ邨そん』だよ。江戸時代後期の作家でね、江戸琳派といわれる『酒井抱一』の弟子なんだ。これは、紛れもなく本物だね。つくづく、斎藤家は琳派が好きなんだね」

　利休くんは腰に手を当てて、掛け軸を眺めながらそう言う。

「――なんだ、利休くん、知ってるんだ」

　急に力が抜ける気がした。

　おそらく、今まで聞いてきた瓶や屏風のことも、知っているのだろう。

「忘れた？　僕はあなたの先輩なんだよ」

　振り返って、悪戯そうな笑みを見せる。

　その笑顔は天使のように愛らしいのに、小悪魔にしか見えない。

「それじゃあ、次の部屋に行こうか。みんなも移動しているみたいだし」

　颯爽と歩き出す利休くん。私は慌ててその後を追った。

　他の部屋にも、世に言う『お宝』は目白押しで、右近さんが、鑑定士以外の者を排除しようとした気持ちが分かる気がした。

　しかし中には、贋作も紛れ込んでいた。

「――この古こ瀬ぜ戸と風の壺はおそらく、ニセモノかと」

「うん、僕も思った。きっとこれは引っ掛けだよね」と頷き合う私たちの姿に、

「な、なんなんだ、あの子たちは」

「……本当ね」

　和彦さんや慶子さんが驚きの目を向けていたことに、この時は気付いていなかった。

　洋館である二階に向かうには、木造の折り返し階段を上る。

　広い踊り場には鏡。大きな姿見があり、その前に左京さんとホームズさんが立ち、興味深そうに眺めていた。

「清貴くん、これはどういうものかな。この姿見、前は置いてなかったんだよ」

「オーク材のフレームミラー。格調高く華美過ぎないシンプルなデザイン。おそらく英国のものですね。さほど古いものでもないようです。恐らく明治時代頃のものかと」

「へぇ、明治時代で『古くない』とか言っちゃうんだ。古美術の世界はすごいなぁ」

　ふふふ、と笑う左京さん。

「和邸である一階からこの階段を上り、この踊り場で英国の姿見が出迎える。このフレームは英国のものですが、和室にあっても違和感がないもの。それは、これから向かう二階が一階とはうって変わった洋館であることを暗示しているようにも思えます。来客はこの鏡を見ることで、二階の洋館を戸惑うことなく受け入れることができるのでしょう」

　ホームズさんは、鏡を見詰めながらそう話す。

　私たちも彼らの背後で鏡を眺めながら、なるほどなぁ、と相槌をうった。

　この階段も、ダークな色合いの木造であることと、折り返しになっていることは、すべて考えられたうえでなのかもしれない。

　和洋折衷なこの屋敷は、ちゃんと統一されているというわけだ。

「――ああ、もしかしたら、喋りすぎてしまったでしょうか」

　聞かれてもいないのに、と口に指先を当てるホームズさんに、

「いやいや、俺は鏡について聞いたわけで、とてもちゃんと伝えてくれたよ、ありがとう」と左京さんは柔らかく目を細めた。

　そのまま、階段を上り始めるホームズさんと左京さん。

　二人の後ろ姿をなんとなく眺めながら、私も階段を上がる。

　頭上から刺すような視線を感じて見上げると、司さんが二階の手摺りに肘を置き、こちらを睨むように見下ろしている。

「…………？」

　私と視線が合うなり、司さんはすぐに姿を消した。

　今の鋭い目は何だろう？

　司さんは、左京さんとホームズさんの二人を睨んでいた。

　あのペアに、この屋敷の宝を見極められることを懸念しているのだろうか？

　そうだ、まるでゲームのようだけど、これは紛れもなく後継者選出試験。

　思えば私たちは、大変なことを引き受けているのかもしれない。

　司さんの視線の鋭さに胸騒ぎを覚えながら、私たちは二階に足を踏み入れる。

　廊下に敷き詰められた臙脂色の絨毯。白い壁に、暗あん褐かっ色しょくの天井、柱に扉が見える。

　すべての扉は開放されていて、壁に沿うように三つの扉があり、通路の突き当たりに大きな扉が一つ。つまり、二階は部屋が四つ。

　三つは洋室客間で、奥が二階の応接室のようだ。

　客間には、天井にシャンデリア、絵画や水差しと『お宝』らしきものはあった。

　だけど……、

「客間に飾ってあるのは、全部リトグラフみたい」

「うん、エスタンプだろうね」

　客間には、『目を見張るような』ものは感じられない。

　思えば、『この家の宝』を客間に置いているとは思えないわけで、あるとすれば、突き当たりの応接室なんだろうか？

　私たちが部屋を出ようとした時、和彦さんと慶子さんペアと入れ違った。

　すぐにチェストの前の陶器人形の前に立ち、ボソボソと話し込んでいる。

「これは、マイセンね」

「へぇ、扇子を持ってる女性だね。貴婦人の姿かな」

「ええ」

　そんな姿をなんとなく見ながら、私と利休くんは客間を出て、応接室へと向かった。

「――やっぱりさぁ、清兄はすごいよね」

　通路を歩きながら唐突に洩らした利休くんに、「えっ？」と視線を合わせた。

「『鑑定』自体はさ、もしかしたら他の鑑定士にも同じようにできるのかもしれないけど、清兄の鑑定からは作り手の心や、それを手にした者の想いまで伝わってくるでしょう？　それに、その言葉がスッと心に届くというのか。慶子さんの鑑定を観察させてもらっていたんだけど、事務的すぎて全然心に響かないんだよね」

　そう話す利休くんに、私は共感しながら相槌をうつ。

「それはたしかにそうですよね」

　ホームズさんの言葉は、世界の広がりを感じさせる。

　思えば秋人さんも、前に同じようなことを言っていた。

『俺、小難しいことはすげー苦手なんだけど、ホームズの言葉は胸に届くんだよな』って。

「あの若さで、あの容姿で、あの才能だよ。時に妬みも引き寄せちゃうんだろうね。司おじさんなんてめっちゃ睨んでたし」そう言って、少し楽しそうに笑う。

　利休くんも司さんの様子に気付いていたんだ。

「まぁ、だから、清兄のことは僕が守ってあげないとね」と拳を握った利休くんに、思わず笑いそうになって、グッと堪えた。

　まるで女の子のように愛らしく華奢な利休くんが、ホームズさんを『守ってあげないと』だなんて。

　利休くんって可愛いところがあるんだな。

　微笑ましさを感じて頬を緩ませながら、私は利休くんとともに応接室に足を踏み入れた。




　一階ホールのように広い応接室には、左京さん・ホームズさんペア、司さん・円生ペアがすでにいて、皆は部屋の中央に置かれたものを前に無言で立ち尽くしていた。

　緊張感が漂うその様子に、一体どんなものなんだろうと首を伸ばし、

「――っ！」

　その品を前に私も言葉を失った。

　大きさは高さ五十センチ、肩部から緩やかに膨らむ曲線を描き、胴部から裾にかけてはシャープな斜線ですぼまっている、長細い壺。藍色の肌に、花々、そして二羽の鶴が描かれている。目に鮮やかな色合い、緻密に精巧に描かれた花鳥風月。

　あまりの美しさに、圧倒される。

「き、清貴くん、これ、すごいものだよね？　あ、いや、これはどういうものなのかな」

　言い直しながら尋ねた左京さんに、ホームズさんは壺から視線を離さずに口を開いた。

「……こちらは、『七しっ宝ぽう焼やきの壺』ですね。元げん朝ちょうの都で生まれた芸術品です。以来、宮廷への貢ぎ物として重宝され、皇后や妃の愛用品となったようです。こちらの壺は、おそらく、清しん朝ちょう時代のものでしょう」

　ホームズさんは、壺を見詰めたまま。

　まるで、目の奥にこの美しさを刻み付けたいかのようだ。

　その気持ちは分かる。至極の宝に巡り合ったようだ。

『余計なことを言わないように』と釘を刺されているためか、ホームズさんのリアクションは乏しい。それでも、素晴らしい宝を前に興奮していることが伝わってくる。

　金額の話はするなということだったけど、これは間違いなく億単位のお宝。

　他の品々も素晴らしかったけれど、これは、頭一つ抜けた高価なもの。

　それじゃあ、これが、この家の宝だというのだろうか？

　司さんも壺を前に眉をひそめながら、

「これがそうだっていうなら、簡単すぎるよな」と囁いている。

「へぇ、宮廷への貢ぎ物かぁ。それに相応しい素晴らしさだなぁ」

　左京さんは、うんうん、と頷き、応接室をぐるりと見まわした。

「おっ、ここには刀がある」

　壁際に飾られた刀を見付けて、目を輝かせながら歩み寄った。

　私と利休くんもつられるように刀の元へ向かう。

　刀掛台に堂々と飾られた日本刀。

　こちらも『まさに家宝』という飾られ方だ。

　刀には詳しくないけれど、これはきっと『太た刀ち』だろう。

　こうした刀を二階の洋室に飾っているなんて、変な感じだ。

　どうせなら一階和室の方がしっくりきそうなのに……。

「清貴くん、この刀のことは分かる？」

「刀は専門ではないので、知識不足かもしれませんが……」

　ホームズさんは「失礼します」と手袋をした手で刀を手にし、鞘さやからスッと引き抜いた。

　まるで鏡のように磨かれた刀とう身しんは、冴えた月のように美しく、私たちは息を呑んだ。

「鞘に桔き梗きょう紋もん……。おそらくこれは刀工・備び前ぜん長おさ船ふね住じゅう近ちか景かげが手掛けた太刀でしょう」

「へぇ、有名な刀工？」

「ええ、彼の手掛けた刀は、国宝指定や重要文化財にもなっています」

「ふぅん、斎藤家も元は武士だったみたいだしなぁ。俺は平和主義だから、武器は好まないなぁ」ははは、と笑う左京さんの横で、

「なるほど、刀、か」と、司さんが、不敵な笑みを浮かべる。

　その横には、桐の箱がぽつんと置かれていた。

「あれ、何かあるな」と洩らした司さんに、円生が頷いて箱を手にした。

　蓋を開けたと同時に、その手が止まる。

　円生の目が、大きく見開いていた。中には、艶のある白い磁器の小さな壺。

「なんだこれ、随分とシンプルな壺だな」

　司さんは円生から箱を受け取って、中から壺を取り出してそう言う。

「田中はどう思う？」と振り返るも何も言わない円生を見て、「ん？」と眉根を寄せた。

　すると、左京さんが、目を輝かせて壺に顔を近付けた。

「これは、シンプルだけどとても綺麗な壺だね。清貴くん、これはなんていうものだい？」

「……こちらは、李り朝ちょう白はく磁じですね。かつて朝鮮王朝――つまりは李朝で、十四世紀に儒じゅ教きょうが伝来し、それに伴い『白』に高潔、高邁を見出すようになりました。そうしたことから、やがて、この『白磁』が国王の御器に指定されまして、一般の使用が禁止されたほどです」

　ホームズさんの説明を聞きながら、私も白磁の壺に目を向けた。

　掌にすっぽりとおさまる、丸く真っ白な壺。

　かつて、家頭邸で観た『至極の宝』といわれる、中国の青磁を彷彿とさせる、しなやかで高貴な佇まい。

　こちらの価値も相当なものだろう。

「へぇ、これまた、王室御用達かぁ。見るからに華やかな七宝焼とは、真逆な感じだねぇ」

　左京さんがのんきに声を上げる中、円生は何も言わず、応接室に入ってきた和彦さんと慶子さんが、「わぁ、清朝七宝焼の壺だ」と声を上げていた。





６






　その後も、一階に降りたり、二階を見直したりと、あらためて屋敷内を見て回った。少し休憩をしようということになり、私は廊下隅の長椅子に腰を下ろした。

　古伊万里の壺、神坂雪佳の屏風、池田孤邨の掛け軸に、清朝の七宝焼、李朝白磁と、『お宝』と呼べるものはたくさんあった。

　単純に『価値』だけならば、清朝の七宝焼なんだろうけど、きっと右近さんはそういうことを言っているんじゃないと思う。

　額に手を当てて、うーん、と唸っていると、

「葵さん、だったわよね。お疲れかしら？」

　頭上で女性の声がして、驚いて顔を上げると、慶子さんが笑みを浮かべていた。

「お隣いい？」

「ど、どうぞ」

　ありがと、と微笑んで隣に腰を下ろす。

「それにしても、あなたの鑑定眼には驚かされたわぁ。その若さですごいのね」

「あ、いえ、ホームズさん、いえ、清貴さんに教えてもらったおかげでして」

「ふぅん、清貴にねぇ。誠司さんにいつも『半人前、半人前』って言われてる清貴だったのに、いつの間にか、人に教えられるほどになっていたのね」

　独り言のように言って、柔らかく目を細める。

　その余裕の表情に、どうしても胸が騒いだ。

「……よくご存じなんですね？　清貴さんのこと」

「『よくご存じ』というほどでもないわ。数年の付き合いかしら。清貴が十八の時に誠司さんとニューヨークに来たのが初対面。ああ、誠司さんのことは昔から知ってるのよ。うちの父と親しくてね。うちの父も美術界の人間なのよ」

　そう話す彼女に、私はなんとなく相槌をうつ。

「清貴とは会って、すぐに意い気き投とう合ごうしてね。……うちに泊まりにもきたのよ」

　ちらりと私を見て、口角を上げる。

「と、泊まり？」

「ええ、最初に誠司さんと清貴と私の三人で食事をしていたんだけど、私たちが意気投合しておしゃべりが弾む中、誠司さんが『先にホテルに帰る』って席を外したのよ。私たちは閉店まで話し込んで、その後は私の部屋に……。あの時の清貴ったら、部屋に来た後はほとんど寝ずに……」

　そこまで聞いて、私は聞きたくないと思わず立ち上がった。

「ご、ごめんなさい、そろそろ、利休くんのところに行かないと」

　会釈をして、逃げるようにその場を後にする。

　目の端に、慶子さんの意味深な笑みが映っていた。

　――ああ、もう、こんなことで、モヤモヤしたくないのに。

　二階応接室に入って、窓際に立ち庭を見下ろしながら、『はぁ』と息をついた。

『あの時の清貴ったら、部屋に来た後はほとんど寝ずに……』

　慶子さんの言葉が頭の中をぐるぐると駆け巡り、壁に額を当てた。

　どうして、そんなあけすけなことを私に言うんだろう？

『だから、清貴に近付かないでね』って、釘を刺されたんだろうか？

　だとしたら、どうしてみんなして私に五ご寸すん釘くぎをドスドスと突き刺しにくるんだろう。

　ちゃんと分かってるのに。

　ちゃんと一線を引いているのに。

　ホームズさんを……これ以上、好きにならないようにって。

　目頭が熱くなって、壁に額をつけたまま、動けずにいると、

「葵さん、大丈夫ですか？」

　背後でホームズさんの声がして、振り返った。

　しかし、そこにいたのは、ホームズさんではなかった。

　愉しげな笑みを浮かべている、円生の姿――。

「ちょっと真似してみたんやけど、そないに似てた？」と口端を上げる。

「…………」

　似ていたなんてものじゃない。思えば声のトーンは違うのに、口調がまるで同じだったことから、ホームズさんだと疑いもしなかった。

「葵さん、具合が悪いんですか？」

　引き続きホームズさんの真似をして心配そうに問う円生に、ぞくりと背筋が冷えた。

「や、やめてください」

　後退りしたことで、背中に壁が付いた。やっぱり、恐ろしい人だ。

「……お、お宝のことを考えすぎて、行き詰まっただけです」

「ふぅん」

　この回答には、さして興味もない様子で、流すように相槌をうつ。

　ただの女子高生が、お宝のことを考えたくらいで何が分かる、と思っていることが伝わってくる。

　腹立たしさを感じながらも、ゆっくりとこちらに近付く円生の体から迫力のようなものが感じられて、足がすくむ。

　利休くんが円生を『虎』と言ってたけど、まさにそうかもしれない。

「あ、あの」

「うん？」

「白磁を手にした時、とても驚いていましたよね？」

　そう尋ねた私に、円生は足を止め、腰に手を当てた。

「……せやね。似たものを観たことがあんねん」

「似たもの？」

「なぁ、あんた、ホームズはんの女やろ？」

　話題を変えるように、微笑しながら尋ねる円生に、私は弾けるように顔を上げた。

「い、いえ、違います。わ、私はただのバイトで」

「俺にはそう言えて言われとるんやろ？　せや、あのパーティではおもろかったな。あんたが飛び出してきた時は、てっきりホームズはんをかばいに来たかと思たのに、『二人ともいいかげんにしてください』やて」

　円生はそう言ってクックと笑う。

　私は気恥ずかしさから、何も言えずに目を伏せた。

　思えば、秋人さんも同じように言っていた。

「あんたは平凡やし、なんでこんなんをと思うとったけど、ええ子やね」

「い、いえ、ですから……」

　私たちはなんでもなくて、と続けようとすると、円生が私の目をジッと見て、可笑しくてたまらないかのように顔を歪ませた。

「――ああ、なんや、あんた生き娘むすめか」

「は、はい？」

　あまりのダイレクトなセクハラ発言に、目を剥いた。

　私のどこを、何を見て、そんなことが分かるというんだろう。

「あの欲深で我の強い男が、まだ手を出さんと側に置いとくなんて、随分大切にしとるんやね。それとも、あいつが手て管くだな男やで、あんたも警戒してもったいつけすぎなんちゃう？　たいした体やないのに、あんまり後ご生しょう大だい事じにしとったら嫌われるで」

　そう言って茶化すように笑う円生。

　しかし、急に顔色を変えて振り返った。

　応接室の入口には、今度こそホームズさんの姿があり、私が驚く間もなく円生めがけて、勢いよく足を振り上げる。

　バシンッ、という鈍い音が響いたかと思うと、円生がホームズさんの蹴りを腕で受け止めている姿が目に映った。

「……いきなり上じょう段だん回まわし蹴げりって、ほんまに乱暴な子やな。ビリビリするわ」

　右腕でホームズさんの足を受け止めたまま、円生は痛みに顔を歪ませている。

「あなたがあまりに失礼すぎて、つい足が滑りました」

　足を下ろして、笑みを見せる。だけど目は笑っていない。

「滑ったて。滑りすぎやろ。『彼女』のこととなると、切れ味も増すんやね」

　ホームズさんは『やれやれ』という様子で、肩を上下させた。

「何か勘違いされているようですが、僕は葵さんとお付き合いしてませんよ」

「よう言うわ」と、まったく信じていない様子で、円生は鼻で嗤う。

「いえ、僕はあなたの言う通り、『欲深で我の強い男』ですから」

　もし、交際しているなら、とうに手をつけているでしょう、というニュアンスを含ませて、ホームズさんはにこりと笑う。

　それはどんな言葉よりも腑に落ちたようで、円生は納得したような顔を見せる。

　一方の私は、どうしようもない恥ずかしさから、顔を上げていられずに俯いた。

　その時、「田中ー？」と通路から、司さんの声が響き、

「ほんなら、呼ばれたで、失礼するわ」

　円生はいつもの笑みで歩き出し、「せや」と振り返った。

「『斎藤家の宝』、俺には分かったで」と、試すような目を向ける。

「そうですか。もちろん、僕にも分かりました」

「ほんまかいな」

「ええ。左京さんが分かったかどうかは、分かりませんが」

「へぇ、うちの司は分かったみたいやわ」

「禁じられているのに、入れ知恵を？」

「まさか。ただ、よう気の合うパートナー言うだけや。ほなまた」

　円生はそのまま応接室を後にする。

　彼の姿がなくなるなり、ホームズさんは振り返って私の両肩をつかんだ。

「葵さん、大丈夫ですか？　何かひどいことはされてないですか？」

「だ、大丈夫です。失礼なことを言われただけです」

「……本当に、考えられないくらい失礼な男ですね」

　ホームズさんは大きく息をついた。

　聞かれていたことに、あらためて、また恥ずかしさが襲う。

「セ、セクハラは秋人さんで慣れていると思っていたのに、あんなに直球で来られると、呆れを通り越して言葉が出なかったです」

　頬が熱くて仕方ない。それと同時に、『もったいつけすぎなんちゃう？』と言った、あの時の円生の言葉が脳裏に過って、私はグッと唇を噛んだ。

「……で、でも、円生の言ったことは、一理ありますよね」

　静かに洩らした私に、ホームズさんは「一理？」と、眉を寄せる。

「もったいつけたことで……フラれてしまったのかもしれないんです」

「えっ？」

「わ、私が京都に引っ越す前、前の彼は焦ったのか、少し強引に関係に持ち込もうとしてきたことがあったんです。その時、突然のことにすごく驚いたのと、何より怖かったので、突き飛ばして『やめて、嫌だっ！』って言っちゃったんです。

　……それで当たり前ですが、彼は凄く傷ついたみたいで。私たちの間に気まずい空気が流れて。その後、すぐに引っ越して遠距離になって、別れることになったんです。

　だから、彼が親友と付き合い始めたことを知った時、本当は私、『ああ、あんなふうにひどい反応をして傷つけちゃったから、フラれるのは当然だなぁ』って思っていて。

　好きだったのに、どうして拒否したんだろう……断るにしても、どうしてあんな態度をとってしまったんだろうって、ずっと思ってて。円生の言う通りかもしれないって」

　話しながら、鼻先がツンとしてきて、目頭が熱くなる。

『たいした体やないのに、あんまり後生大事にしとったら嫌われるで』

　それは塞がりかけていた瘡かさ蓋ぶたを無理やり剝がされたように、今さらのことと思いながらも、ズキズキと痛みだす。

　ずっと、気に病んでいた。どこかで自分を責めていた。

　あの時、あんな態度を取ったからに違いないって。

　涙が零れそうになり、グッと堪えて俯いたその時、ホームズさんが私の肩を引き寄せて、

　――気が付くと、強く抱き締められていた。

　ホームズさんの胸の中、私は何が起こったか分からず、ただ目を見開いた。

　ドキドキと鼓動が脈打ち、体全体が心臓になったようだ。

「……それは違います。葵さんは、何も悪くないです」

　優しくそう言って抱き締めたまま、大きな手で包むように優しく頭を撫でる。

「戸惑ったせいで拒否してしまったあなたは悪くないですし、また離れることに不安を感じて行動に移した彼が、悪かったわけでもないと思います。人間関係のすべては『縁』で、こればかりはどうしようもないことだと思うんです。

　ですから、たとえその時、葵さんが彼を傷つけなかったとしても、結果は変わらなかったように思うんです。

　僕にしてもそうです。いろいろ思うことはありましたが、あの時、和泉が僕を裏切らなかったとしても、結果は同じ、どうしようもないことだったと」

　ホームズさんは、ゆっくりと腕を解いて私の体を解放し、顔を覗いた。

「何より、もし本当に、それが決め手で別れを選択するような男だとするなら、見切りをつけて良かったと思います。ですからもう、そんなことで、ご自分を責めたりしないでください」

　内ポケットからハンカチを取り出して、涙を優しく拭ってくれる。

　すぐ目の前にあるホームズさんの顔は、とても優しい。

　今も強く鳴る鼓動に、目眩すら感じる。

「……ホームズさん」

　ポツリと零したその時、ホームズさんは「あっ」と洩らして、目を開いた。

「す、すみません、つい、抱き締めてしまったりして。円生のことを言っておきながら、僕も負けないくらいセクハラ行為を」

　今さら我に返ったのか、勢いよく肩から手を離し、慌てたようにあたふたと目を泳がせる。

　ホームズさんの白肌が、こんなにも赤くなることに戸惑いながら、

「い、いえ、そんな」と私は首を振った。

　どうやら、ほぼ無意識の行動だったようだ。

　本当に……罪な人だ。

「本当に失礼しました。人間必死になると、とんでもないことができてしまうものですね」

「……必死？」

「いや、その……あなたを泣かせたくなかったので」

　俯いて洩らしたホームズさんに、バクンと心臓が跳ね上がった。

「カメラもあるのに恥ずかしいですね。円生に蹴りを入れたことも含めて」

「えっ、カメラ？」

　驚く私に、ホームズさんは「ああ」と洩らし、部屋を見回した。

「やはり気付かれていなかったんですね。この屋敷にはあちこちにカメラが仕掛けられています。おそらく音声もチェックされているでしょう」

「そ、それは、お宝を盗まれないようにですか？」

「それもあるでしょうし、おそらく、鑑定士が余計な入れ知恵をしないかどうかチェックしているのでしょうね。執事の鈴木さんの書斎に、モニターがあるのではないでしょうか」

「て、徹底してますね」

「この家の後継者を選ぶ試験ですからね。徹底もするでしょう」

「それはそうかもしれませんね」

　応接室の中央に置かれた、清朝七宝焼を眺めながら、強く頷いた。

「ですから、どうかカメラにもお気を付けください。部屋に誰もいないからといって、あまり無防備な姿にならないように。まあ、僕が言えた義理ではないんですが」

「……あの、いくら私でも、部屋に誰もいないからって人様の屋敷でだらしのない恰好をしたりしません」

　ぽつりと零して恨みがましく睨むと、ホームズさんは「だらしのない……」と洩らして目を見開き、口に手を当てて顔を背けた。

「い、いえ、あなたが、だらしのない恰好をするなんて思っていないです」

「……本当ですか？」

「本当です。ただ、その、お気を付けくださいと」

　ホームズさんは少し、言い難そうにそう言う。

　それはつまり、部屋に誰もいないからって大欠伸したり、鼻がかゆいからといってティッシュでぐりぐりしたり、客間のベッドがふかふかしていそうだからって座って跳ねたり、転がったりしないようにということなんだろう。

「分かりました、気を付けます」

　強く頷いた私に、ホームズさんは少しホッとしたように表情を緩ませた。

「それでは行きましょうか」と姿勢を正したホームズさんに、私は「あの」と顔を上げた。

「はい？」

「け、慶子さんと、お付き合いしていたことがあるんですか？」

　勢いから尋ねると、ホームズさんはポカンと口を開いた。

「僕と慶子さんが？　いえ、そんなことは」

「で、でも、慶子さんが言ってたんですけど、家には泊まられたんですよね？」

　すると、ホームズさんは少し納得したように「ああ」と頷いた。

「ええ、それは本当です。彼女の家に珍しい美術資料全集が揃っているということで見せてもらいに行ったところ、本当に興味深い本でしてね。『ここで見るのは良いけど、貸し出すことはできない』と言うので、時間が許す限り読ませていただいたんです。もう、ほとんど寝ずに読み耽りました。二日間ソファーに座りっぱなしです。あの時は疲れ切りましたが、充実感に満ちていましたね。しかし、慶子さんにはご迷惑をおかけしました」

　ホームズさんは話しながら目をキラキラさせたあとに、バツが悪そうに肩をすくめる。

　二日間、珍しい美術資料全集をほとんど寝ずに読み耽っていた……って。

　普通ならば、『そんなわけあるか』と思いそうなものだけど、ホームズさんならば、あり得るのかもしれない。

「そ、そういうことでしたか」

「実はその間に、遠回しにお誘いはいただけたんですが、気付かない振りをしました」

　露骨な言葉に、「はい？」と声が裏返った。

「ど、どうしてですか？　そんなに時間を惜しんで、美術本を読みたかったんですか？」

「それもありますし、お付き合いするつもりもないのに、同じ業界の人と深い関係になったりしません。後々面倒なことになりますからね」

　悪びれもせずに言うホームズさんに、さすが腹黒、と絶句してしまう。

　それと同時に、大きく納得もした。

　もしかしたら、慶子さんは円生同様、私をホームズさんの彼女だと勘違いしたのかもしれない。それで、かつてホームズさんにはぐらかされたことを思い出し悔しくなって、私にあんな意味深な態度を取った可能性がある。

「あ、あの、葵さん……もしかして、気にしてくれたんですか？　僕と、その、慶子さんの関係を」

「い、いや、気にしたというか、聞かされてしまったのと、慶子さんに牽制みたいなのをされましたし。何より、二人が会った時、さり気なく頬にキスとかし合っていたし」

「あれは、ただの挨拶ですよ。向こうは帰国子女ですから」

「わ、分かってます、『ただの挨拶』ですよね。京男子のくせに、それがすごく様になっていたりして、もうホームズさんも罪な男ですね」

　焦りと動揺からペラペラと話して、ホームズさんの腕を軽く叩いた。

「……罪なのは、葵さんの方ですよ」

　顔を背けてぽつりと零したホームズさんに、私は「えっ？」と動きを止めた。
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　そうして、夜七時となり、それぞれのペアは一階応接室に戻った。

　見解の発表をする前に、まずは晩餐ということになり、皆は応接室にセッティングされたテーブルに着く。メニューはカボチャスープに真鯛の酒蒸し温野菜添え、子羊のソテーにサラダと、正統派フレンチのコース。

　食後に、後継者を決める大事な儀式があるということで、皆はお酒を飲まずに、料理を楽しんだ。

　やがて、食事を終えて皆が一息つく頃、右近さんが「さて」と立ち上がったことで、皆はお喋りをやめて、姿勢を正す。

　右近さんは一人掛けのソファーに移動して、ゆっくりと腰を下ろし、それが合図のように執事の鈴木さんが、左京さん、司さん、和彦さんと、三人の息子に白いカードとペンを配った。

「――では、今配ったそのカードに自分が思う『斎藤家の宝』を書いて、鈴木に渡してほしい。くれぐれも他の者に見られぬようにな」

　頬杖をついてにこりと微笑んだ右近さんとは裏腹に、応接室に緊張が走る。

　なるほど、この方法なら他の人の意見を聞いて、自分の考えを曲げることはなくなるわけだ。

　三兄弟は隠すようにしながら、白いカードに自分が思う『斎藤家の宝』と名前を書き、鈴木さんに手渡す。

　その時に、司さんと円生が、一瞬目配せをしたことが印象に残った。

　斎藤家の宝は分かった、と断言した円生。

　鑑定士は答えを教えてはいけないということだったけど、円生はそれを守ったのだろうか？

　守ったとは、とても思えないのだけど。

　そもそも、斎藤家の宝は、なんだったのだろう。

　単に金額の問題ではないだろうし……。

　利休くんのパートナーなのに、私はこんな調子で申し訳ない。

　そこまで思い、ふと、隣に座る利休くんを見た。

　あれ、そういえば、どうして利休くんには配られていないんだろう？

「利休くんもカードをもらわないと」

　そう言った私に、利休くんは首を振った。

「僕が自分で辞退したんだよ。『僕はまだ十六歳で、斎藤家の後継者になりたいかどうかも、今の自分には分からないから』って」

「そ、そうだったんだ」

　この家にあるお宝を相続するだけでもすごいことなのに、それをあっさり辞退しちゃうなんて。

「それに、その気になれば、僕は後継者になれる気がするし」

　ぽつりと零した利休くんに、私は「えっ？」と眉根を寄せた。

「『斎藤家の宝』のことは分かったし、僕にはその『心』があるから。でも、今から『後継者』だなんて決められて、縛られるのはまっぴらごめんだけど」と、余裕の笑みで紅茶を口に運ぶ。

「…………」一筋縄ではいかない子だ。さすがホームズさんの弟分。

「まずは、和彦」

　静かに、それでもよく通る声で告げた右近さんに、和彦さんは体をビクつかせながら立ち上がり、右近さんの元へと歩み寄る。

　それと同時に、鈴木さんが預かっていたカードを右近さんに手渡していた。

「『七宝焼の壺』か。これを選んだ理由は？」

　カードを手に眼光を鋭くする右近さんに、和彦さんは怖気づいたかのように身を小さくして俯いた。

「は、はい。単純かもしれませんが、この屋敷の中で間違いなく、あれが一番価値のあるものだと思ったからです。何より自分があの壺を前に、激しく感動いたしました」

　最後は顔を上げて、しっかりと自分の想いを告げた和彦さんに、右近さんは「そうか」と嬉しそうに目を細めた。

「和彦の見解はよく分かった。ひとまず座りなさい。それでは、次に司」

　と、テーブルに視線を移す。

　すると司さんは、待ってました、とばかりに立ち上がった。

　堂々とした足取りで、右近さんの前に立ち、スッと一礼をした。

　鈴木さんが差し出したカードを受け取った右近さんは、

「――刀」と静かに洩らして、司さんを見やった。

「はい、二階応接室に飾られていたあの刀こそ、我が家の宝でしょう」力強くそう言う。

「その理由は？」

「斎藤家の先祖は武士。『武士の心』を忘れないようにと。つまり、あの刀は武士としての誇りの証なわけです。何より普通、刀ならば、一階の和室に飾るところでしょう。それを応接室に飾っていた。あの刀を飾っている様は、埃のひとつもつけたくない気概が感じられ、まるで国宝のように扱っていることを感じたからです」

　自信ありげに答える司さん。

　円生は、あの太刀を『斎藤家の宝』と判断したわけだ。

　武士の心を受け継ぐ象徴、それが斎藤家の宝と語るその理由は、とても説得力があった。

　すると、右近さんは、少し愉しげに口角を上げた。

「なるほど、武士のくだりはとてもお前らしい見解で、後半はパートナーの入れ知恵というわけか」

　そう言う右近さんに司さんは頬をカッと赤らめ、円生は可笑しそうに口角を上げる。

「い、いえ、入れ知恵なんてことは」

「まあ、良い。お前の見解であることも分かってる」

　そんな二人の姿をテーブルから眺めていると、隣に座る利休くんがくすりと笑い、

「あと一歩だね」と洩らした。

　あと一歩？　どういう意味なんだろう。

　正解だけど、円生の入れ知恵があったから、失格ということなんだろうか？

「それでは、次に左京」

　その言葉に左京さんは「はい」と頷き、右近さんの元に歩み寄った。

　右近さんは鈴木さんから受け取ったカードを見て、眉間に皺を寄せた。

「左京、これはどういうことだ？」と、カードをかざす。

　そこには、白紙のカード。左京さんは、何も書いていなかった。

「――はい、『斎藤家の宝』、それは『物』ではないと思ったんです。だから何も書きませんでした」

「それはどういうことかな」

「お父さんは、医学的な手段を用いてまで、子孫を残そうとしました。それはすなわち、斎藤家の『血』こそが宝なのだと。自分に司に和彦、そして利休。斎藤家の血を引く皆が宝なのだと思いました」

　穏やかに告げた左京さん。右近さんは「ほお」と興味深そうに頬杖をついた。

「どうして、そのような考えにいたった？」

「二階に向かう階段の踊り場にあった大きな鏡。あれは以前ここに来たときはなかったものでした。その鏡を見た時……自分と、後ろには、利休や和彦が映っていました。

　その姿を見て、お父さんの宝は、もしかしたらこの鏡に映る我々なのではないかと――」

　左京さんの言葉に、私も他の皆も、大きく目を見開いた。

　……そういえば、左京さんは、あの鏡をとても興味深そうに見ていた。

　あの時、鏡に映る自分たちの姿を見て、

『宝は物ではなく自分たちそのものなのかもしれない』と思っていたんだ。

　彼はのほほんとしているようで、真理をつかむ人なのかもしれない。

　左京さんの横顔を眺めながら、感心していると、

「――お前だろ、このクソガキ」

　背後の声に驚いて振り返ると、司さんがホームズさんの胸倉をつかんでいた。

「どういうことでしょうか？」

　ホームズさんはきょとんとして小首を傾げる。

「とぼけてんじゃねぇ、あの人が好いだけのぼんくら兄貴が、あんなこと思いつくわけがねぇ。お前が入れ知恵したんだろうが」

　さらに首を締め上げるように胸倉をつかむ。

「つ、司さん！」

「司！」

　皆がオロオロする中、円生だけは頬杖を突き、面白そうに笑みを浮かべている。

「いえ、僕なりに『聞かれたこと』のみ、答えていたつもりではいるのですが」

　当のホームズさんは動じる様子もなく、笑みを湛えている。

「嘘つけよ、鏡のところで『喋りすぎた』って言ってただろーが、ちゃんと聞こえてんだよ。大体お前みたいな若造が、なんでそんなに詳しいんだよ。事前に親父をたらしこんで、情報仕入れてたんじゃねーだろうな。親父はなんだかんだ言って兄貴がお気に入りだ。これは出来レースじゃねぇのか？」

「そんなことは決して。そもそも、もし本当に左京さんを後継者にしたいのなら、わざわざ、出来レースをする必要もないでしょう。左京さんは元々長男ですし、右近さんが『うちの後継者は長男の左京に』と決めたら良いだけのことです」

　その言葉に、私たちは『そりゃそーだ』と苦笑し、司さんは言葉を詰まらせた。

「な、なんにしろ、お前は胡散臭ぇんだよ。コソコソと兄貴に必要以上のことを伝えやがって、今すぐ屋敷から出ていけ」

　自分のことを棚に上げて、右拳を握りしめて振りかざした司さんに、慶子さんが『きゃあぁ』と顔を覆う。

「司、やめるんだ！　清貴くんは本当に必要以上のことを話してない！」

　左京さんが司さんの元に駆け寄って腕をつかむも、「うるせえ」と、その体格差で呆気なく突き飛ばされる。

　私もどうしようと慌てふためいていると、隣に座る利休くんが大きく息をついた。

「ねっ、こうして、妬みや、やっかみを引き寄せちゃうんだよねぇ」

「えっ？」

　それは、まさに一瞬のことだった。

　利休くんは椅子から降りるなり素早く司さんの元に駆け寄って、その右腕をつかんだかと思うと懐に回り込んで、勢いよく一本背負いをした。

　バターン、と床に背をついた司さん。あまりの速さに、床に大の字になりながら、何があったのか分からないという表情を見せている。

「――僕の叔父がごめんね、清兄」

「いえいえ、まさか、僕が投げ飛ばすわけにもいかないので、助かりましたよ、ありがとう、利休」

　ホームズさんはそう言って、皺になったシャツを伸ばす。

　その場にいた皆は、小柄な利休くんがいとも簡単に大男の司さんを投げ飛ばした姿に、呆然と立ち尽くしていた。

「……り、利休、お前、いつからそんなに強く？」

　戸惑いながら尋ねる左京さんに、利休くんは口を尖らせた。

「えっ、やだなぁ、僕が家頭のオーナーに出会ってすぐに、『ヒョロヒョロで女みたいやから、体を鍛えろ』ってしつこく言われて、武道を始めたって伝えていたよね？」

「あ、ああ、それは聞いていて、おかげで体も丈夫になったことは知っていたけど、まさかこんなに強いなんて」

「何言ってるの。僕はフランスに柔道留学してたんだけど？」

「え、ええ？　美術留学じゃなかったのかい？」

「もちろん、美術の勉強もそうだけど」と利休くんは姿勢を正した。

「かつて、オーナーに言われたんだよ。『武道は人をやっつけるためではなく、自分の心身を鍛え、なおかつ自分の大切な人を守るためのものだ。お前は一人息子だから、母親を守るために強くなれ』って。

　だから僕はね、母さんもそうだけど、大切な清兄を守るために強くなろうと思ったんだ。でもさ、清兄を守れるくらい強くなるってことは、同じように武道をやっている清兄より強くならなきゃいけないわけだから、大変だったよ」

　あの時、『清兄は僕が守る』と言っていたのは、決して戯言ではなかったんだ。

　圧倒されている私の横で、ホームズさんが、ふふ、と笑った。

「そうですね。今や利休に敵う気がしません」

「えっ、でも、どうして、清貴がそんなに大切なの？　も、もしかして……」

　あらぬ想像をしたのか、頬を赤くする慶子さんに、利休くんは露骨に顔をしかめた。

「……下世話な想像は、やめてよね。僕の清兄に対する感情は、とても崇高なものなんだから。あえて言うなら、清兄は『主君』。生涯仕えたい存在なんだよ」

　胸に手を当てて熱っぽく言う利休くんに、皆は、一体どんな感情を抱いて良いのか分からないという表情で、互いに顔を見合わせる。

　すると、左京さんが、はははと笑った。

「利休は高校生になったというのに、いつまでも中二のようだな」

「ちゅ、中二とか言わないでよ」

「ええ、利休は恐らく、永遠の中二かと」

「って、清兄まで！」

　真っ赤になる利休くんに、皆は声を揃えて笑い、司さんだけが床に転がったままバツの悪そうな顔を見せていた。

　すると、今まで黙って傍観していた右近さんが、「素晴らしいっ！」と拍手をした。

「いや、清貴くん、欲に自分を見失った馬鹿息子が失礼をしました。本当に申し訳ない。後で厳しく言っておきます」

　すぐに頭を下げる右近さんに、ホームズさんは「いえ」と手をかざした。

「司さんもそれだけ必死だったのでしょう。左京さんが『正解』を出したと思ったのでしょうね。そうではないというのに……」

　そう言ったホームズさんに、皆は「えっ？」と目を開いた。

「兄貴の答えが正解じゃない？」

　司さんは、呆然としながら体を起こす。

「ああ、そうだ。この斎藤家の面汚しが」

　右近さんは冷たい目で司さんを一瞥したあと、左京さんに視線を移す。

「左京、お前の回答はもっともだ。子孫こそ斎藤家の宝。だが、わしは『人』ではなく『物』を探せといった。そういう、とんちめいた話ではないのだよ」

「あっ、やっ、そうなんだ。なんだか、決め顔で言っちゃったのに恥ずかしいな」

　左京さんは、顔を赤くして頭を掻く。

「それじゃあ、斎藤家の宝って？」

　顔をしかめながら首を傾ける慶子さんに、皆は同じ気持ちで相槌をうつ。

　すると、右近さんは小さく笑った。

「今回の後継者選びの試験は皆失格だ。後継者のことは、あらためて皆の成長を見守り、追々考えていこうと思う。さて、この家の宝だが――、清貴くんは分かっているようだ。答えていただけませんか？」

「――ええ、それでは、ヒントを。斎藤家の宝は、元々は斎藤家のものではありませんでした。……これで分かりませんか？」と、ホームズさんは皆を見回した。

　元々は斎藤家のものではなかった。

　人からもらった、もしくは預かったものということ？

　ホームズさんの『ヒント』に、私も皆も揃って考え込み、利休くんだけは、すべてを分かっているような顔を見せている。

　人からもらう、もしくは預かるとしたら、屏風のような大きなものとは考えられない。

　となると、壺や水差し、それとも絵画。ううん、どんなに大きくても預かろうと思えば預かれるから、すべてが対象だ。そもそも、ホームズさんはどうして、それが『斎藤家のものではない』と分かったんだろう？

　斎藤家のものではないという、決定的な何かがあったのだろうか？

　そう思った時、脳裏にあるものが過った。

　それは私だけではなく和彦さんも同じだったようで、勢いよく顔を上げた。

「わ、分かりました。『斎藤家の宝』、それはやはり、二階応接室にあった備前長船住近景の『太刀』ですね」と声を上げた和彦さんに、皆は「えっ？」と瞬き、円生が「やっぱ、そうやんか」と洩らす。

「か、刀だって？　それじゃあ、俺は正解だったのか？」

「ええ、品は正解でしたが、理由が少し違いましたね。『なぜあの刀が宝なのか』、それが一番大事なことだったようです」

　ホームズさんが、諭すように告げる。

「き、清貴くん、それは一体、どういうことかな？」

「私もお聞きしたい」

　左京さんと和彦さんが真顔で詰め寄り、ホームズさんは「まあまあ」と手をかざした。

「あの太刀は、鞘に『桔梗紋』がついていました。この家の家紋は、『丸に下がり藤』。

　つまりあの刀はこの家の刀ではない。それはすなわち『桔梗紋』の家紋を持つ者に賜たまわったのでしょう。備前長船住近景が手掛けた太刀で桔梗紋となると、その武将は、明智光秀。あれは、明智光秀公から賜った刀なわけです」

　――明智光秀から賜った刀が、この家の宝？

　と、兄弟たちは顔を見合わせる。

「明智光秀というと、本能寺にて主君・織田信長を討った逆臣というイメージがありますが、その出来事を除いた彼の人物像はまるで違います。情に厚く家臣を思いやり、知的で美意識が高く雅な人物だったと。おそらく、あのクーデターには我々の分からない部分でさまざまな陰謀があり、彼は甘んじて『裏切者』を買って出たのでしょう。

　そんな光秀公から賜った刀だったわけです。

　あのクーデターのあと、逆臣と汚名を着せられた光秀公の刀を、現代まで受け継ぐほどに大切にしているということは、斎藤家の先祖は、とことん明智光秀公に尽くした部下。おそらく、ご先祖は、光秀の重臣・斎藤利とし三みつなのではないでしょうか」

　ホームズさんの言葉に、皆は『そういうことだったのか』という様子を見せている。

　歴史に詳しくはない私は、斎藤利三の名にピンとこないけれど、明智光秀の重臣として有名な武将なのだろう。

「斎藤家のこの美意識の高さは、光秀公の影響を大きく受けて、今に至るのかもしれませんね。そして、斎藤家はこの家を継ぐ者に、『わが家にはさまざまな宝があるが、光秀様に賜った刀こそ斎藤家の宝』という教えを引き継いできたのではないでしょうか。歴史上は逆臣と言われていても、この家においては、『今の自分たちがあるのは、光秀様のおかげ』という感謝の気持ちが残されているのだと思われます。それはまさに、誰もが思う宝ではなく、『斎藤家における宝』なのでしょう」

　ホームズさんが話し終えると、応接室はシンと静まり返っていた。

　主君に仕える重臣の心。この家が繁栄したのは、主君のおかげという感謝の気持ち。

　この刀には、そのすべてが込められているわけだ。

　そして、ホームズさんを主君のように敬う利休くんは、『斎藤家の心』を引き継いでいるというわけだ。

「……そう、この斎藤家は斎藤利三の末裔。残念ながら直系ではないが、祖先の想いをしっかりと引き継いでいると自負している。いや、しかし清貴くん、君は本当に素晴らしい。君が孫なら、迷わず後継者に選びたいところだ」

　熱っぽい眼差しを向ける右近さんに、ホームズさんは「いえいえ」と首を振った。

「僕は、一介の商人にすぎません。良いものを仕入れて好こう事ず家かに売る。お武家様の後継者なんてもってのほかです」

　柔らかく微笑んでそう言うホームズさんに、皆は魅了されたように言葉を失くし、

「まったく、よく言うよ」

　利休くんが大袈裟に肩をすくめ、円生は冷めた目を見せていた。




　その後は、家族水入らずの時間をと、私と鑑定士たちは、礼を言って屋敷を後にすることとなった。

「――素晴らしい家宝の数々、また美味しい晩ばん餐さん、とても楽しかったです。ありがとうございました」

　ホームズさんとともに右近さんに頭を下げて、応接室を出ようとしたとき、

「清貴くん、お帰りになる前に、いや、清貴くんだけではなく、鑑定士の皆さんにお聞きしたい。『斎藤家の宝』はさておき、この家の一番のお宝は、なんだと思いますか？」

　右近さんが、応接室にいる皆を見回して、試すような問いかけをしてきた。

　感情を抜きで、単純に価値のあるもの……。

　最初に答えたのは、慶子さんだった。

「清朝七宝焼の壺だと思いますわ」

　私も同じ意見だった。他の品も価値があるけれど、あの壺は格が違う。

「……田中くん、君はどう思う？」

　右近さんに問われて、円生は目をそらした。

「せやね……、白磁やろか」

　円生は、ポツリと、まるで独り言のように告げる。

　これは円生の本音という感じがした。

　もしかしたら、円生はあの時、李朝白磁の美しさに言葉が出なかったのかもしれない。

「清貴くんは？」

　あらためて問われてホームズさんは、「そうですね」と一階和室の方に目を向けた。

「……一階奥の襖絵ではないでしょうか」

　ホームズさんの言葉に、右近さんがそっと目を伏せた。

「やはりそうか。あれは先祖代々『大事にするように』と伝えられてきたものなのだが、サインも落款もなく、鑑定士に聞いても、ちゃんとした答えが聞けるわけでもなく、不思議に思っていたのだよ。あれは一体、どういうものなのか」

　そういえば、円生も『無名の作家ではないか』と言っていた。

　とても鑑定の難しいものなのだろうか？

「これまでの鑑定士はもしかしたら、安易に明言することを恐れたのかもしれませんね。僕が思うに、あれは値段のつけられない代物ではないかと」

「えっ？」

「――国宝『風ふう神じん雷らい神じん図ず』を描いた、俵たわら屋や宗そう達たつが手掛けたものでしょう」

　ホームズさんの言葉に、その場にいた皆は、虚を衝かれたような表情を見せた。

『風神雷神図』それは、建けん仁にん寺じに所蔵されている国宝。

　画面の両端ぎりぎりに配された風袋を両手にもつ風神と数個の太鼓をめぐらした雷神の姿が特徴の、奇抜ともいわれる作品。

　そういえば、あの風神雷神図にも、落款もサインもないと聞いたことがある。

「あれほどの絵師でありながら、俵屋宗達の実体は謎に包まれています。サインや落款を残していない作品も数多くあります。あの襖絵の松の木の柔らかなタッチ、まるで風景を写真で撮ったかのように切り取り、そうすることで、見切れた部分から無限の広がりを感じさせることができる壮大さ。まさに、俵屋宗達、神羅万象の広がりを感じさせました。実は僕は、襖絵を前に涙を堪えるのが大変でした。まさか、この家で、俵屋宗達の作品に出会えるとは夢にも思っていませんでしたので」

　ホームズさんは、熱っぽくそう言って胸に手を当てる。

「……そ、そうか。あれが、まさか俵屋宗達の作品だったとは。そんな素晴らしい宝だったとは。ありがとう、清貴くん」

　右近さんはそう言ってホームズさんの手をギュッと握り、

「――そしてどうか、利休をよろしくおねがいします」と深く頭を下げる。

　それはまるで、利休くんを斎藤家の後継者に相応しい人物に教育してくれと言われているようで、私は傍で見ながら緊張を感じ、息を呑んだ。

「ええ、僕が十二の時に、まだ六つだった利休に初めて出会いました。それ以来、僕は利休を弟のように思ってきています。ですから、これまで通り仲良くさせてもらいたいと思っています」

　右近さんの意図を汲み取りつつ、『これまで通り』と返すホームズさん。

「ええ、これまで通りで構いません」

　右近さんは頷きながら、とても嬉しそうな笑みを見せた。

　特別なことをしなくても、ホームズさんの側にいるのならばと思ったのだろう。

　あらためて挨拶をし、応接室を出ると、左京さんと利休くんが駆け寄ってきた。

「清貴くん、今日は本当にありがとう」

「清兄帰っちゃうんだね。僕からもありがとう」

「いえいえ、楽しかったですよ。どうかご家族水入らずの時間をお楽しみください」

「水入らずの時間を楽しむといっても、司おじさんが怒られるのを見ることになるだけのような気がするけどね」

「ああ、そうかもしれませんね。司さん、ご愁傷様ですね」

「ご愁傷様って」

　皆で小さく笑い合い、利休くんは私に視線を移した。

「葵さんも今日はありがとう。ちょっと意地悪してごめんね。『蔵』に僕の帰る場所がなくなった気がして寂しかったり、悔しかったりしたんだ。僕の大切なものが全部、あなたに奪われた気がしてさ」

「……利休くん」

　利休くんの気持ちが伝わってきて、切なくなってしまう。

　私も利休くんの立場なら、とても寂しい気持ちになっていたに違いない。

「でも、まぁ、葵さんが『蔵』に相応しい人間になろうとがんばっていることは、すごく分かったし、樂茶碗の鑑定を含めて、なかなか良かったから、認めてあげるよ」

「えっ？」

「僕の後継者に」

　ニッと悪戯な笑みを見せる利休くんに嬉しくなって、泣きそうになってしまった。

「あ、ありがとう、利休くん」

「やだな、そんなことで涙ぐまないでよ」

　利休くんは呆れたような仕草で、ポケットからハンカチを出して差し出してくれる。

　こうしたところは、さすがホームズさんの弟分だと感心しつつ、ありがたくハンカチを受け取って目頭を押さえた。
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「葵さん、この屋敷を出る前に、もう一度あの襖を観たいのですが、良いでしょうか」

「あ、はい。あらためて私も観たいと思っていました」

　私たちは、帰る前にと再び和室に足を踏み入れた。

　襖に描かれた水墨画の松の木。

　ホームズさんが言っていたとおり、松の木のタッチがとても柔らかい。

　松の木というと、『益ます荒ら男お』といわれる雄々しい姿で描かれるものをよく目にするけれど、この松は、まるで違って、『手たお弱や女め』を思わせる。

　墨の滲みをも活用して、襖から飛び出すように描かれている。額に嵌まる作品ではなく、無限の広がりを感じさせた。

「……私は直接、風神雷神図を観たことがないんですよ」

　襖を見詰めたまま、私はポツリと零した。

　有名な国宝なだけに、画像は観たことがある。金屏風の端と端に描かれた、風神と雷神の姿。袋を持った緑色の風神に、輪形に連ねた太鼓の中央にいる白い雷神。

「そうですか、あれはぜひ、観てもらいたいですね」

　彼も襖に目を向けたまま静かにそう言う。

「ホームズさんは観たんですよね。どう思われました？」

　すると彼は静かに「そうですね……」と洩らし、そっと目を細めた。

「風神と、雷神の姿が、そこにありました」

　独り言のようにそう言う。

　風神と雷神の姿があったなんて、当たり前ではないのかと思いながらも、私は何も言わずに次の言葉を待った。

「天を眺めている時に、雲の中から風神がスッと出てきて驚いていると、その一方で目の端に雲に隠れていきそうな雷神の姿を見付けたような、唐突に神の姿を見てしまったような、そんな感覚に襲われました。風神も雷神も、遊んでいるかのようにとても愉しげで、押しつけがましい威厳などは感じません。それなのに、圧倒されるような神々しさでした。風神雷神図については、三十三間堂の神体がモデルという話も含めて諸説あるのですが、その屏風を前にした時には、すべての知識や先入観が吹き飛びました。

　まるで俵屋宗達は、天を見上げている時に、本当に神の姿を不意に見てしまったのではないか、その姿をそのまま描き写したのではないか、と思ってしまったほどです。

　そして、その屏風には、そのまま神が宿っているかのようでした――本当に、神の姿が、そこに在あったんです」

　ホームズさんは、襖を見詰めたままそう言う。

　かつて観た、風神雷神図を思い浮かべているのだろう、感動が蘇ったのかホームズさんの目の端が光ったようにも見えた。

『神の姿が、そこにあった』

　それは、まさに現代まで国宝とされる俵屋宗達の傑作なのだろう。

　いつか、必ず私も観にいこう。襖の松の木を眺めながら、誓うように拳を握りしめた。

　そうして、今度こそ帰ろうと玄関に向かう。

　私がブーツを履くのに手間取り、ようやく屋敷の外に出るとホームズさんと円生が向き合っている姿が見えて、思わず身を隠した。

「……今日は、ちょっとからかいに来たつもりやったのに、まんまと完敗やな」

　円生は、自嘲的な笑みを浮かべながらそう言う。

「そうでしょうか、あなたも宝を見極めたでしょう？」

「せやけど、不十分やったし。何より、あの襖絵の価値に気付けへんかった。……ええ絵やと俺も思うたんやけどな」

　おそらく、刀の真意よりも、この家のもう一つの宝、俵屋宗達の襖絵の価値に気付けなかったことが、円生は悔しかったようだ。

「あなたに、俵屋宗達は、理解できないでしょう」

　冷ややかに言うホームズさんに「あっ？」と円生は威い嚇かくの目を向けた。

　どうしてホームズさんも、そんな言い方をするのだろう、と私は陰でハラハラしながら窺う。

「先ほども言いましたが、俵屋宗達は謎の絵師です。調べれば調べるほど、不自然なほどに資料が少なく、まるで宗達本人が自分の痕こん跡せきを消していったのではないかと感じるほどです。おそらく何か事情があったのでしょう。あれ程の絵師でありながら、自分の存在を隠そうとした俵屋宗達に対して、あなたは真逆の人間。理解できるはずもない」

　そう言ってホームズさんは、円生を見据えた。

　才能があり、周りから認められながらも、自分の痕跡をなるべく残そうとしなかった、俵屋宗達に対し、日陰で贋作を手掛けながら、その内側で自分を認めてもらたいと燻くすぶっている円生。

　まさに、真逆の存在といえるのかもしれない。

　円生は、ぶるり、と体を震わせて、歪んだ笑みを浮かべる。

「……相変わらずやな。そういうとこ、ほんまにムカつくわ。――つくづく嫌いやで」

「僕もです」

　互いに顔を見合わせて、口を閉ざす。

　まるで、今にも斬きり合いが始まりそうなほどの研とぎ澄すまされた雰囲気。

　双方、しばらく向き合ったかと思うと、円生はそのまま、ホームズさんに背を向けた。

　立ち去る円生の姿、それを見送るように立ち尽くすホームズさんの後ろ姿を私が黙って眺めていると、視線に気付いたように振り返る。

「……葵さん。見られていたんですね」

　私は何も言わずに、頷く。

「恐ろしいほどの憎ぞう悪おの目でしたね。刺されるかと思いました」

　静かにそんなことを言うホームズさんに、私は身を乗り出した。

「ホ、ホームズさんも、ひどいです。どうして、あんなふうに感情を逆なでするようなことを言うんですか？」

　あんな言われ方をしたら、嫌な思いをするに決まっているのに。

「……彼の感情を爆発させたかったんです」

「えっ？」

「そうすることで、彼の鬱うっ屈くつとしたしものが、少しは晴れるかと思いました」

　ぽつりと告げたホームズさんのその言葉に、私は何も言えなくなった。

　思えば、さっきのホームズさんは、決して感情的になっていなかった。

　あんなふうに煽あおったのは、深い考えがあってのことだったんだ。

「ご、ごめんなさい。ホームズさんには考えがあってのことなのに、『ひどい』だなんて」

「彼にとってひどいことを言ったのはたしかですし、結局はさらに鬱屈とさせてしまいました。……失敗しましたね」

　ホームズさんは、ふぅ、と息をつく。

　後悔しているのだろう、ホームズさんは沈痛の面持ちを見せている。

「……いえ、すべては、詭き弁べんですね。僕自身、彼の存在が疎うとましく仕方ないのですから。腹が立って仕方がないんです。僕に、あれだけの才能があったら……」

　悔しさとも憎しみともつかない表情で、グッと拳を握る。

「ホームズさん……」

　――驚いた。

　私は今まで、円生だけが一方的に、妬みの感情を抱いているのだと思っていた。そうではなかったんだ。

　ホームズさんも、同じような感情を抱いていたんだ。

　本当に、まるで違うようで、鏡に映った存在のような二人。

　今日、円生はふらりと遊びにきたつもりでいたというのに、それでも思いのほか、ホームズさんの鋭い爪で引っ掛かれた。今まで『疎ましい』程度だった存在が、本格的な『憎しみ』に移行したのではないだろうか。

　嫌な予感に、ぞくりと背筋が冷える気がした。

「それでは、帰りましょうか」

　顔を上げて、いつものように微笑んでくれるホームズさんに、私は「はい」と頷く。

「すっかり日も暮れましたね」

「本当ですね」

　空を仰ぐと、濃紺の空に銀色の三日月が浮かんでいた。

「綺麗な月。まるで、あの刀のような月ですね」

「そうですね。あの太刀は、主君を信じる家臣の曇りのない心を反映しているかのような美しさでしたね」

「――はい。私、今日、ここに来られて本当に良かったです」

　素晴らしいお宝に溢れた屋敷。

　だけど、そんな彼らの一番の宝は、主君・明智光秀への感謝の想いだった。

　世紀の裏切者、逆臣と罵られてきた、明智光秀。

　そんな彼の家臣とその子孫は、変わらぬ忠誠心を抱いてきた。それはきっと決して周りに流されず、主君を信じ、自分の心に正直でいたのだろう。

　本当に、素晴らしいことだと思う。私も大切な人のことは、何があっても信じて、守りたい。それ以前に、自分の心に正直でありたい。

　そう思うと同時に、チクリと胸が痛む。

　私はずっと、自分の心を偽り続けてきた。傷付くのが怖いから『違う違う』と誤魔化して、目を背けて、自分の心に嘘をついてきたんだ――。

　強く自覚するとともに、まるでダムが決壊したかのように、急に堰せき止めていた想いが、一気に溢れ出すような気がした。

　胸が、熱くて涙が出そうだ。

　今までどれだけ、抑えつけてきたというのか。本当は苦しかったんだ。

　……もう、解放してあげよう。たとえ、傷付く結果になるとしても。

　ゆっくりと歩き出した彼の横顔を見詰めて、私はギュッと拳を握る。




　――好きです、清貴さん。




　心でそう告げて足を止めると、彼もつられるように立ち止まった。

「……春の香りがしますね」

　ホームズさんは、桜の芽を眺めながら、柔らかく微笑む。

　ふわりと流れる風からは冷たさだけではなく、ほんの少しの暖かさも感じられ、土や花の香りを含んでいる。

　私は心地良さに目を細めながら、「ええ」と相槌をうつ。

「ああ、葵さん――今夜は、月がとても綺麗ですね」

　ホームズさんは、そう言って夜空を仰ぐ。

　私も無言で空を見上げていると、ホームズさんがそっと横目で見た。

「……葵さん、僕はあなたの成長を心より楽しみにしています」

「は、はい、がんばります」

「いや、がんばらんでええけど」

　愉しげに笑うホームズさん。

　私はどうしようもなく熱くなる頬に顔を上げていられず、そっと目を伏せた。

　それは、木々が蕾をつける、早春の頃――。











あとがき






　はじめに、本作品において、作品の舞台にさせていただくことを快諾してくださった、

　株式会社マリベルジャパン『CACAO MARKET』様、

　元東伏見宮家別邸・料理旅館『吉田山荘』様、

　本当にありがとうございました。心より感謝申し上げます。

　祇園の『CACAO MARKET』地下にある、夢のように可愛らしいカフェ『ANGEL LIBRARY』に訪れた時は、『ここに清貴と葵を！』と強く思い、

　吉田山にあるロマン溢れる旅館『吉田山荘』横の『真古館』に訪れた時は、その素晴らしさに激しく魅了され、『ここを舞台に物語を書きたい！』と打ち震えました。

　京都には、そんな素晴らしい場所がたくさんあり、抱いた感動を詰め込んだのが、本作品でして、なんとシリーズ四作目となります。

　あらためて、京の町、巡った社寺、お手に取ってくださった読者様、私と本作品を取り巻くすべてのご縁に、心より感謝とお礼を申し上げます。

　本当に、ありがとうございました。


望月麻衣
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